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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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オールディズ・プライド［前編］







「おお……！　あんたがあのリナ＝インバースさんですかいのぅ……！」


　じーちゃんは、言ってよぽよぽと席を立ち、あたしに握あく手しゆを求めて来た。


　いや、じーちゃん、などと呼よぶのは失しつ礼れいだろう。何しろ彼は、ここ、モンテール・シティ魔ま道どう士し協きよう会かいの評ひよう議ぎ長ちようなのだから。


　──だが──


　としは……一いつ体たいいくつになるのか。七、八十は軽いだろう。


　昔はどうだったか知らないが、今ではすっかりよれしなび、あたしより頭一つ、背が低い。


　白はく髪はつに白い口ひげに。にこにことしたその外見は、評議長と呼ぶよりは、親したしみを込めて、じーちゃん、と呼んだ方がなんだかしっくりと来るような気がした。


　──旅ゆく先々で現げん地ちの魔道士協会に顔を出し、あいさつをするのは、あたしの慣かん習しゆうになっている。


　理り由ゆうはもっぱら情じよう報ほう集あつめ。


　世せ間けんの噂うわさなら町まちの酒さか場ばでも耳にするが、魔道に関する発見やら研けん究きゆう情報などは、やはり魔道士協会ここでしか聞けない。


　そしてこの町でもいつもの通り、評議長にあいさつしようと部屋を訪おとずれ──出会ったのがこのひと、というわけである。


「わしは評議長の、ミルトン＝サンルークというもんですじゃ。リナさんのお噂はかねがね、あちらこちらで聞いとります」


　にこにこ満まん面めんの笑えみで言う。


「いやーそんなー」


　やはりにこにこ謙けん遜そんしてみせるあたし。


　そこでじーちゃん……もとい。評議長は、ひそひそ声で、


「そんなあんたを見込んで、ほんのちょっと、頼たのみたいことがあるんじゃがのぅ……」


　ほれ来た。


　相手をほめていい気分にさせてから、頼み事をする。交こう渉しようの基き本ほん手しゆ段だんの一つである。


　ここで気を抜ぬくと、割わりの合わないしごとを押おしつけられたりするのだが──


「ちょっとしたことならいいですよー」


　警けい戒かいしているそぶりも見せず、あたしは笑顔のままで言う。


　評議長はさらに声を低め、


「その……この年とし寄よりに、攻こう撃げき魔ま法ほうを教えてはくれんかのぅ」
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「……………………[image: ]？」


　突とつ拍ぴよう子しもないその頼みに、あたしは思わず声を上げていたのだった。





「それにしても……いきなり『攻撃魔法を教えろ』ってのは、おだやかじゃないわね」


　場ばをあらため、協会から少し離はなれたカフェテラスで。


　注ちゆう文もんのアップルパイを口に運びつつ、あたしは言った。


　あたしはバンダナに黒マント、あちこちにつけた宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。対するミルトン評議長は白髪白はく眉び白いひげ。手には杖つえ持ち黒マント。


　カフェテラスでは心ゆくまで浮ういたペアだが、さすがにそれは仕し方かたない。


　なにしろ話はなしが話である。魔道士協会の中や近くでできるものではない。


　──ひとことで魔道士、といっても、その中にはいろいろなタイプがいる。あたしのように攻撃呪じゆ文もんを操あやつる者もいるし──使える呪文は、暗い場所で本を読むための『明りライテイング』だけ、という研けん究きゆう者しやタイプもいる。


　評議長は後者なのだろうが、魔道の基き礎そができている人に、簡かん単たんな攻撃呪文を教えることは、さして難むずかしくもない。


　しかし──


「そもそも、他人に攻撃呪文を教えるのは魔道士協会じゃあご法はつ度とだ、って、評議長なら知らないわけでもないでしょ？」


「それは……そうなのじゃが……」


　あたしの指し摘てきに、ミルトンじー……評議長は、出された香こう茶ちやをすすりつつ、視し線せんをそらして身を縮ちぢめた。


　協会で、攻撃呪文を教えることが禁きんじられている理り由ゆうは至いたって単たん純じゆん。


　悪あく用ようされやすいからである。


　本ほん来らい、魔道士が攻撃呪文を習しゆう得とくしたいと思ったなら、自分で研究し、呪文をつくり上げなければならない。


　とはいえ実じつ際さいのところ、炎の矢フレア・アローあたりの簡単な攻撃呪文なら、魔道をかじったことのない人間でも、呪文を丸まる暗あん記きすれば使えてしまったりするのだ。


　魔道士協会でざっと基礎教育を受けた者ならば、火炎球フアイアー・ボールくらいの術じゆつは使えるようになるだろう。


　だが、そんないきおいで攻撃呪文が世間にひろまれば、一いつ体たいどんなことになるか。


　野や盗とうやら空あき巣す狙ねらいが、『金を出さなきゃ火炎球フアイアー・ボールだ』と言い放ち、おびえパニクった被ひ害がい者しやが覇王雷撃陣ダイナスト・ブラスをぶっ放す。下した着ぎドロボウを追いかければ、炎の矢フレア・アローが飛んで来ることになるかもしれず、ご近所の言い合いが振動弾ダム・ブラスの応おう酬しゆうに発はつ展てんするかもしれない。


　そんな事じ態たいを引き起こさないためにも、協会がとりきめていることなのだ。


　協会の責せき任にん者しやたる評議長が、それを破やぶるというのは……どう考えても、ほめられたことではない。


　それにそもそも、攻撃呪文なんぞというものは、いい歳としこいたじーちゃんがおぼえるのには、いろんな意い味みで不向きである。


　何かのモンスターを倒たおしたいとでもいうのなら、そういったことに向いた誰だれかを雇やとった方がはるかに手てっ取とり早い。


　評議長とて、そんなことは百も承しよう知ちのはず。


　にもかかわらず、攻撃呪文を教えてくれ、と口走るのは──


　どうやらいろいろわけがありそうである。


　あたしがチョコムースケーキを追つい加か注ちゆう文もんする間、じーちゃんは、何かを考えるように沈ちん黙もくしていたが、


「たしかに……ご法度はわかっておる……」


　やがて口を開くと、テーブルの上でこぶしをぷるぷる握にぎりしめ、


「……しかしそれでも……わしにゃあ……倒さにゃあならん男がおるんじゃっ……！」


「ええっ!?」


　いきなり出てきた似につかわしくないセリフに、あたしは思わず声を上げる。


「た……倒さなきゃなんない男って……？」


　そーゆーセリフが似合うのは、がんばっても三十代前半までだと思ってたのだが……


「あやつは……あの男、ケールは、わしの孫まごを……マイケルをっ……！」


　その表情を怒いかりに染そめて、カップを持つ手をふるわせる。


「……わけあり……みたいね。


　とりあえず話してくれる？」


　うながすあたしに、ミルトン評議長は息を整ととのえつつ、


「……ああ。


　……しかしさて……一体どこから話したもんかのぅ……


　かれこれあれは……十年近く前からになるかのぅ……


　ここ、モンテールの魔道士協会と、少し離れた隣となり町まち、ルイーズの魔道士協会は、年に一度の親しん睦ぼく会かいをやっておるんじゃ」


「親睦会？」


　香茶のカップをかたむけ、あたしは問とう。


「おお。研究やら何やらの面めんでも、いろいろと交流があった方がいいじゃろうからのぉ。


　とはいえ、魔道士の中には我がの強いものも少なくない。普ふ通つうに食事会なんぞやったら、何かのきっかけで泥どろ沼ぬまの口こう論ろん……なんぞということにもなりかねん。


　そこでそういうことのないよう、双そう方ほうの家族を交まじえて、体を動かすレクリエーション大会をやっておってのぅ」


　なるほど。割わりと面おも白しろそうな企き画かくである。


　体力での勝った負けたなら、本ほん業ぎようには関係ないからくやしさも半はん減げんだし、家族もいるなら、子供じみた意い地じの張はり合いも起こりにくいだろう。


　でもって研究一いつ辺ぺん倒とうの引きこもり魔道士には、体を動かすいい機き会かいになる。


「じゃが……今年の親睦会で、惨さん事じは起こった……


　忘わすれはせん。演えん目もく十九番、お子さまかけっこ大会で、わしの孫のマイケルが、ゴール直前に、そばを走っておった悪ガキに足をひっかけられて倒されたのじゃ！」


「……え……？」


　なんだか怪あやしくなってきた話はなしの雲くも行ゆきに、あたしは小さく声を漏もらす。


　片かたやじー……評議長は、言っててだんだんエキサイトしてきたらしく、目を血走らせ、右手の指を二本おっ立て、


「あのままだったら二位じゃったんじゃよ二位！　ところが倒れて膝ひざ小こ僧ぞうすりむいて涙なみだ目めになるという大惨事！　順じゆん位いも最さい下か位いにまで落ちぶれて！


　わしは当とう然ぜん正せい義ぎの怒りを爆ばく発はつさせて親睦会実行委員にねじ込んだ！　うちの孫はがんばったんじゃから一位にしろと！」


　うわムチャだよじーちゃん。……いや評議…………じーちゃんでいーや。


　まあ世間では、孫はやたらとかわいいとは言うものの……


「ところが、じゃ！


　わしの提てい案あんは却きやつ下か！


　しかもあの男……マイケルを倒した悪ガキのじいさん、ルイーズの町のケールの奴やつは、あろうことか、先に足を出したのは、うちのマイケルの方だ、なんぞといいかげんな言いがかりをつけてきよったんじゃ！


　全まつたくおとなげない！」


「いやあの。」


「あやつは……あの男、ケールは、わしの孫を……マイケルを侮ぶ辱じよくしよったんじゃ！


　いくらわしが理りを尽つくしてこんこんと説といても納なつ得とくしおらん！


　言葉を尽くしてわからぬ者には、力をもって示すのみじゃよっ！


　それで結けつ局きよく、わしとそのケールとが直ちよく接せつ勝負して、どちらの言い分が正しいか決着をつけることになったんじゃっ！」


「……そんな理由で……」


「そぉぉぉんな理由とはなんじゃっ！」


　ぐったり肩かたの力を抜ぬいてつぶやくあたしに、じーちゃんは激げつ昂こうして立ち上がり、


「おぬしはまだ若いから実じつ感かんできんのかもしれんが、永えい遠えんに生きる人間などおらん！


　誰であろうと、いつかは年を取って死んでゆく！　老おい先短いわしなどなおのこと、残された時間も長なごぅはない！


　じゃからこそ！


　人は己おのれの子に孫に、何かを伝え、残そうとする！


　それが時代を繫つなぐということなのじゃ！」


「なるほどなるほど」


　あたしは気のないあいづちをうち、香茶の残りをひと口に空けた。


　もっともらしいことをまくし立ててはいるものの……早い話が、孫が可愛かわいい親バカならぬ爺じじバカ二人が、どっちがより爺バカかの決勝戦をやる、ということらしい。


　正しよう直じき言って、心の底からどぉでもいい話だった。


　むろんあたしはこの話、断ことわるつもりではあるのだが、追加注文したケーキがまだ来ていなかった。


　ここの払はらいはじーちゃんだという事じ前ぜんの約やく束そくがある以上、断るのは、それを食べてからでも遅くない。


　そんなこちらの気持ちも知らず、じーちゃんはなおも話を続ける。


「子を孫を守るのが先人のつとめ！


　すなわち！


　孫のためなら何をしても正義っ！　ビバ孫ジーク孫ハイル孫！」
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「ちょっと待てぇぇぇぇぇぇっっ！


　何をしても、って、いくらなんでもマズいでしょっ！　それはっ！」


　そのテンションの上がりっぷりに、さすがにあたしも待ったをかける。


「平気じゃっ！」


「ちっともそーは聞こえないしっ！」


「ええい！　そこらは言われずともわきまえとるわいっ！


　そもそも勝負と言うても、殺し合いやら決けつ闘とうやらをやらかすわけではない！


　場所はこことルイーズの間にある広場。


　親睦会実行委員会の仕し切きりで、決められた競きよう技ぎを三度行い、勝負を決める。手や足を出しての妨ぼう害がい・暴ぼう力りよくは反はん則そく負け。


　そういう試合なんじゃよ。


　──じゃが……」


　と、じーちゃんは、にまりっ、と老ろう獪かいな笑みを浮うかべて、


「ここに盲もう点てんがあった！


　攻撃呪文を使っちゃあいかん、というルール規き定ていがないのじゃ！


　わしもケールの奴やつも、研究者肌はだの魔道士。もともと攻撃呪文なんぞ使えん。


　じゃから制せい限げんせんかったんじゃろうが……


　なら、つけ込まぬ手はないじゃろ！


　わしの孫の名めい誉よを汚けがす愚ぐ民みんに、鉄てつ錆さび味あじの敗はい北ぼくを与あたえるためには手しゆ段だんは選えらばん！　今こそわしらが戦わねばならん時なのじゃ！」


　またまたテンション高くなり、やがて叫さけび出すじーちゃんに、追加のケーキを運んできたウェイトレスが、びくっ！　と身をふるわせて引く。


　それでようやく我われに返ったか、じーちゃんは、こほんっ、と一つせき払ばらい。


　ケーキを置いたウェイトレスがそそくさと立ち去るのを待ってから、さすがに声を落ち着かせ、


「……とはいえ……無む論ろんわしとて、相手をどうこうしようとまでは思うとらん」


「……そ……そぉかなぁ……？」


　今の様よう子すからすると、とてもそぉは見えなかったが……


「当とう然ぜんじゃよ。


　負けを、過あやまちを認みとめさせ、わしの孫のもとにひれ伏ふさせるのが目的じゃ。どうこうしてしもうては意い味みがのうなる。


　それに第一、わしの孫を、犯はん罪ざい者しやの孫なんぞにさせとうはないからのぅ」


「なるほど」


　ある意味納なつ得とく。


「攻撃呪文は、あくまでもフェイントとして使うつもりじゃ。つまりはちょいと脅おどかす程てい度どのものでかまわん。


　……協会の原げん則そくを曲げての願いじゃ。依い頼らい料りようは前金で金きん貨か十枚。あと払いで……わしの持っておる魔道書の、秘ひ本ほん中ちゆうの秘本を読ませる、ということでどうじゃろう」


「秘本？」


　じーちゃんの出したその条じよう件けんに、あたしの心がわずかに動く。


　魔道士協会の評議長が、秘本中の秘本とまで言う魔道書とは……？


　──ってまあ、さして大きくもない町の小さな魔道士協会のこと。たいした期き待たいはできないが、それでも、もしも、ということはある。


「おう」


　じーちゃんは、いたずらをしかけた子供のような笑みを浮うかべて、声をひそめ、


「……わしら研究者肌の魔道士にとっては、伝説を記しるした書、という程度のものでしかないが……


　おぬしのように、攻撃呪文を使つこうて世間を渡り歩いておるタイプには、興きよう味みがある書ではないかな……？


『群狼黙示写本アポカリプス・オブ・ザ・ビースト』……伝説にある大だい魔ま族ぞく、獣王グレーター・ビーストのことを記した魔道書じゃよ」


　………………な…………


「なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　いきなし飛び出たその名前に、あたしは思わず叫んでいた。


　今じーちゃんが言った獣王グレーター・ビーストというのは、伝説にある、魔王五人の腹ふく心しんのうち一人とされる高こう位い魔族。


　まあ、魔王だの腹心だのというものが実じつ在ざいするかどうかはさておいて、『獣王グレーター・ビーストと呼ばれる、大きな力の源みなもと』があることだけは確たしかである。


　もしも読み解とくことができたなら、その力を借かりた攻撃呪文の研究ができるかもしれないし、そこまでの書ものでなかったとしても、一読しておいて損そんにはなるまい。


　相手をおどかす程度の呪文を教えて金貨十枚と魔道書閲えつ覧らん。じーちゃんも、相手をどうこうするつもりはないようだし……


「……わかったわ。適てき当とうな呪文を教える。


　けど、そっちの勝負の行方ゆくえに関係なく依い頼らい料りようはもらうわよ」


「もちろんそれで十分じゃ」


　あたしとじーちゃんはにやりと笑い、テーブルの上でがっきりと手を組み合ったのだった。





　モンテールの町からやや外はずれたところに、ちょっとした荒あれ地があった。


　この町に来る途と中ちゆう、街かい道どうぞいに見つけた場所で、あたりには民家や畑などもなく、攻撃呪文の撃うちっぱなしにはもってこいの場所である。


　あたしとミルトンじーちゃんの二人は、カフェテラスを出ると、この場所へと足を運んだのだった。


「……さて。それじゃあいよいよ、攻撃呪文を教えるわけだけど……」


　街道の左右を見やり、あたりに人が来ていないことを確たしかめてから、あたしは言った。


　おおっぴらに練れん習しゆうできることではないが、ここならば、さして人の目も気にしなくてよさそうである。


「ひと口に攻撃呪文って言ってもいろいろあるわけで。


　じーちゃんがどーいうやりかたで相手を驚おどろかせるつもりなのかによって、いろいろ違って来ると思うんだけど……


　そのあたりはどう考えてるの？」


　あたしの問いに、じーちゃんはしばし首をひねり、


「そうさのぅ……


　どういう競きよう技ぎをするのかは、当日になってみんとわからんのじゃが……


　相手を驚かせるのが目的じゃから、とりあえず、見た目が派は手でで、大きな音とかがするのがいいかのぅ」


「なるほど。なら……」


　あたしは口の中で呪文を唱となえ、荒れ地に向かって、


「火炎球フアイアー・ボール」





　ぢゅんどむおおぉぉぉぉぉ……





「ほら。びっくり」


　言ってふり向いたそこには、なぜかじーちゃんの姿すがたはなく、数歩……いや、十数歩ほど後ろに離はなれた場所で、ぐってり倒れたミルトンじーちゃん。


　…………………………………………


「うああああっ!?　しっかりぃぃぃぃっ！」


　あわてて駆かけ寄より抱だき起こし、頰ほおをぺちぺち叩たたくうち、なんとかぴくぴく動きはじめる。


「……離してくればあさんっ……！　まだわしはそっちにはっ……！　はっ！」


　何やらいろいろ意い味みありげなうわごとを言いながら、それでも、はたっ、と身を起こす。


　二、三度ぱちぱちまばたきしてから、よーやく我われに返ったか、ぎんっ！　とあたしをにらみつけ、


「一いつ瞬しゆん遠い光が見えたわっ！」


「あー。今の術じゆつって、光こう球きゆうが炸さく裂れつする瞬しゆん間かん、直ちよく視ししちゃうとまぶしいから」


「わしが見たんはそぉいう光じゃなかったわいっ！」


「でもほら、条じよう件けんにはぴったし。魔道士なら、呪文をざっと覚える程度で使えるようになるし、派手な光も音も出るし、威い力りよくも『ちょっとびっくり。』程度」


「『びっくり』で済すむかっ！


　あんな術もんぶちくらわしたら、相手も芯しんまで燃もえてしまうわっ！」


　おーげさな抗こう議ぎの声を上げるじーちゃんに、あたしはぱたぱた手を振ふりながら、


「何言ってんのよ。


　現げんにあたしのある知り合いなんて、この程度なら、『前まえ髪がみこげちゃったじゃない！』とかで済むわよ。


　相手が郷く里にの姉ちゃんだったりした日にゃあ、『ぬるい。』のひとことでおしまいだし」


「そんなわけあるかっ！」


　涙目で抗議するじーちゃんのことばを、あたしは吟ぎん味み検けん討とうし──ぽんっ、と手を打ち、


「……なるほど。若さの差？」


「いや違う。


　……というかおぬし、なんだかつき合う人間に問題があるような気がするぞぃ」


「……むう……」


　それに関しては確たしかに、否ひ定ていしきれない部分はあるのだが……


「でもほら、別に直ちよく撃げきさせる必ひつ要ようはないわけだし……」
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「爆ばく風ふうだけでもおおごとじゃいっ！　現に今わしが吹ふっ飛とんだじゃろーがっ！」


　言われてあたしは、あごに手をやり、考える。


「うーん……そっかー……


　たしかにお年寄りって、なんか乾かわいてて軽そうだし燃もえやすそうだし……」


「真ま顔がおでド失しつ礼れいなことを抜かしよるのぅ」


「火の系けい列れつの呪文じゃあ、うっかりあたりが大火事に──なんてこともあるし……


　それじゃあ氷の呪文で、氷結弾フリーズ・ブリツドあたりなんかは……」


「それじゃあいまひとつ牽けん制せいにならんじゃろうが。かと言うて無む論ろん、直撃させるわけにもいかんし」


「まあ、氷系の呪文って、相手をびっくりさせる、って感じじゃあないし……


　火でなく氷でなく見た目派手……


　……竜破斬ドラグ・スレイブ？」


「これこれ」


　じーちゃんは、しばし額ひたいに手を当て、考えて、


「そうじゃのぅ……『脅かす程度』と言ってそんなラインアップなら……


　通りすがりの子供に撃うっても無ぶ事じな程度の術、ということでどうじゃ？」


「それって……もぉすでに攻撃呪文でも何でもないような気がするんだけど……


　というか──


　考えてみれば、あくまで牽制なんだし、ふつーの呪文をアレンジしたりして使った方がいいと思うんだけど。


　それなら相手が文もん句くをつけて来ても、まだ言い訳わけは通りやすいはずよ。


　暴ぼう力りよくを使ったわけじゃあないし、競きよう技ぎで知ち恵えと魔ま力りよくを使っちゃあだめだ、って規き定ていはなかったはずだ──とか何とか」


「普ふ通つうの呪文を……？」


「そう。


　身近な呪文でも、やり方次し第だいでいろいろ使えるわよ。


　例たとえば、いつもは読書に使う明りライテイングの呪文をアレンジして、持じ続ぞく時間を極きよく端たんに短く、光こう量りようを大きくしてやると──


　それだけで、相手の目を一時的にくらませる呪文として使える。


　浄結水アクア・クリエイトで生み出した水で相手をずぶ濡ぬれにして、服をはりつかせて動きを鈍にぶくした上に、手足を滑すべりやすくさせる」


「なるほどなるほど」


　ふむふむこくこくうなずくじーちゃん。


「あるいは地精道ベフイス・ブリングあたりの術で、相手の足あし下もとをすくう」


「……地精道ベフイス・ブリング……トンネルを掘ほる術じゃったかいのぅ？


　しかし、あんなもんで地面に穴あなを開けても足を取られたりはせんじゃろ？


　穴が見えとりゃあ誰だれでもよけて通るわい」


「あー。落とし穴は落とし穴なんだけど、うまくやれば、かなりの割わり合あいで引っかかってくれるわよ。


　地面のほんのちょっと下を、相手の足もとまで、トンネルを作ってやるのよ。


　つまり見えない落とし穴ね」


「見えない落とし穴？」


　いまひとつイメージしにくいらしく、じーちゃんは眉まゆをひそめる。


「あー。つまり、こういうこと」


　言ってあたしは口の中で呪文を唱え、たむっ！　と地面に手をついて、


「地精道ベフイス・ブリング」


　この瞬しゆん間かん。手をついた場所から、地面のわずか下をのび、じーちゃんの足もとまで。トンネル状じように土がごっそり消しよう失しつした。


　当とう然ぜん、じーちゃんの足もとの地面は薄うすくもろくなり──


「をばっ!?」


　そこはあっさり崩くずれ、じーちゃんはトンネルの中へと落──


　ごぎゅきぺ。


　……なんだか変な音が響ひびいた。


　と同時に。


「をだっ!?　ただたたたたたたっ！」


　じーちゃんが、呻うめいて穴の底にしゃがみ込む！


　ああっ！　ひょっとしてっ!?


　あたしはあわてて穴に駆かけ寄より、


「だいじょーぶっ!?」


　じーちゃんは穴の底にうずくまり、右足首をおさえつつ、


「だ……大だい丈じよう夫ぶじゃないわいっ！　いたたたっ！　足ひねってしもうたぞっ！


　なんちうことをしてくれたんじゃっ！」


「いやだってあのとりあえず、わかりやすい実じつ例れいということで……」


「別にわしを落とすことはなかろーがっ！


　図ず解かいするとか！　他に方法はいくらでも……いたたたたっ！


　ど……どうしてくれるんじゃっ!?　これであさっての勝負に間に合わなんだらっ！」


「あさってっ!?」


　早ッ！


「そう！　あさってじゃ！」


「聞いてないわよっ！」


「言うとらんかったからのぅ……！


　呪文を丸まる暗あん記きするなら一日でも済むが、これはさすがに……！


　はっ……！　まさかおぬし、ケールのまわし者!?　そんなにわしの孫が憎にくいかーっ!?」


「なんでそーなんのよっ!?……んー……けどこれは……」


　じーちゃんに手を貸かし、穴の底から引き上げて、あたしは眉をひそめた。


　少々足をひねった程度なら、普通は一日二日で治なおりそうなものだが、それはあくまで、あたしたちの年ねん代だいの話。


　お年寄りは傷きずの治りが遅おそいとも言うし……


「そーだ！　あたし、治癒リカバリイの呪文が使えるから──」


「──いや、だめじゃ」


　あたしの提てい案あんに、しかしじーちゃんは、静かに左右に首を振ふり、


「あれはかけられた者の体力を使って、傷を治す術じゃろう？


　あんたらみたいな若いもんは別にいいんじゃろうが……わしのような年寄りに使うと、もうそれだけでしばらくはぐったりじゃ。


　現に半年ほど前、足にヒビを入れた時にも、治癒リカバリイで治したんじゃが……その時は二、三日動けんかったわい」


「……そ……そぉいうもんなの……？」


　まあ確たしかに、治癒リカバリイでそれなりに大きなケガを治すと、かなり疲れたりするのだが……


　その疲れが尾おを引くのか……


「そういうもんじゃ。


　足のくじきを治すのに、どれほどの体力を使うのかはわからんが……


　足は治ったが体はぐったり疲れて動かん、というのではのぅ……


　復活リザレクシヨンとかは使えんのか？　あれなら大丈夫じゃと思うんじゃがのぅ……」


　復活リザレクシヨン──回かい復ふく系の最上位魔法である。


　さすがに死者を復ふつ活かつさせるほどの力はないものの、当人の体力を消しよう耗もうさせずに治ち療りようする術で、瀕ひん死しのケガ人さえ治してしまうところからこの名がついている。


　当とう然ぜん習しゆう得とくは難むずかしく、使える者の数も決して多くない。


　かくいうあたしも──


「さすがに……それは使えないから」


　聞いてじーちゃんは、深い深いため息とともにがっくり肩かたを落とし、


「……あぁ……やはりだめかぁ……これでわしの孫が……孫の名誉が……憎い……いろいろなものが……」


　う……ううっ……！　うつむいたままで陰いん々いんと言われるとっ……！


　それに、ここでヘソを曲げられると、『やっぱり魔道書は見せん』ということにもなりかねない。


「と、とにかく、何とか方法を考えてみるから！」


　あわててあたしはフォローする。


「方法……？　あるのか？」


　肩かた越ごしに、片かた目めでじろりとこちらを見やり、つめたい口く調ちようで言い放はなつじーちゃん。


　……え……えーっと……えーっと……


　ここで『あとで考える』などと答えれば、即そく、この話はなかったことに──と、なりかねない。


　追いつめられ、思し考こうを巡めぐらせる脳のう裏りに、ふとある考えが閃ひらめいた！


　あたしはじーちゃんの目を見つめ返し、


「──あるわ。いちかばちかの最さい終しゆう手しゆ段だんだけど！」


　決けつ然ぜんと、そう言い放ったのだった。





　モンテールとルイーズ。


　隣りあいながらも双そう方ほうそれなりに発展してきた二つの町──そのほぼ中間地点に、ちょっとした広場のような場所がある。


　そばには山のふもとを沿そうように川が流れ、河原かわらがある。季き節せつによってはピクニックに最さい適てきだろう。


　そんな広場の一角に、黒いローブの一団はいた。


「おぅ諸しよ君くん、待たせたのぅ」


　声をかけたミルトンじーちゃんに、一同は一いつ斉せいに目をやって──


　一斉に引きつった。


　……バレてる……やっぱしバレてる……


　暗い世界で、あたしはじっとりと汗あせを浮かべた。


　よくは見えないが、黒ローブに黒マントの魔道士たちが、男女とり混まぜ五、六人。


　たぶん彼らが親睦会の実行委員たちなのだろう。


　こんなとぼけたイベントの割には、思ったよりも人数が来ている。


　そんな彼らが向けて来るのは、もの言いたげな、それでいてどこか不ふ憫びんなものを見るかのよーなまなざし。


　ダメだぁぁぁっ！　絶ぜつ対たいバレてるっ！


　頭抱かかえて叫さけびたくなるのを、それでもあたしは必ひつ死しでこらえた。


　結けつ局きよく──


　じーちゃんの足は、今日まで完かん治ちすることはなかった。


　そこであたしたちは仕方なく、かねてより考えていた最終手段にうって出たのだった。


　子供の頃ころ見た、郷く里ににやってきた旅芸人たちの技わざを参さん考こうに編あみ出した──必ひつ殺さつ、二人ローブ！


　すなわちあたしがじーちゃんを背せ負おい、落ちないようにしばりつけ、でもってじーちゃんがすその長いローブを着て、あたしの姿すがたを覆おおい隠かくす。


　ローブに穴を開けているから、オリジナルの面白芸とは違って、ちゃんとあたしにも外が見えるという強きよう化か改かい良りようタイプ！


　おかげでじーちゃん鳩はと胸むね八はつ頭とう身しん！


　背が伸のびたネ♪　と言われたら、高いブーツを履はいてると答えるようにとセリフ指し導どうもしたのだが──


　………………すいません。無む理りあることは気づいてました。


　……だぁぁぁってぇぇぇ……じーちゃんも止めなかったしぃぃぃ……ひょっとしたらイケるんじゃないかなぁ、なんて……


　ふざけんな、降おりろ、と罵ば倒とうされると思いきや──


　なぜか実行委員たちは、しばしこちらをじっと見つめたあと──


　ふいっ、と一斉にそっぽを向いた。


「……さあ、はじめますか……」


「そ……そうね……」


「あー……競技の内ない容よう、もう一度再さい検けん討とうしようか……」


　現げん実じつから逃げるかのように話をそらす。


　……この態たい度どって……一体……？


「それで、ケールの奴やつはどうしたかのぅ？」


　問とうじーちゃんに、実行委員の一人は視線を合わせようともせぬままに、


「もう来てますよ。そちらです」


　言って後ろ手に指をさす。


　あたしはそちらの方をふり向き──





　ぶゥッ！





　思わず吹ふき出していた。


　そこに、珍ちん妙みような物ぶつ体たいが存そん在ざいしていた。


　顔はたしかに、白髪の老人なのだが──頭のすぐ後ろの黒いローブとマントとが、さらに頭一つぶん盛もり上がり、丈たけの長いローブのすそからはブーツが見えている。


　そう。まるで、上うわ背ぜいのある誰かの胸むなもとにじーちゃんをくくりつけて、ローブとマントで後ろの誰かを隠したかのように。


　……『かのように』というかまあ……そうに違いないんだろーけど……


　よくは見えないが、たぶん向こうで支ささえてるひとも、目に当たる部分に穴でも開けているのだろう。


　黒い物体はもぞもぞ動き、こっちを指さすようなしぐさで、


『ちょっと！　今そっちから、ぶぅっ！　て聞こえたわよっ！』


「そっちこそなんで女の声なのよっ!?」


　思わずあたしは言い返し──


　双方、しばし硬こう直ちよくの上、同どう時じにくるりと、実行委員たちの方を見る。


　こちらに注ちゆう目もくしまくっていた実行委員たちも、くるりと同時に視線をそらす。


「……こ……これは腹ふく話わ術じゆつよっ！」


『ぐ……偶ぐう然ぜんね！　実はこっちも腹話術なのよっ！　ほーっほっほっほっほ！』


　むなしく主しゆ張ちようするあたしと相手。


　そしてむろん、この時には──


　すでにあたしも相手の方も、互たがいの正体を悟さとっていた。


　──白蛇サーペントのナーガ──


　自じ称しようあたしのライバルこと、公こう称しよう人じん生せい袋ふくろ小こう路じ女おんな。


　その姿は、今はマントとローブに隠されて見えないが、いつもは長い黒くろ髪かみにトゲトゲつきのショルダー・ガード、無む意い味みに高い露ろ出しゆつ度どの服に、首にはドクロのネックレス、といういでたちである。


　……そう考えて見てみれば、両肩の盛り上がりは下にトゲトゲがあるっぽいし、ローブの下から覗のぞくブーツにも見覚えがあった。


　たぶん向こうもいろいろあって──いろいろの内容は知りたくもないが──こういうことになったのだろう。


　……なるほど。これで、実行委員のみなさんが何も言わなかった理由がわかる。


　対たい戦せん者しやの一方、ケールじーちゃんがこの姿で現あらわれて、どう対たい応おうしたものかととまどっていると、こっちがこんな格かつ好こうで現れ──


　とりあえず、ツッコミ抜ぬきの方向で行こうと一いつ致ちしたのだろう。


　……ごめんなさい。苦く労ろうかけます。


「ふっほっほっほっ。しかし、逃げずに図ずう々ずうしくもよく来おったのぅ。ケール」


　あたしの頭の上でミルトンじーちゃんが言う。むろんこの状じよう態たいでは、その顔を見ることなどはできないが、声にはたっぷり敵てき愾がい心しんが含ふくまれていた。


「やっはっはっはっ。ぬしこそ、のこのことよく来たもんじゃのう。ミルトン。


　言っておくが、今日の儂わしはいつもの儂とは違うぞ」


　負けじと向こうのケールじーちゃんも言い返す。


　えぇえぇ。そりゃあもぉいつもと違うでしょぉとも。見ればわかるし。


「ふっ。貴き様さまがどう吠ほえようとも、わしの孫の正義は揺ゆるがんわい。たっぷりと目にもの見せてやろうぞ」


「それはこっちのセリフじゃい。


　すべては孫のために」


　じーちゃん二人が火花を散ちらし──


「はいはい。それじゃあさくさく試し合あいやっつけちゃいますよー」


　完かん全ぜんにヤル気のない口調で、実行委員の一人──片眼鏡モノクルをかけた女魔道士が言ってくる。


　……まあ……ヤル気がなくなる気持ちはよぉぉぉぉっくわかるけど……


　何はともあれ。


　おんぶじーちゃんとだっこじーちゃん……というか、あたしとナーガは促うながされるまま、試合の場所へと足を運ぶのだった──







（オールディズ・プライド：つづく！）
















　次回予告





　なんだかいろいろ面めん妖ような状態になった、四人二組の対たい決けつがはじまる！


　そこにはどんな試し練れんが待つのか！　そして勝利は誰の手に!?


　次回、長編読んでくれてる人ならだいたいオチに察さつしがつく、『オールディズ・プライド』後編！


　寒さも厳きびしき折おり、鍋なべ物ものをみぞれぽん酢ずで食べながら待て！




オールディズ・プライド［後編］













　あらすじ





　モンテールの町の魔ま道どう士しミルトンと、ルイーズの町の魔道士ケール。


　二人の老魔道士はそれぞれの孫まごのことで対立を激げき化かさせ、どちらの孫がより正しいか、三本勝負を行うこととなった！


　ミルトンのコーチとして助力を乞こわれたリナは、しかし大会前に、ミルトンの足をくじかせてしまう！


　一いつ計けいを案じたリナは、ミルトンを背せ負おって全身をローブで覆おおい、八はつ頭とう身しんじじいの姿で大会に臨のぞむ！


　だが、そこでリナたちを待ち受けていたのは、ローブで隠かくれたナーガの前に、だっこ状じよう態たいではりつけにされた、異い様ようなケールの姿だった！


　果たしてこの勝負の行方ゆくえは!?







　山は碧みどり。流れる川の水面みなもはやわらかな陽ひざしを照てり返し、きらめく。


　風は暑すぎも寒すぎもせず、運動をするには絶ぜつ好こうの日よりだろう。


　河原かわらには、屋や根ねに『大会本部』と書かれた日よけテントが張はられ、その下には木の箱を並べただけのイスに、魔ま道どう士し姿すがたの四、五人が腰こしかけていた。


　たぶんテントなどの備び品ひんは、毎年恒こう例れいの親しん睦ぼく会かいで使っているものなのだろう。


　本部そばにちょっとした台があり、台の前にはじーちゃんたち──というか、じーちゃんたちをはりつけたあたしとナーガが並んで立った。


　やがてその台の上に、実じつ行こう委い員いんのうち一人、片眼鏡モノクルの女魔道士が姿を見せた。


　そして、鳴なり響ひびくファンファーレも何もなく。


「はいはい。それではただいまより、『第一回　冷ひや水みず杯はい争そう奪だつ　どっちの孫が間違ってるか大会』を開かい催さいしますからね」


　彼女はぼそぼそと大会の開始を宣せん言げんしたのだった。
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　……あー。この女ヤル気ねぇ。


　まあ、この状じよう況きようでやる気を出せ、という方が無む理りな注ちゆう文もんではあるのだが。


　宣言に、大会本部の魔道士たちが、力の抜ぬけた拍はく手しゆを送る。


「ということで早速第一競きよう技ぎ～」


　そのまま彼女は、山の方を指さすと、淡たん々たんとした口ぶりで、


「ここからはるか北の山には、人々を苦しめる悪い竜ドラゴンがいるといいまス。


　というわけで、そいつを先にやっつけた方の勝ち。はいスタート」


　………………………………………………


『……ってなんぢゃそりゃぁぁぁぁぁっ！』


　ミルトンじーちゃんとケールじーちゃん、二人の絶ぜつ叫きようが山びこを呼んだ。


「ドラゴン退たい治じって、いくらなんでも無む茶ちやじゃろそんなことっ！」


　抗こう議ぎの声を上げるミルトンじーちゃん。むろん、じーちゃんを背せ負おったあたしにその表情は見えないが──


「第一、北の山にドラゴンなんぞと、そんな話は聞いたことがないぞっ！」


　ローブに開けた覗のぞき穴あなから見れば、相手のケールじーちゃんは、額ひたいに青スジ立てまくって叫さけんでいる。たぶんこっちも似にたりよったりの表情をしていることだろう。


　が。


　女魔道士は小指で耳などほじりつつ、


「ふーん。不ふ満まんだと？」


『あたりまえぢゃっ！』


　声ハモらせるじーちゃんたちを見やりもせずに、


「じゃ、棄き権けんを宣言してください。先に宣言した方が第一回戦負け決定。第二回戦に進みますから」


『…………………………！』


　傲ごう然ぜんとそう言い放たれて。じーちゃんたちは顔を見合わせて絶ぜつ句くした。


　なるほど。実行委員たちの思惑おもわくはわかった。


　無理難なん題だいをふっかけて、こんな争あらそいは無む意い味みなのだと諭さとす──そんなところだろう。


　だが。


「……だと。ほれ。とっととおとなしゅうあきらめろケール」


　あたしの頭上でミルトンじーちゃんの声がした。


「ああああん？　なんじゃとミルトン？　まさかおぬし、自分が怖こわいからと言うて、わしに棄権をすすめておるのか？」


　デカいヒトガタ──ナーガの前にはりつけになったケールじーちゃんが、小こ馬ば鹿かにし切った口く調ちようで返す。


「このわしの、孫への思いがそんな貧ひん弱じやくなもんじゃと思うたのか？


　そんなに怖ければ、おぬしの方こそ、這はいつくばって棄権を宣言すればよかろう」


「……なんじゃとぉぉぉぉぉっ？」


　ミルトンじーちゃんの声に怒いかりの色がにじみ出た。


「そちらがくたばらぬように親しん切せつ心しんで忠ちゆう告こくしてやったというに！


　よかろう！　そこまでぬかすなら、このわしの、孫への思い、とくと思い知らせてくれようぞ！」


「ふぉっふぉっふぉっ！　口だけは達たつ者しやなようじゃが、果たしておぬしにどこまでできるかのぅ!?」


　じーちゃん二人の視し線せんが激はげしく火花を散ちらした！　ってまあ、あたしの位置からはよく見えないけど！


　ほーら、やっぱし！


　実行委員さんたちの読みは甘あまかった！　孫のためということばがある限り、じーちゃんたちを止める手しゆ段だんはもはやない！


　女魔道士は思惑おもわくが外はずれ、おろおろとうろたえだす──かと思いきや。


「あー。ならさっさと行ってくださいね。


　まあ、ずんずん北に進んで行けば、そのうち竜の峰ドラゴンズ・ピークやカタート山さん脈みやくに突つき当たりますから。


　ドラゴンの一匹くらいには出会うでしょうねー」


　今度は枝えだ毛げを整ととのえながら、いけしゃあしゃあとムチャを言い放はなちやがる。


　……なるほど。


　無理難題に、じーちゃんたちが自分の間ま違ちがいに気づくならよし。気づかぬなら、気づくまで帰って来んな、ということか。


　ローブの下、ミルトンじーちゃんは爪つま先さきであたしの背せ中なかを、とんとんっ、と軽く叩たたくと、小さな声で、


「……頼たのんだぞ……」


　……をいをい……


　むろんあたしとしては、じーちゃん背負ったまま、ドラゴンに出くわすまで山の中を突っ走る──などというのはごめんである。


　だが、そう言ったところでじーちゃんは納なつ得とくするまい。


　ならば──


　とある策さくを胸に秘ひめ、あたしが行こう動どうを起こす──よりも一いつ瞬しゆん早く。


『ほーっほっほっほ！』


　向こうの本体、ナーガがバカ笑いを上げた。


『まさかそれで難題を出したつもりじゃあないでしょうね!?


　その程度のこと、このサー……じゃない、ケール……


　ケール……バウ……？』


　フルネームを忘れて言いよどむナーガに、はりついたケールじーちゃんが、声を低くしてこっそりと、


「……ケール＝ヴァイス」


　……ってまあ、聞こえてるんだけど。


『そうそう！　このケール＝ヴァイスには造ぞう作さもないことよっ！』


　言うなり、北の方にある山に向かって駆かけだした！


　どうやらあたしと考えは同じ。猛もうスピードでかっ飛ばし、じーちゃんをおびえさせて反はん省せいをうながす。


　じゃあこっちも──


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


『力あることば』の解かい放ほうとともに、あたしとじーちゃん、二人の体は吹ふっ飛とぶように突き進む！


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつである。風の結けつ界かいが術じゆつ者しやのまわりを包つつみ込み、空を飛ぶのだが──この術、速さと高度と運ぶことのできる重さの総そう和わが術者の力りき量りように比ひ例れいする。


　あたし一人で飛ぶのに比くらべると、じーちゃんの体重が加わる分、速さと高度は犠ぎ牲せいになるが、それでも普ふ通つうに走るよりははるかに速い！


　ただ欠けつ点てんは、ローブの穴あなから外を見ているあたしには、前が全く見えないわけで。


「じーちゃん！　あたし、前見えないから誘ゆう導どうよろしくっ！」


「まかせておけぃっ！　そのまままっすぐじゃ！　ケールの奴やつをもうすぐ抜くぞ！　ほれほれほれほれ！


　……よぉしっ！」


　どーやら相あい手てを追い抜いたようである。


　……って、怖こわがるどころかノリノリなんですけど。じーちゃん。


　──いやいやこれからが本番。木々など障しよう害がい物ぶつの多い山の中に入れば──


「も……もうすぐ山じゃ！」


　思った通り。宣言するじーちゃんの声には緊きん張ちようの色が混まじる。


「──右っ！　右じゃっ！」


　指し示じに従したがい、あたしは進しん路ろをわずかに右に曲げ──





　どげっ！





　とたんにぶつかり、はじき飛ばされた！


　衝しよう撃げきで術が解とけ、ごろごろと斜しや面めんに転がる。


　まあ、まわりを風の結界が包んでいたせいで、さしたるダメージはなかったが──


「これっ！　全く何をやっておる！　右に木があると言ったじゃろうがっ！」


「言ってねーっ！　というか、まぎらわしい指示しないでっ！


　右、右、って連れん呼こされたら、ふつー右に行くでしょーがっ！」


　じーちゃんの叱しつ責せきに、思わず大声で反はん論ろんするあたし。


「何を言う！　生前うちのばーさんなんかは『おい』『あれ』で、わかってくれたぞっ！」


「理り不ふ尽じんなじまんするなぁぁぁっ！


　ともかくっ！　右に行きたいなら右って言うのっ！　わかった!?


　それとも、わがまま言って負けたい!?」


「……むう……わかった……」


　ふっ。最初から素す直なおにそー言えばいいものを。


　あたしは再び高速飛行の術を唱えて舞まい上がる。スピードはやや控ひかえめに。


　今度はそれなりにちゃんと指示をするじーちゃん。右に左につき進み、斜面を登って起き伏ふくを越こえて──


　……はて。


　あたしの胸を疑ぎ念ねんがかすめた。


　そろそろナーガたちの方にも、何かの動きがあっていいはずだし、もしそうなれば、ミルトンじーちゃんが何か言うはず。


　その気け配はいがないということは……


「ところで、ケールじーちゃん達はどうしてる？」


　問いかけるあたしに、じーちゃんは勝しよう利り感かん山盛りの口ぶりで、


「とっくに追い越してはるか後ろじゃ！　もう見えんようになっとるわ！


　ほれ左！」


　──おかしい──


　あたしは左に進路を変え──適てき当とうなところで術を解き、その場に着ちやく地ちした。


「これ！　どうし……」


「しーっ！」


　抗こう議ぎの声を上げようとするミルトンじーちゃんに、沈ちん黙もくの合あい図ずを送る。


　あたしはローブの覗のぞき窓から、あたりの様よう子すを見てみるが、山を覆おおう木々がじゃましてそう遠くまでは見通せない。


　とりあえず言えることは、ナーガあんどケールの姿が見えないこと。動いている気配も摑つかめないこと。


　──ナーガは、こちらと同じことを考えているのだとばかり思っていた。スピードを出してじーちゃんをびびらせ、勝負を中止させるつもりだ、と。


　だが。


　彼女にも、この高速飛行の術は使えるはずである。あたしがそばを追い抜いて行くのを目にしたならば、同じことをしたはずである。


　それがないということは──


　ナーガの狙ねらいは他にある？


　しかし一体…………………………


　──そうか！


　読めた！　ナーガの思惑おもわくがっ！


「作戦があるの！　ちょっと静かにしてて！」


　声をひそめてミルトンじーちゃんに呼びかける。


「作戦？」


「いーからっ！」


「う……うむ……」


　沈ちん黙もくして木々の間に身をひそめ、待つことしばし。


　やがて、ナーガのものとおぼしき声が小さく響ひびき──


　……ば……きばきバキバギバギッ！


　木々をきしませへし折って、山の端はに、黒い巨体が出しゆつ現げんした！


　魔王竜デイモス・ドラゴン！


　本来は魔族の住まうカタート山脈に棲せい息そくしており、戦せん闘とう力りよくに関しては、竜ドラゴン族最強とすら言われる暗あん黒こく竜りゆうである。


　ナーガは、こいつを召しよう喚かんする術を使うことができるのだ。


　──そう。これがナーガの計画だったのである。


　あたしたちが去るのを待ってこのドラゴンを召喚。それを倒たおしてポイントゲット！


　そろそろあたしたちが山の向こう、死し角かくに消えた頃と思って、作戦を実じつ行こうに移うつしたのだろう。


　悪くない作戦だったが、そうとわかった以上、利り用ようさせてもらう！


　あたしはすでに呪文も唱となえ終わっている。


　あとはただ巨竜に向かって『力あることば』を解とき放はなつのみ！


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」
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　人間が使うことのできるうち最強の攻こう撃げき呪文！　名に恥はじず、その一いち撃げきは巨竜さえも葬ほうむり去る！


　赤い魔力の光が魔王竜デイモス・ドラゴンに向かって収しゆう束そくし──


　だがその瞬しゆん間かん！


　ふり向いた魔王竜デイモス・ドラゴンが咆ほう吼こうとともに闇やみを吐はき出した！


　暗虚吠ヴオイド・ブレス！


　赤光と闇がぶつかりうずまき──
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　光と音とがはじけ散ちり、爆ばく風ふうが木々なぎ倒たおし、山の斜しや面めんを駆かけ抜ける！


　すべてがおさまったそのあとには──


　……ル……グるロォォォォォ……


　焼け野原となった山の中ちゆう腹ふくに、怨えん嗟さの呻うなりを漏もらす巨体が姿を見せた。


　──防ふせいだのか──!?　竜破斬ドラグ・スレイブを!?


　こちらがしかけた瞬間、暗虚吠ヴオイド・ブレスをとっさに放ち、術の攻撃力を吸きゆう収しゆう、あるいは相そう殺さいしたようである。


　ドラゴン族最強の戦せん闘とう力りよく、というレッテルはダテではない、ということか。


　だが──今の一撃を受け、さしもの最強竜も、決して無ぶ事じではいられなかった。


　黒い翼よく膜まくのあちこちはぼろぼろに裂さけ、闇やみ色いろの鱗うろこも傷ついている。


　──ならばダメ押しのもう一発！


　あたしはもう一度同じ呪文を唱となえ──


　だが、それが完かん成せいするより早く！


「とうっ。」


　よれよれとしたケールじーちゃんの声と共に、宙ちゆうに舞まう黒い影かげ一つ！


　激はげしいきりもみをしながら最強竜に向かうのは、言わずと知れたナーガ＋ケール！


　そしてそのまま面めん妖よう八はつ頭とう身しんは、ディモス・ドラゴンの頭に蹴けりを叩たたき込んだ！


　りゅごぉぉぉぉぉぉん……


　悲ひ鳴めいとともに巨体がかしぐ。暗黒竜は地じ響ひびき立てて倒たおれ伏ふし、その姿を闇と化し、渦うずを描えがいて虚こ空くうに消えた。


　あとにはただ──


　荒れた山やま肌はだと、すっくと立ったケールじーちゃん（をくくりつけたナーガ）


　……むろん、蹴りでディモス・ドラゴンを倒したわけではない。ナーガは召しよう喚かんしたドラゴンに、自分の蹴りを受けてやられたふりをしろ、と命令したわけである。


　ケールじーちゃん、というかナーガは、あたしたちの方をふり向いて、


「ほーっほっほっほ！　そこにいるのはわかっているわよ！


　こっちの作戦を読んだことはほめてあげるけれど、どうやらツメが甘あますぎたようね！


　こちらの一ポイント先せん取しゆよ！


　ほーっほっほっほ！」


　ナーガの声が勝ちほこる。
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　うわくそ腹はら立たつ！


　──とはいえむろん、文もん句くの言えようはずもない。


　第一競きよう技ぎ、敗はい北ぼく。


　あたしたちは、いきなりあとがなくなったのだった。





　第一の競技を終えて、戻もどったあたしたちを待っていたのは──大会本部横の台に立つ、片眼鏡モノクル女魔道士だった。


　額ひたいに青スジ立ちまくっているが──まあ、それも無む理りはない。


　じーちゃんたちのわがままにつき合わされて、なおかつ、考えを改あらためてもらおうと思って出した無理難なん題だいは、なんだかあっさりクリアされるし……


「……ふ……」


　その女魔道士の口から漏もれるのは──


「ふ……ふふふふふふふ……」


　……含ふくみ笑い？


「ふははははは！　よくぞ魔ま竜りゆうを倒したものだな愚おろかなる人間どもよっ！」


　マントをばさぁっ！　とはねのけて、朗ろう々ろうとそう言い放つ。


　あああああ。ヤケのあまり、わけのわかんないキャラになっちゃってるし。このひと。


　テント下の魔道士たちが、ここで意味もなく拍手。


　……全員もはや寸すん分ぶんのスキもなくヤケクソである。


　この中で真しん剣けんなのは、もはやたぶん、じーちゃん二人とナーガのみ。


「だがつけ上がるなぁぁぁぁっ！」


　女魔道士が吠ほえる。


「ここからが、貴き様さまらにとって真しんの地じ獄ごくと知れっ！


　第二回戦！


　孫探し勝負っ！」


『──なっ……!?』


　宣言に、じーちゃん二人は同時に驚おどろきの声を上げた。


「どっ……！　どういうことじゃっ！　それはっ!?」


「知れたことっ！」


　ミルトンじーちゃんの問いに、女魔道士はまたまたマントをひるがえし、


「この勝負に先立ち、二人のお孫さんをそれぞれ内ない緒しよで招しよう待たいしておいたまでのこと！


　本当は、二人が、こんな争あらそいなど虚むなしいことなのだと気づいたならば、そこでお孫さんたちを呼よんでいたことを明かし、『やっぱり仲良くするのが一番だよね。おじいちゃん♪』というほのぼのした筋すじ書がきを用意していたけれど……


　こうなればもはや手段は選えらばぬ！


　子供たちはこの近くに隠かくしておいた！


　先に探し出した者を勝ちとする！


　しかし……覚えておくがいい！　もし夕ゆう刻こくまでに見つからぬ時には、子供たちは永遠に戻らぬと！」


　と、ここで実行委員たちの拍手。


「くっ……！　おのれ魔王っ！」


　宣言に呻うめくケールじーちゃん。


　ああああ。もはやめっきり女魔道士、魔王扱あつかいだし。


　……まあ、かなりそんな感じではあるのだが……


「待っておれマイケルぅ！　このわしが必ず見つけ出してやるからのぅっ！」


　吠えるミルトンじーちゃんに、ぱちぱち拍手する実行委員たち。


「いや！　わしがラコックを先に見つけてみせる！」


　たぶん孫の名前だろう。呼んで負けじと声を上げるケールじーちゃん。本部座ざ席せきの三人が、またぱちぱちと意味のない拍手……


　……って……あれ？


「……ちょっと。実行委員席に座すわってた魔道士、数、減へってない？」


「む？」


　あたしの指し摘てきにミルトンじーちゃんが小さく呻く。


　たしか──大会開始の宣言をした時には、四、五人いたような気がしたのだが──


　むろん、ばかばかしくなって帰った、という可か能のう性せいも捨すてきれなくはないのだが……


「うむっ……！　確たしかに二人ほどおらんようになっておる！


　すると……！」


「ふっ！　つまりはその連れん中ちゆうが、孫をさらって逃げた、っていうことねっ！」


　ミルトンじーちゃんの声を遮さえぎり、響いた声はナーガのものだった。


　しまった！　つい、いろいろどーでもよくなって、普ふ通つうの調ちよう子しでしゃべっていたが、相手にヒントを与あたえたかっ！


　……まあ、実行委員のみなさんは、はなっからツッコミを放ほう棄きしているらしく、何も言ってはこなかったが。


「一回戦でわしらがここを離はなれたスキに連つれて逃げたはず！」


　とミルトンじーちゃん。


「ならそう遠くへは行っておらん！」


　ケールじーちゃんもそう言い放はなち──


　あたしたちはぐるりと周しゆう囲いを見渡した。


　こちらが山でごたごたやっている間に子供たちを連れて行ったなら、間ま違ちがいなく、山とは別の方向に向かったはず。


　あたりは広場のようになっており、山のふもとぞいに川が流れ、道がのびている。


　このあたりは見通しもよく、人ひと影かげもない。


　山の反はん対たい側がわは畑と──森！


　ならば答えは一つしかない！


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　あたしはまたまた高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつを使い、森を目ざしてかっ飛ばす！


「森に入ったとたん、奇き襲しゆうされる可能性もあるわ！　入る直ちよく前ぜんに合あい図ずして！」


「わかった！　が、急いでくれよ！　ケールの奴やつも同じ術ですぐ後ろまで来ておる！」


「りょーかいっ！」


　気合いを込めて速度を上げる。ほどなく。


「うおっ!?」


　突とつ然ぜん上がるミルトンじーちゃんの声。あたしは根こん拠きよなく進しん路ろを右へと変へん更こう。


「どうしたの!?」


「う！　射うって来よった！　森の中から！


　攻撃呪文じゃ！


　しかし……よくかわしたのう……」


「そこはカンと経けい験けんで！」


　やはり、何かの攻撃だったか。


　なまはんかな攻撃ならば、まわりに展てん開かいしている風の結けつ界かいではじいてしまえるのだが、あたしには相あい手ての術が見えなかった。だから一いち応おう念ねんのために身をかわしたのだが。


　ともあれあたしは術を解かい除じよし、着ちやく地ちして、ぐるりとあたりを見回した──とたん。


　視し界かいの端はしにとらえたのは、森から飛び来る冷れい気きの矢！


　とっさにあたしは横に跳とび、バランス崩くずしてひっくりこける！


　あああっ！　ついいつもの調子で動いたけど……視界が狭せまいわじーちゃん背負ってるせいでバランス取りにくいわ！　どーにもこーにも動きにくいっ！


　今までずっとローブ下に隠かくしておいた手を突つき出して体を支え、地を蹴けり、なんとか起きあがる。


　攻撃をして来たのは、森の端のしげみに潜ひそんだ、黒マントにローブ姿の魔道士二人。おそらく彼らが、孫たちを連れて行った実行委員。


　さすがに相手が実行委員で、孫もそばにいる可能性があるとなれば、森ごと竜破斬ドラグ・スレイブで吹ふっ飛ばすというわけにもいかないだろう。


　ならば──


　あたしは地を駆かけ、突っ込んでゆく！　別の方からはナーガ組が、こちらは高速飛行の術のまま突とつ進しんをかけた！


　二方向からの同時進しん撃げきにうろたえる魔道士たち。


　彼らはあわてて呪文を唱となえ、


『氷フリーズの・矢アロー！』


　声をハモらせ冷気の矢を解とき放つ！


　──二人とも、ナーガたちに向かって。


　生まれた冷気の矢は、ナーガたちにまともにぶつかり──


　そのまわりをとり巻く風の結界にはじかれ、たあいもなく吹っ飛ばされる！


　うろたえる実行委員の魔道士たち。


　攻撃呪文は使えても、実じつ戦せんには慣なれていないようである。


　……まあ、翔封界レイ・ウイングなんて、便べん利りだがあまりひろまっていない術のことを知っている魔道士など、そうそういるとも思えないが。


　ともあれ戦いのシロウトならば、あたしにとっては敵てきではないっ！


　あたしは呪文を唱え──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　彼らが使ったのと同じ術を解き放つ！


　出しゆつ現げんした十数本の冷気の矢は、彼らのまわりにつき刺ささり──


「大外れじゃ！　よく狙ねらえ！」


　頭上からミルトンじーちゃんの叱しつ責せき。


「いーえ！　あれでいいのよっ！」


　迫せまるあたしとナーガとに、あわてて逃げようとする魔道士たち。しかし。


「あっ!?」


「なっ……何だっ!?」


　声を上げ、もがけど彼らは動けない。


　当然である。たった今、あたしが放った冷気の矢で、彼らのまわりにある草木を完全に凍いてつかせたのだ。もはや今、彼らをとり囲むのは、やわらかくしなる草木ではなく、冷たく硬かたい氷の檻おり。


　攻撃呪文は、ただ当あてるだけが芸ではない。


　ナーガたちの方も、高速飛行の術を解かい除じよし、地上に降おり立ち、


「氷フリーズの・矢アロー！」


　……え……？


　きかぁぁぁぁぁん！


　彼女の放った冷気の矢は、実行委員たちを直ちよく撃げきし、相手を完かん全ぜんに凍こおりつかせた。


「ほーっほっほっほ！　まだまだ術の狙いが甘いわねっ！」


「……って、あほかぁぁぁぁぁぁっ！」


　いばるナーガにツッコむあたし。


「これじゃあお孫さんたちをどこに連れてったか聞けないでしょーがっ！　なんのためにこっちが、わざわざ狙いを外したって思ってるのよっ!?」


「……[image: ]っ……？」


　硬こう直ちよくするナーガにはりついたケールじーちゃんの顔も引きつる。


「……ともかくこうなったら、じみちに探すしかないわよ！」


　言って森へと踏ふみ入るあたし。


　ナーガ組も、わずかに遅おくれて入ってくる。


　草木の茂しげる森の中を、あちらへこちらへ探し歩き──しかし、それらしい姿は見つからない。


　……そんなに森の奥深くまで行ったとは思えないのだが……


　森の中ゆえ視し界かいはいいとは言えないが、かといって、数歩先が見えないというほどのものでもない。


「……おらんのぅ……本当にこの森の中におるのかのぅ……」


　探すのにあきてきたのか、あるいは焦あせりが出てきたのか、頭上でぶつぶつつぶやくミルトンじーちゃん。


　まあ確たしかに、さきほどの魔道士二人は、あたしたちをこっちに誤ご誘ゆう導どうするための者で、お孫さんたちは別の場所にいる、ということも考えられるが……さきほど会場周辺を見回した限りだと、この森以外の場所にいる可か能のう性せいは──


　……いや……待てよ。


　そもそも最初、競技がはじまる前、連れて来られた子供たちはどこにいた？


　考えてみれば、大会本部のそばに、それらしい姿は見当たらなかった。


　実行委員たちも、最初は、じーちゃんたちが和わ解かいしたところで子供たちを出してびっくりさせる、という計画のようだったし……となれば、お孫さんたちは、あの場所からそう離はなれていない場所で待たい機きしていたはず。


　ところが実行委員たちは、やって来たじーちゃんたちの姿があまりにもアレだったもので、あきれ果てたあげく、こんなムチャな競技内容に変へん更こうしたのだ。


　で、あたしたちが山に登ってディモス・ドラゴンとごちゃごちゃやっているうちに、連れ出してどこかに……


　……………………いや。いや待て！　そうか！　そういうことならばっ！


　あたしはくるりときびすを返して走り出す。もと来た方──大会本部のある河原かわらへ向かって！


「な……なんじゃ!?　どこに行く!?」


　頭上から問いかけるミルトンじーちゃん。


「あなたのお孫さんがいる場所よっ！」


「なにぃっ!?　マイケルの居い場ば所しよがわかったのかっ!?」


「たぶん、だけどね！」


「しかし……！　山の方に行ったとは考えにくかろう！」


「山じゃないわよっ！」


「よくわからんが……！


　それより、ケールの奴やつがくっついて来よったぞ！」


　いきなりこちらが自信たっぷりに駆かけだしたのを見て取って、あわててついて来たのだろう。


　ナーガやケールじーちゃんが、それに気づいたとは考えにくいが……こちらの動きとスキを見て、先を越こす気に違ちがいない。


　なんとかふり切りたいところだが……小こ細ざい工くをして墓ぼ穴けつを掘ほっては意味がない。


　行く手には大会本部のテント。いまだ台の上に仁に王おう立だちになった女魔道士。


「ふはははは！　子供たちは見つかったのですか!?　それとも降こう伏ふくの宣言を？


　おとなしく競技を中止し、和解するなら、子供たちの居場所を教えてあげてもいいのですよ！」


　魔王女の挑ちよう発はつを無む視しし、あたしは口の中で呪文を唱え──


　女の横を駆け抜け、大会本部に向かって呪文を解き放つ！


「爆煙舞バースト・ロンドっ！」


　ばぼぼぼばばばぁんっ！


　小さな爆ばく発はつをいくつも起こす術である。攻撃力はほとんどないが、威い嚇かくには十分。


　現にあたしの一発で、座っていた魔道士たちは飛びのいた。


「ふっ！　そういうことねっ！」


　後ろで聞こえるナーガの声。どうやら向こうも気づいたようである。


　──競技がはじまって以来、大会本部の魔道士たちは、木の箱につくねんと腰こしかけて、時々無む意い味みな拍手をしていた。


　だが。


　あれは無意味な拍手ではなかったのだ。


　自らが腰を下ろした木の箱。


　その中に隠した者の出す音や気け配はいを気取られないようにするためのものだったのだ。


　そう。子供たちはあの木箱の中にいる！


　ダッシュで駆け寄るあたしたち。


　あたし＆ミルトン組とナーガ＆ケール組とが箱にたどり着いたのは、ほとんど全く同時だった。


　競争していることさえ忘れ、じーちゃんたちは箱のフタに手をかけて──


　その時。


　あたしはあることに気がついた。


　──ちょっと待──


　しかし、あたしが制止のことばをかけるよりも早く。


　……ぎ……


　じーちゃんたちの手は、箱のフタを持ち上げていた。


　長細く大きな箱の中には──五歳かそこいらだろうか。男の子が二人、ちょこんっ、としゃがみ込んでいた。


　その目もとにうっすらと涙なみだが浮うかんでいるのは、閉じこめられて怖こわかったからか、あるいは外の明るさゆえか。


　男の子二人はこしこし目をこすり、こちらを見やる。


　解かい放ほうの時。


　子供たちが目にしたのは、優やさしいいつものほほえみを浮かべた──背負われだっこの八頭身じーちゃんたち。
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　子供たち二人は、声を揃そろえて、


『うわっ。キショッ。』


　その瞬しゆん間かん。


　第三競技を待つまでもなく、じーちゃんたちの完全敗北が確かく定ていしたのだった。





　かくて戦いは終わった。


　考えてみれば、幼おさなく正直な子供たちにとって、あの時目にした祖そ父ふたちの姿が、どれほど奇き異いに映ったか──


　まあ子供たちの反はん応のうも、ムゴいと言えばムゴいが、無む理りもないといえば無理もない。


　とはいえ孫ラブじーちゃんたちが、そのひとことのダメージから、そうそう簡かん単たんに立ち直れようはずもなく。


　試し合あいはそこで、うやむやのうちに中止となったのだった。


　──一いち応おう依い頼らい料りようはもらったし、ミルトンじーちゃんから、約やく束そくの魔道書も見せてもらったが、結局、その魔道書をもとに構こう成せいした呪文は、人間の魔力容量キヤパシテイでは発はつ動どうしない、という、どぉしようもないものだった。


　でもってこれは、あとでわかったことだったのだが、実はナーガの方は相手があたしだということに全く気づいていなかったらしい。


　最後に。


　ミルトンじーちゃんとケールじーちゃんの二人だが──


　──モンテールとルイーズ。


　二つの町の中間に、河原に面した広場がある。


　そこを通る者はしばし、河原でたそがれる二つの影かげを見かけるという。


「わしら、どこで道を間ま違ちごうてしもうたんじゃろ……？」


「儂わしに聞かれてもなぁ……」


　時として、そんな会話も耳にすることもあるらしい。


　──とりあえず。


　その翌よく年としから、二町の親しん睦ぼく会かいは、何の問題もなく進むようになったらしい。





　めでたいのやら何なのやら。







（オールディズ・プライド：おわり）





ブレイク・オブ・ディスティニー［前編］







　積つもる落ち葉を踏ふみ分けて、響ひびく足音は二つあった。


　山道を歩き慣なれているらしく、大きな荷に物もつを背せ負おっていてさえ、男たちは、呼こ吸きゆうも歩みのリズムも乱みだしていない。


　一見、ふつーの旅人ふう。山道ですれ違ちがったなら、会え釈しやくの一つもするのが礼れい儀ぎというものかもしれない。


　──男たちの荷物が、人間でなければ、の話だが。


　大おお柄がらな方の一人がかついだ麻あさの袋ふくろがもごもご動き、くぐもった呻うめきが漏もれている。決して獣けものの声ではなかった。


　おそらく中身は、さるぐつわをかまされた子供、とでもいったところだろうか。


　……面めん倒どうごとに進んでかかわりたいとは思わないが、こーゆーのを黙だまって見み過すごすのも性しように合わない。


　……やれやれ……まったく。このくそ寒い山の中で何をやってるんだか……


　あたしは内心ため息をつき──


「重そうね」


　いきなり横からかけた声に、男たちは一いつ瞬しゆん凍こおりつき──はじかれたようにこちらをふり向いた。


　彼らはあたしをどう見たか？


　防ぼう寒かん用ようの厚あつ手でのローブに、黒いマントとショルダー・ガード。そして宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。


　魔ま道どう士し姿すがただとはわかるだろうが、本物と見るか、はたまた旅の小こ娘むすめのハッタリと判はん断だんするか。


「たいしたことはねえさ」


　荷物を持たぬ方の男は、獰どう猛もうな笑みを浮かべて言いながら、麻袋をかついだ男に、先に行け、と手で合あい図ず。


「人手は足りてるから心配すんな。帰ってメシ食ってぐっすり眠って忘れちまいな。ここで見たことは」


　……なるほど。どーやら小娘のハッタリと判断されたよーである。


　男は右手で、荷物をかついだ仲間に手を振ふり、左手をそっと後ろに回す。こちらの不ふ意いをつくつもりなのだろうが──


　見え見え。


　男の左手が動くより早く。


「氷フリーズの・矢アロー」


　男が何やら言っていた間に、口の中で唱となえておいた呪じゆ文もんを解とき放はなつ！


　解き放たれた、十数条じようの冷気の矢。不意をつくつもりで逆につかれた男たちに、むろんこんなものがかわせようはずもなく──


　きんっ！


　一いち撃げきはいともあっさりと、人さらいたちを凍こおりつかせたのだった。





「あ、あじがどう……」


　袋の中から助け出した女の子は、震ふるえる声でそう言った。


　五つか六つ、といったところだろうか。栗くり色いろの髪かみを頭の左右でくくった、ふつーにかわいい子である。


　着ている服もいたってふつーのもの。身みの代しろ金きん目当てにさらわれた金持ちの子供、という様よう子すではなさそうだが。


「もうだいじょーぶだから。そんなに怖こわがらなくてもいーわよ」


　声をかけるあたしに、少女はぷるぷる小きざみに首を横に振り、


「ぞーじゃなぐで。寒ざぶい」
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　……あー。……まあ……男たちといっしょに凍らせたからなー……


　一応念ねんのために説明するが、何も考えずに凍らせたわけではない。


　ふつーに男どもを追いつめれば、連れん中ちゆうは子供をあたしへの人ひと質じちとして使っていたはずである。そうなる前に、連中の動きを止めるにはこれが一番、と判はん断だんしたのだ。


　いや。本当に。


　……まあ……氷づけの状じよう態たいからこの子を助け出すのに、思ったよりもちょっぴし余よ計けいに時間がかかったことは事じ実じつだが……


「んー……それじゃあ……」


　あたしはあたりを見回して、やや離はなれたところにある岩に目をつけ、呪文を唱え、


「火炎球フアイアー・ボール」





　ぼばんっ！





　解き放たれた光こう球きゆうは、岩にぶつかりはじけ散ちり、轟ごう音おんとともに炎を撒まき散らす。


　音におどろき、梢こずえの間から鳥たちが飛び立ち──


　あとには、ほどよく熱せられた岩。


　女の子を岩のそばに連れてゆき、体があたたまってきた頃ころを見み計はからい──


「で、名前は？　どこに住んでたの？　なんでこんなことになったわけ？　おうちにある財ざい産さんはざっとどれくらい？」


　やさしく問いかけるあたしに、女の子はまだすこし震えながら、


「……わー。したごころ丸見えー。おねーちゃんあさましー。


　……いまものすごく寒いからそんなふうに耳を引っぱられてもあんまり痛くないけど、ちぎれるといやなんで答える」


「素す直なおでよろしい」


　鷹おう揚ようにうなずくと、あたしは耳を放した。


「名前は、マリリン。おとーさんといっしょに、リシアルドの村に住んでる」


　ストーブがわりの岩に手をかざし、鼻をすすりながら彼女は言う。


「リシアルド？」


「うん。あっち」


　マリリンは山の一方──あたしが向かおうとしていた先に目をやった。


　村の名に聞きおぼえはあった。


　そここそまさに、あたしが向かおうとしていた場所だったのだ。


　雪アスパラガス、と俗ぞく称しようされるおいしい冬野菜がある──そう聞いたのは、いつのことだっただろうか。


　きのう立ち寄ったふもとの町で口にできるはずだったのだが、現げん在ざいは品切れ状態。


　なんでも、いつもは山の中にある村で採とれたものを町まで運んでいるのだが、最近その山に野や盗とうどもが居い座すわって、物ぶつ資しの流りゆう通つうがままならなくなっているという話。


　そこであたしは、直ちよく接せつその村に向かうべく、山道をてくてくやって来て──こういう状じよう況きようになった、というわけである。


「山の中でね、ウサギ追いかけてたら、あのおじさんたちにさらわれたの。


　なんでかはわからない。


　耳をちぎられるといやだから答えるけど、ザイサンは……おっきいタンスとベッドくらいかなぁ」


「……ああ……なるほど……」


　思わず遠い目をするあたし。


　……まあ……さしたる期き待たいをしていたわけではないが……どぉやら子供を助けた礼、というのはたいして望めそうにもない。


　野盗どもをぶち倒しておたからを没ぼつ収しゆう、というテもあるのだが……


　あたしはちらりと、凍らせたままで山道に転がした男たちの方に目をやる。


　おそらくあいつらが、問題の野盗の一いち味みなのだろう。


　実を言うと、マリリンを袋ふくろから助け出す前に、連中の持ち物を探ってみたのだが、出てきたのはカラのサイフだけだった。


　まあ考えてみたら、このくそ寒い季節にこんな山の中でうじうじやっている連中が、それほどのおたからを貯ため込んでいるとも思えないし……


　仕方ない。ここは彼女のおとうさんから、お礼に雪アスパラをおなかいっぱい、とかで手を打つしかないか……


「ま、あたしもちょうど村まで行くつもりだったから、送ったげるわ」


　言うあたしにマリリンは、岩にその手をかざしたまま、こっくりうなずいたのだった。





　細い山道を進んでゆくと、山あいに身を寄よせ合うかのように集まった屋根の群むれが見えて来る。


　二十軒けんにも満たない小さな家々──それがどうやら、目ざすリシアルドの村のようだった。


　体もあたたまって元気をとりもどしたマリリンは、とてとてと、村のやや外れにある一軒に向かって行く。


　他と変わらぬ小さな木の家。近づくにつれ、何かの音が聞こえて来た。


　……かつん、かつん、と、何か、固いものを打つような……


「おとーさーん」


　マリリンの呼びかけとともに音が止む。


「ただいまー」


　ガタの来た玄げん関かんのドアを開けて中へと飛び込む。あとに続いて歩み入るあたし。


　小さな部屋に小さな暖だん炉ろ。小さなテーブルにイス二つ。奥おくに扉とびらがあるが、たぶん寝しん室しつだろう。


　そして。


　暖炉のそば、低い作業イスに腰こしを下ろした男が一人。


　としの頃ころは四十前後、といったところだろうか。手入れもされず伸のび放ほう題だいの髪かみとひげのせいで外見はなんだかむさ苦しいが、実じつ際さいはもう少し若いのかもしれない。


　大柄でがっしりとした体を、もこもこして暖あたたかそうだが粗そ末まつな長ソデ長ズボンの服に包つつんでいる。


　どうやら木き彫ぼり細ざい工くをやっていたらしく、何かの像ぞうやら木くずがあたりに散ちらばり、男の手にはノミと木づちが握にぎられていた。


　さっきの音は、その作業音だったらしい。


「マリリン」


　おっちゃんはノミと木づちを置き、低く響く声で娘の名を呼ぶと、あたしに、ちら、と視し線せんを走らせ、


「そちらの人は？」


「耳をちぎりそうになったひとー」


　忘れろ。そのエピソードは。


「耳？」


「さっき山の中で──」


　マリリンに説明させると、むやみに時間がかかりそうである。あたしは眉まゆをひそめるおっちゃんに向かって、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。


「野盗だと思うけど……変な連中が、その子をさらおうとしてたのよ」


「──何!?」


　さすがにおっちゃんの顔色が変わる。がたんっ、とイスから立ち上がり、


「そ──それで──!?」


「それで……って……


　通りかかったんであたしが助けた。それだけのことよ」


「あと、寒くて耳ー」


　と、マリリン。


　はいはい。それはもういいから。


「そ……そうか。それは──世せ話わになった」
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　おっちゃんは、ちょこちょこと駆かけ寄ったマリリンの頭をなでながら、


「クライヴ＝トゥワーズという。この村で炭焼きをやって暮らしている」


「炭焼き？　細さい工く物もの、とかじゃあなく？」


　あたしは暖炉のそばにある、木彫りの像に目をやった。


　おそらくは赤の竜神スイーフイードとかをモチーフにした神像なのだろう。それがいくつも部屋のあちこちに転がっている。


　超ちよう一級のデキ、とは言えないが、なかなか味のあるタッチ。好みにもよるが、手て頃ごろな値ね段だんなら、ほしがる者もそれなりにいるかもしれない。


「あれを炭にする。面おも白しろいと言ってくれる者は多いが、あまり売れん」


　……そりゃそーだろう……


　内心あたしはつぶやいた。


　値段はとーぜん高くなるだろーし、それに、神サマの像を燃もして暖だんを取ったりするとゆーのは、なんだかバチが当たりそうである。


　それはともあれ、名乗られたなら、こちらも名乗らないわけにはいかない。


「あたしはリナ＝インバース。見ての通り、旅の魔道士よ」


「リナ＝インバース？」


　クライヴさんは、ぴくりっ、と小さくふるえて、


「……どこかで聞いたような名だが……」


「まー、よくある名前だし」


　あわててごまかそうとするあたし。


　あたしのように、盗とう賊ぞくどもをぶちのめしたり、ドラゴンを山ごと吹っ飛ばしたり、という旅の暮らしを続けていると、根も葉もない悪い噂うわさが、一人歩きをはじめたりするものである。


　そんな噂を思い出させて、いらぬ誤ご解かいを招まねく必要はない。


「見ての通り、旅の魔道士よ。


　この村で、雪アスパラ、って名物野菜がある、って聞いたんで、ちょっと食べに寄ったんだけど……」


　ちらと玄げん関かん──というか、村の方を見て、


「そーゆーのを出してくれる食堂とかはなさそうね」


　暗あんに、『この家にあったら食わせろ』と言っているのだが──


「ああ。そういう店はないな」


　クライヴさんは、無ぶ愛あい想そうにそう答えただけ。


　……ま……どーやらこのひとからのお礼というのは、あきらめた方がよさそうである。


　あたしは気をとりなおし、


「そう。


　あ、それじゃあちょっと悪いんだけど、てきとーな人……村長さんあたりに、あたしのことを紹しよう介かいしてもらえない？


　今夜の宿もどーにかしたいし、ひょっとしたら……このあたりに居い座すわってるって野盗どもを、どーにかできるかもしんないし」


「野盗を──」


　クライヴさんは、ぴくんっ、とまたまた小さくふるえ、


「──わかった。待っていてくれ」


　言うと一いつ旦たん奥の部屋へと引っ込み、ほどなく再び姿すがたを現あらわす。


　……着き替がえたわけでもなさそうだが……


「案内しよう。


　──マリリン、来なさい」


「うん」


　駆かけ寄よる彼女を従したがえて、彼はあたしのそばに歩み寄り、


「それと、リナさん、これは娘を助けてくれた礼だ。受け取ってくれ」


　言うと小さな革かわの袋ふくろを押しつけて来る。


　──手ざわりと重さですぐにわかった。中身はたぶん金貨。ざっと十枚。


　目の飛び出るほどの大金、というわけではないが、こんなところで暮らす身には、決して小さな額がくとは言えないだろう。


「──いや、でも──」


「受け取ってくれ」


　うむを言わせぬ口く調ちように圧おされ、あたしはそれを、おとなしくふところにおさめたのだった。





　山の夜は静かだ。


　いや、この時じ期きの山の夜は、と言うべきだろう。


　これが夏場なら、茂しげる木の葉が風にざわめき、獣けものや鳥や虫たちの奏かなでるにぎわいが闇やみを満たすのだが──


　家の中で窓まどを閉ざしていてさえも、はりつめた冷気はどこからともなく忍しのび入って来る。


　結局あのあと。


　村長さんに紹介されたあたしは、野盗たちを追い払はらい、少しの謝しや礼れいと、雪アスパラ食べ放題をその報ほう酬しゆうとする──という約束をとりつけたのだった。


　村には宿がなく、村長さんの家でお世話になることとなり──


　でもって今日の夕食は、野鳥のシチューと雪アスパラの食べ放題！


　雪アスパラという名前から、単たんに白アスパラのようなものを連れん想そうしていたのだが、実じつ際さいのところは、収しゆう穫かく時期どころか見た目までが大違い。


　村長さんの奥さんが見せてくれたのは、茎くきの長いブロッコリーに似た物ぶつ体たい。ちなみに色もあざやかな緑。


　ところがところが。その茎の皮をむくと、まさに雪のようにまっ白な芯しんが現れる。


　その部分を、塩でゆがいたりバターソテーしたりして食べるのだ。


　ほんとーにアスパラガスをまろやかにしたような風ふう味みで、天てん然ねんの甘みがじゅーぶんに味わえる。


　普ふ通つうのアスパラが苦手なひとでも、これならおいしく食べられるのではないだろーか。


　さんざん食べるものを食べまくり、本ほん格かく的てきな活かつ動どうは明日から、ということにして、今夜は用意された部屋でやすむこととなったのだった。


　静かな夜に意い識しきは溶とけて──


　──


　どれくらい経たっただろうか。


　闇やみの中、あたしは目を覚さました。


　いきなり聞こえた爆ばく発はつ音おんのせいで。


　あたしは即そく座ざにベッドからはね起きた。


　服はむろんいつもと同じもの。パジャマに着替えていたりはしない。


　マリリンがさらわれた時じ点てんで、野盗たちがこの村に手出しをしようとしていることはわかっていた。


　襲しゆう撃げきがある可か能のう性せいも考え、いつでも動けるような服で眠っていたのだ。


　おそらく今のは攻こう撃げき呪文による爆発。この家が襲おそわれたわけではないが、村のどこかがやられたのは確たしか。


　あたしはマントとショルダー・ガード、それにショート・ソードを手早く身につけると、部屋の窓まどを開け、外を窺うかがう。


　攻撃呪文が撒まき散ちらした炎の名残なごりは、村の外れの方からしていた。


　あっちは──クライヴさんとマリリンの家がある方!?


　小さな窓から出るのは無む理り。あたしは部屋を飛び出し玄関に向かう。居い間までは、寝ね間ま着き姿の村長さんがおろおろしながら、あたしの姿を認みとめて、


「い……一体……!?」


「野盗の襲撃よ！　家から出ないで！」


　言い捨すてて、あたしは村長さんの家をあとにした。


　また村の端はしで光が閃ひらめき、間まを置かずに爆発音。どうやら結けつ構こう派は手でにやっているようである。


　あたしはまっすぐそちらに駆けて──


「なぜ今さら!?」


　村をとり巻く木々の奥から聞こえてきた、おぼえのある声に、あたしは思わず足を止めていた。


　葉の落ちた木々が立ち並ぶ奥──二つの影かげが対たい峙じしていた。


　一つは昼間に見た、大柄なクライヴさんの後ろ姿。




[image: ]


　対するは──暗くてよくは見えないが、似たような体格の男である。


「伝えたはずだぞ。クラァァァァァイヴ。お前の力が借かりたい、とな」


　影は唸うなる。相手を威い嚇かくする獣けもののような声で。


「断ことわったはずだぞ。ルゾット」


　呻うめくクライヴさんの声には、怒りの色がにじんでいた。


「ああ。聞いたよ。


　けど、『イヤです』と言われて『そうですか』なんて引き下がるのは子供の使いだ。


　大人の交こう渉しようってぇのは──」


「──ボス！」


　第三の声が割って入る。


　どうやら、それが合図だったらしい。


「大人の交渉だ。クライヴ」


　ルゾットと呼ばれた男は、ゆっくりと後退しながら、


「力を貸かせ。そうすれば──


　娘は無事に返してやるよ」


「なにっ!?　しまった──！」


　まさかマリリンを──！


　しかし、こいつらを今ここでしとめればそれで済すむことっ！


　あたしもただ、ぼーっと二人の会話を聞き流していたわけではない！　呪文はすでに唱え終わっている！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　放った冷気の矢の群れは、逃げようとする影に向かってつき進む！


　クライヴさんの方もまた、男に向かって地を蹴けって──！


　その時。


　ゴゥッ！


　突とつ如じよ吹きすさぶ烈れつ風ぷうが、あたしの呪文を吹き散ちらし、クライヴさんの足をも止めた！


　積つもった枯かれ葉が舞まい踊おどり、ただでさえ悪い視し界かいをよけい悪くする。


　──ちっ！


　偶ぐう然ぜんではない。伏ふく兵へいとして、呪文を使える奴やつがいて、強風の呪文を使ったのだ。


　あたしはあわてて呪文を唱え──


「明りよライテイング！」


　男が逃げたとおぼしき方に、魔法の明りを解き放つ！


　閃せん光こうが夜を照てらし出し──


　だがそこにあるのは、佇たたずむ枯れ木と舞い散る落ち葉。


　そして、光の端はしに佇み、こちらを見やるクライヴさん。


「……リナさん……？」


「話はあと！　マリリンを！」


「あ……ああ！」


　二人は肩を並べてクライヴさんの家の方に向かう。爆発の呪文はどうやら彼をおびき出すおとりだったらしく、家に被ひ害がいらしい被害はない。あたりに積もった木の葉が少々煙けむりを上げている程てい度どである。


　クライヴさんは家の横手にまわり込み、置いてある大きな瓶かめをのぞき込み──


「──」


　その表情から、結果はわかった。


　おそらくその中にマリリンを隠かくし──そして今そこに、彼女の姿はない──


　彼はふるえる手を瓶の中へと突っ込んで、羊よう皮ひ紙しの切れ端のようなものを摑つかみ出す。


　しばしじっと、食い入るようにそれを見つめて──


「……く……


　くそっ……！　くそっくそっくそっ！　よくもっ……よくもマリリンをぉぉぉぉっ！」


　慟どう哭こくは、夜の山に虚むなしく響いた。





　朝あさ霧ぎりの白をかきわけ、男の黒い影が進む。


　村のはずれにさしかかり──その足が、ぴたりっ、と止まった。


　あとについてゆくあたしの気配に気づいてのことだろう。


「何な故ぜついて来る？」


　クライヴさんは、背中を向けたままであたしに問いかけた。


「きのうの羊皮紙。


　何か書いてあったんでしょ？　いつ、どこに来い、とかなんとか。


　なんで一人だけで行こうとするの？」


「これは私の問題だ」


　問い返すあたしに、言い放つ彼。


　昨夜あのあと。


　夜の捜そう索さくは無む理りだということで、あたしとクライヴさんは村長さんの家に泊とまらせてもらうことになった。


　相手のことについて、彼は何も言わず、あたしも何も問わず──


　予想通り、クライヴさんは早朝に一人でこっそり家を出たのだった。


　まあ確たしかに、昨夜のクライヴさんと、対峙していたルゾットとかの会話からすると、村の人たちには知られたくない事情か何かがありそうだが──


「『私の問題』？　ふっ。かんちがいしないでよね」


　彼のことばを、あたしは鼻先で笑い飛ばした。


　彼はきびすを返してこちらを向き、


「勘かん違ちがい？　あんたも何か関係しているとでもいうのか？」


「ことはあなただけの問題じゃあなく、マリリンの問題でもある、って言ってんのよ」


「…………っ！」


　彼の表情が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。


「あなたときのうのあの男の間に、昔、何があったかなんて興きよう味みもないし、一人で突っ走ってどーなったところで、大の大人が自分で考えてやったことなんだから、どうこう言うつもりはないけど……


　わけもわかんないままさらわれて、へたすれば売り飛ばされるか殺されるかもしれない子供を、ほうっておくわけにもいかない、ってこと」


「……………………」


　霧の中、彼はしばし沈ちん黙もくし──


「──あんたが──


　もしもあの、盗賊殺しロバーズ・キラーのリナ＝インバースなら……


　頼たのみたいことがある。ついて来てくれ」


　きびすを返して歩き出す。


　あたしのことを知っていたか。どうりできのう、名乗った瞬しゆん間かん、微び妙みような反応をしたわけである。


　黙って彼についてゆくあたし。


　向かうはクライヴさんの家の方。


「──かつて私は──


　野盗の首しゆ領りよう、ルゾットの仲間だった。


　あんたも昨日見ただろう？　あの男だ」


　歩きつつ、彼はぼそりぼそりと話しはじめた。


「ふーん」


「……驚おどろかんのか？」


「きのうのあなたとあの男の話聞いてたら、大体予想はついたわよ」


　霧の中で苦く笑しようする。


「……私は少々呪文を使うことができてな。


　昔はそれを使って、ルゾットたちとともに、さんざん悪あく事じを働いてきた。


　だがある時──襲おそった行ぎよう商しようたちの中にいた子供に言われてな。


　なんでこんな悪いことをするんだ、と。


　それで──はじめて気がついた。


　自分が、どれほど罪深いことをやっていたのか……」


　……うーむ……シリアスに反はん省せいしているところ悪いのだが……


　行きずりの子供に指し摘てきされるまで、自分のやってることが悪事かどーかもわからんかったんか。このおっさんは。


　かなりツッコミを入れたいところではあったが、とりあえず黙って聞いておくことにする。


「七年前。


　私は盗賊団を抜け、流れ流れてさまよううちに、一人の女性と出会った。


　マリリンの母親だ。


　二人は結ばれ、この村へと移うつり住み、マリリンを授さずかり……


　だが二年前、あれの母親は流行はやり病やまいで……


　私が昔に為なした悪事のツケが来た……そう思った」


　語るうちにも、二人は家にたどり着く。


　クライヴさんは家に入ってゆき、


「しかし……マリリンだけは絶ぜつ対たいに守ってみせる。そう決意した」


　話をとぎれさせることなくそのまま奥の部屋に。


　なんとなくついて行くあたし。


「神像を彫ほり続けているのも、少しでも昔の罪を償つぐなうことができればと思ってのこと」


　──いやおっちゃん。ソレ炭にして他人に売りつけてたら、いろいろ台だい無なしだと思うんですけど。


　胸の裡うちでそっとツッコミ入れるあたし。


　……んーむ……まあ、反省して更こう生せいしよーとしてることは確かなようだが……どぉにもどこかズレてるよーな気が……


　彼は、奥の部屋にある大きなタンスの、引き出しの一つを丸々抜き取り、


「私は過か去こを忘れた。


　だが、ルゾットの奴やつは、私のことを忘れてはいなかった」


　引き出しを抜き取ったあとの底板を外すと二重になっており、そこには数枚の金貨。


「半月ほど前のある日、奴は私の前に現れ、過去のことは水に流すから力を貸せ、と言ってきた。


　七年前と違い、配はい下かに、呪文を使うことのできる奴を多く抱かかえ込んでいるようだ。


　どうやら、何か大きなことを企たくらんでいるらしい」


　言いつつさらに底板を外すと、三重になったそこには金貨がびっしり。


　……う……うわぁ。


　彼はそこから適てき当とうに取り出した金貨を袋に詰つめると、底板や引き出しを戻し、


「私は断ことわった。が、それで奴の取った手はこれ──マリリンの誘ゆう拐かいだ。


　過去との決着は、私がつけねばならん」


　彼は金貨の袋をあたしにさし出し、


「あんたにはそれを見み届とどけてほしい。


　そしてもし──


　私が力及およばなかった時には、マリリンを助けてやってほしい」


「……わかったわ」


　うなずいて受け取るあたし。


「済まん。


　なら、行こう」


　かくてあたしとクライヴさんは、家をあとにしたのだった──





「……ところで、聞きたいんだけど……」


　道なき山野を行きながら、あたしはクライヴさんに問いかけた。


　はりつめた朝の空気に漂ただよう霧は薄うすまりつつあり、視し界かいはかなりひらけてきている。


「さっきタンスの中にあったお金って……まさかとは思うけど……盗賊団を出るときにかっぱらってきた、とか……？」


「そうだが？……なぜ頭を抱かかえてうずくまる？」


　ああああああ。この無む自じ覚かくおっさんはぁぁぁぁっ！


　あたしは、がばぁっ！　とはね起きて、


「あのねえっ！


　私は忘れたが向こうは忘れていなかった、とか言ってたけど……


　逃げ出す時に金かっぱらうよーなマネすれば、向こうが忘れてくんないのはとーぜんでしょーがっ！」


　……よくもまあ、見つかったとたんに家族皆殺し、とかいう目に遭あわなかったもんである。


　そう考えると盗賊の頭をやっているルゾットとかいう奴も、実はけっこぉ寛かん大だいな奴なのかもしれない。


「ふむ……」


　彼はしばし考えて、


「そういうものか。


　いや、私は人の心の機き微びにはやや疎うといところがあってな」


「『機微』とか『やや』とかゆーレベルの問題じゃないよーな気が……って──」


　あたしは足を止め、声を低くし、


「そろそろ……話をしていられる時間じゃなくなってきたよーね」


「ああ」


　彼も気づいているのだろう。あたしたちのゆく手から、ひしひしと漂う強きよう烈れつな敵てき意いを。


「あたしは連中からは見えない場所で待たい機きするから──」


「わかっている。まずは私一人でなんとかしてみる」


　言って歩み出すクライヴさんの背中を見送り、あたしは横手にまわり込んだ。


　相手が彼の力を何かに利用しようとしている以上、マリリンを交渉の場に連れてきているとは思えないが……いずれにしろ、機を見てあたしがどう動くかによって、状じよう況きようは変化するはずである。


　ゆっくりとクライヴさんは歩みを進める。


　その行く先──薄い朝霧の中に佇たたずむ気配は……一つ？


　足音が止まる。


「マリリンは!?」


　クライヴさんの呼びかけ。


　あたしは距きよ離りを置いて横手からその様子を眺ながめる。


　大柄なクライヴさんと対峙するのは──昨日見たルゾットとはあきらかに違う、ひと回り小さな男の影かげ。


「ルゾットはどうした!?」


「──子供は無ぶ事じだ。ボスは来ない」


　いかにも陰いん険けんそうな、まだ若い男の声。


「どういうことだ!?」


　クライヴさんはふところから、昨さく晩ばん見つけた羊皮紙の切れ端を取り出して確かめ、


「ここに来い、と指し示じがあったはずだが！」


「それでいいんだよ」


　と、男。


　朝の風が山の斜しや面めんを撫なで、薄くなっていた霧を吹ふき散らす。


　対峙するのは、二十代の半なかばか。金色の髪かみをざんばらに散らし、不ふ健けん康こうに瘦やせた男だった。


　はじめて見る顔だが──何者なのかは大体察さつしがつく。ルゾットの部下その一、といったところだろう。
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　男はふところから羊皮紙の切れ端を取り出すと、


「俺おれは、ガトルだ」


　足もとの石を拾ひろい上げ、それを羊皮紙でくるみ──


「……わからねえな。なんだってボスは、おめえみてぇなジジイにこだわるのか。


　どうにも気に入らねえ」


　言って男は、手にしたそれを、クライヴさんの足もとにほうり投げた。


「……その羊皮紙に、おめぇが次に行く場所が書いてある」


「次に？」


　いぶかしげに問うクライヴさんに、男はにやりと、口の端はしを吊つり上げて、


「ああ。ただし──


　俺に勝てれば、の話だけどな！」


　言うなり大きく後ろに跳とび、朗ろう々ろうと呪文を唱えはじめた！


「待て！　どういうことだっ!?」


　あわてて問いかけるクライヴさん。しかし男は詠えい唱しようをやめない！


「説明しろ！　一体……!?」


「火炎球フアイアー・ボール！」


　彼のことばを断たち切って。


　攻撃呪文の爆発が、朝の空気をふるわせた！







（ブレイク・オブ・ディスティニー：つづく）
















　次回予告





　いきなり攻撃をしかけて来た部下その一！


　彼らの目的は一体何か!?


　クライヴの、そしてマリリンの運命は!?


　雪アスパラってアスパラじゃないのに、その名前は食品の表示義ぎ務むに引っかからないのか!?


　さまざまな謎なぞを残しつつ、


　次回『ブレイク・オブ・ディスティニー』後編！


　けど考えてみればスーパーで売ってるしめじだって、厳げん密みつに言えばしめじじゃない、って某ぼうグルメマンガで言ってたよなぁ、とかつぶやきながら待て！




ブレイク・オブ・ディスティニー［後編］













　あらすじ





　名物食材食べたさに、山あいの村に向かったリナは、野や盗とうにさらわれそうになった子供、マリリンを助け、村に住む父親、クライヴのもとへと届とどける。


　だがその夜、村を襲しゆう撃げきした野盗によって、マリリンは誘ゆう拐かいされてしまう！


　彼女の救きゆう出しゆつに向かうクライヴ。同行するリナ。


　そしてクライヴは告白する。野盗のボス、ルゾットとは、かつて仲間だったということ。


　ルゾットは彼の力を借かりて何かをするため、マリリンを誘拐したのだということを。


　過か去ことの決着は自分でつけると宣せん言げんするクライヴ。


　だが、指定された場所にマリリンの姿すがたはなく、そこに待ちうけていた野盗の一人は、次に行くべき場所を指定すると、問もん答どう無む用ようでクライヴに攻こう撃げきをしかけてきたのだった！







　爆ばく音おんの余よ韻いんは山にこだまして、灼やけた木の葉が風に吹ふかれ、白はく煙えんをたなびかせながら舞まい落ちる。


「……問答無用、ということか……」


　火炎球フアイアー・ボールが炸さく裂れつした場所から、やや離はなれたところで身を低く構かまえ、クライヴさんは押し殺した声でつぶやいた。


　完全には身をかわしきれなかったのか、服の端はし々ばしからもかすかに煙けむりがたなびいている。


「いいだろう。


　お前には何の恨うらみもないが、倒たおすことでしか道が開けんというのなら仕し方かたない！


　ゆくぞっ！」


「そう来なくちゃあな！」


　クライヴさんのことばを受けて、ガトルと名乗った男が吠ほえる！


　二人は距きよ離りを測はかるように、円を描えがいて駆かけながら、同どう時じに呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


　先にしかけたのはクライヴさん！


「炎の矢フレア・アロー！」


　声とともに、虚こ空くうに出しゆつ現げんした炎の矢、その数は──


　たった二本。


　……うあー。なんかダメな感じだし。


　この術、使う者の魔力が大きければ、そのぶん矢の数が増ふえてゆく。ちなみにあたしの最高記き録ろくが十六本。


　それが二本だけということは……まあ、そういうことである。


　高こう位いの術者なら、呪文の構こう成せいをいじくり、わざと本数を抑おさえることも可か能のうだが、彼が今それをやったとも思えない。


「行けぃっ！」


　解とき放はなたれた炎の矢は、まっすぐに、ガトルの方に飛んでゆき──


　余よ裕ゆうであっさりかわされる。


　あー。やっぱり。


　かわすと同時に相手の方も、完かん成せいした呪文を解き放った！


「火炎球フアイアー・ボール」


　爆ばく発はつ。


　大地に転がり、なんとか身をかわすと再び呪文を唱となえはじめるクライヴさん。


　二本の炎の矢を放つが、それをガトルが余裕でかわす。


　そして。


「炎の矢フレア・アロー！」


「火炎球フアイアー・ボール」


　クライヴさんの三度目の攻こう撃げきと、ガトルの二度目の攻撃は、ほぼ同時だった。


　ごォン！


　紅ぐ蓮れんの炎が霧きりをおしのけ、それがおさまったあとには──


　佇たたずむガトルとコゲた地面。離はなれて倒たおれ伏ふすクライヴさん！


「……う……」


　彼は呻うめいて身を起こそうとする。


　どうやら直ちよく撃げきではなかったようだが……これはそろそろあたしの出番だろう。


「ヒハハハハ！　口ほどにもねえな！　ジジイ！」


　たっぷりと嘲あざけりの響ひびきを混まぜ込んで、ガトルが吠ほえた。


「まだくたばっちゃあいねえみてぇだが、もうおねんねかよ!?


　おとなしくワビ入れて、そのまま寝ねてた方がいいんじゃねえか？」


　だが。身を起こすクライヴさんの目はまだ死んではいない。


「……く……こうなったら仕し方かたがない……」


　言うとクライヴさんは、長ソデ長ズボンの下、両手両足首のあたりから、何かを外はずして足下に投なげ落とし、


「今こそ解こう！　封ふう印いんを！


　高まれ我わが魔力！　受けよ！　これこそ真の炎の矢フレア・アロー！」


　呪文を唱え、吠ほえると同時に、クライヴさんの目の前に出現したのは十数本の炎の矢！


　うをっ！　あたしとほぼ互ご角かくっ!?
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「なにっ!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるガトルに向かって、それらが雨となって襲おそいかかる！


「バカなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ちゅごどむどどどどどどごぉぉん！


　断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいも炎に呑のみ込まれ、コゲたガトルは、ぽてりっ、と倒れた。


　──これで──まず一人。


　あたしは隠かくれていた場所を飛び出すと、クライヴさんの方に駆かけ寄よってゆく。


「だいじょうぶ？　ケガは？」


「ああ。かすり傷きずだ」


　服をはたきながら彼は言う。着ているものはあちこちコゲたり破れたりしているが、どうやら、たいした傷は受けていないようだった。


　あたしは足下──さきほどクライヴさんが投なげ捨すてたものに視し線せんを落とす。


　両手両足のぶん四つ。これで魔力を抑おさえていたのだろうが……それにしては、ただのぼろっちい布きれでできたバンドのようにしか見えない。


　腰こしをかがめてそのうち一つをつまみ上げ……ようとして。


「うっ？」


　あたしは小さく呻うめきを漏もらす。


　重い。とてつもなく。こんなものをつけて戦っていたとは……


「中には重りが入っていてな」


　それを見てクライヴさんが言う。


「魔道の師し匠しようから教わった。


　それを常つねに身につけておき、いざという時に外せば、その時こそ真の力が出せる、と。


　だがまさか、ここまで魔力がパワーアップするとは……」


「──ってそれパワーアップのしかた間ま違ちがってるしっ！」


「何ッ!?」


　ツッコミに、愕がく然ぜんとふり向くクライヴさん。


「馬ば鹿かな！」


「いや、誰だれがどう考えても、重いモノ捨ててアップするのは、持じ続ぞく力りよくとかスピードでしょーがっ！　ふつーっ！」


　あたしのしごくまっとーな意見に、しかし彼は、ゆっくり左右に首を振ふりつつ、


「それは違う。


　……かつて私の師匠は言った。魔道とは、本来この世界には存そん在ざいせぬ法ほう則そくや力を存在させうる技ぎ術じゆつのことだと。


　そうなのだろう？」


「まあ、そう定てい義ぎしても間違いじゃあないけど……」


　あたしのことばに、彼は満足げにうなずくと、あらぬ方向の空を、ひた、とにらみつけ、


「つまり！　魔道とは則すなわち常じよう識しき外れ！」


「それは違ぁぁぁぁぁうっ！」


　即そく座ざにツッコむあたしを無む視しし、彼はなおも力を込めて、


「手足に重りをつけていたのに、外すとなぜか魔力がアップ！　常識外れの極きわみ、それこそ則ち魔道の極ごく意い！


　師匠のおっしゃりたかったのは、きっとそういうことに違いないっ！」


「いや違う絶ぜつ対たい違う！……って……」


　ふと脳のう裏りの片かた隅すみに閃ひらめいた、ある薄うす暗ぐらい想そう像ぞうに、あたしは声を低めて問いかける。


「……まさかとは思うけど……クライヴさんの師匠って、むやみに露ろ出しゆつ度どの高い、変な格かつ好こうをした女魔道士……とかじゃあないでしょーね……？」


「いや違うが？」


　……ふぅ……よかった……
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　もしここで、そうだ、などと言われていたら、一体どうすればいいのか……


　あたしはびっしり額ひたいに浮うかんだ、粘ねばつく汗あせをぬぐい去る。


「ともかく……そのパワーアップって間違ってるから」


「しかし実じつ際さいに、炎の矢フレア・アローの出現本数は増ふえたぞ」


「………………まあね……」


　しぶしぶあたしはつぶやいた。


　そこなのだ。一番不ふ思し議ぎなのは。


　彼はたしかに、重りを外すことで、魔力を増ぞう大だいさせた。これはまぎれもない事じ実じつなのである。


　転がってるバンドを見る限かぎりでは、ただの重りが入った布きれにしか過すぎないというのに。


　まあ、詰つまっている中身に何かの魔力作用がある、という可か能のう性せいも考えられなくはないが……


「そんなことより。


　次のポイントに向かおう」


　確かに、そのあたりの詮せん索さくはあとででもできる。


「そ……そぉね。で、次はどこ？」


　彼は、さきほどの男から渡された羊よう皮ひ紙しをしばし眺ながめて──


「こっちだ」


　言うと、重りの入ったバンドはその場に残したままで、木々の奥へと進みはじめた。





「ほほぅ。ガトルの奴やつを倒したか。どうやら多少はやるようだな」


　指し定ていされた第二ポイントで、クライヴさんを待ちうけていたのは、毛皮を纏まとい、でっぷりと太った大男だった。


　とはいえ、金持ち貴き族ぞくなどにありがちな怠たい惰だ太りではない。体を動かし、よく食べて、筋きん肉にくと脂し肪ぼうが十分についた──そういった体格である。


　小回りはきかないが、パワーと耐たい久きゆう力りよくは高いだろう。


　やっぱし横手にまわり込み、あたしは相手をそう見て取った。


「だがな！　それでいい気にはなるなよ！


　ガトルの奴など、俺おれたちの中じゃあ一番の小物さ！」


　よけいな口上をまくし立てるでくのぼうに、対たい峙じするクライヴさんは憮ぶ然ぜんと、


「で、娘……マリリンは？」


「ふん。そう焦あせるな」


　大男はふところから羊皮紙を取り出して足下に置き、そばの石を重しがわりに上に載のせると、


「知りたければ、このメギストにうち勝ち、記された場所に向かうがいい！」


　……ってまたかオイ……


　横からあたしが不ふ意い打うちでちゃっちゃとぷち倒して、さくさく行きたいところだが、なるべく手は出さない約束である。


「わかった。ならばいくぞっ！」


　クライヴさんの声を合あい図ずに、二人は同時に呪文の詠えい唱しようをはじめ──


「……っ！」


　完かん成せい直前、呻うめいてそれを中止したのは、クライヴさんの方だった。


　それを目にした大男は、口の端はを笑えみの形に吊つり上げた。


　──なるほど。


　攻撃呪文は数あれど、そんな中で最もポピュラーなものは、火か炎えん系けいのものである。


　さらにその内、呪文の修しゆう得とく難なん易い度ど、攻撃力などなど、使い勝手の良さからよく選えらばれるのが炎の矢フレア・アロー。


　大男は、クライヴさんがそのあたりを使うとあらかじめ読んで、わざと自分の足下に羊皮紙を置いたのだ。


　火炎系の攻撃呪文で大男を狙ねらえば、羊皮紙が燃え、マリリンへの手がかりは途と絶だえてしまう、という寸すん法ぽうである。


　その読み通り──クライヴさんが唱えかけ、中ちゆう断だんしたのは炎の矢フレア・アローの呪文だった。


　このタイムロスははっきし言って痛い。そのスキに大男の呪文が完成した！


「気片鏡エアカレイド！」


『力あることば』が放たれたその瞬しゆん間かん、あたりが陽炎かげろうのようにゆらりっ、とゆらぎ──


　クライヴさんをとり巻いて、全く同じ姿形の大男、さらに五人が出現した！


　幻げん術じゆつか!?


「なにっ！」


　驚きよう愕がくの声を上げるクライヴさん。


『ふははは！　驚おどろいたか！』


　勝ち誇ほこる大男の声もまた、六か所から同時に聞こえて来た。


『風を操あやつり姿すがたと声をいくつも生み出すこのメギストの術、いずれが本体か見抜けまい！』


　いえあの。じまんなさってるところ悪いんですけど、最初の位置に立ってるのが本物だと思います。


　それくらい、クライヴさんも──


「──くっ！　どれが本体だっ!?」


　……気づいてねえし……


　彼はおろおろとあたりを見回し──


「はっ！　そうか……！　前に師匠がおっしゃっていた……！　目で見るな、心の目、心しん眼がんを使え、と！」


　言うと呪文を唱えながら──いきなりその場で目を閉じる！


　……ってあほかぁぁぁぁっ！　こんな状じよう況きようで目なんか閉じたら！


『こけおどしのつもりか!?　それともおとなしく覚かく悟ごしたか！』


　大男は毛皮の内うち懐ふところから投げナイフを抜き出して、クライヴさん目がけて投げ放つ！


　まずい！


　あたしが声を上げそうになった、その瞬間。


　クライヴさんは、無む言ごんのまま、一歩だけ横に踏ふみ出した。


　ナイフが裂さいたのはそのすぐ脇わき、クライヴさんがたった今までいた空間。


『なにっ！　かわしただとっ!?』


　驚愕の声を上げる大男。


　クライヴさんの両目が、かっ！　と見開かれる！


　──見えた！──


　彼の、そんな声が聞こえたような気すらした。


　そして。


「心眼ボンバァァァァァッ！」





　づどぉぉぉぉん！





　わけのわからん必ひつ殺さつ技わざ名めいの叫さけびとともに、クライヴさんを中心に起きた爆発は、大男と幻まぼろしたち、ことごとくを呑み込んでひろがったのだった。





　かつて落ち葉の積つもっていたその場所は、いまや小さなクレーターと化していた。


　その中心に佇たたずむのは、虚むなしげな視し線せんを、倒れて動かぬ大男へと向けたクライヴさん。


　彼は、ぽつりと、


「……これが……心眼の力……」


「違あぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　そんな心眼がこの世にあるか。あたしは即そく座ざにツッコんだ。


　変な名前ではあったが、今のは攻撃呪文の一種。


　系けい統とうとしては、炸弾陣デイル・ブランド──術者のまわり、ドーナツ状じようの地面を垂すい直ちよくにふき上げ、つぶてとして攻撃する術に限りなく近い。


　足もとの地面を、爆発的ないきおいで四方にはじけさせたのである。むろん心眼関係なし。


　ただ単に、発はつ動どうのキーワードとなることばが『心眼ボンバァ』だというわけである。


　クライヴさんは、うんざりした顔でこちらに目をやり、


「またか。今度は何が違うと？」


「だから心眼つぅのはそーいうんじゃないでしょっ！」


「何を言う。師匠曰いわく、『見えない敵を討うつための極意、それが心眼』とおっしゃっていた。間違っているとでも？」


「それ自じ体たいは間違ってないけど……ってあああっ！　もーいいっ！


　それより──どーすんのよこれ！」


　言ってあたしは、ぐるりとそのへんを見回した。


　あたりに散ちらばる土ど砂しやは、倒れた大男の体を半ば近くまで覆おおっている。当然──


「次の場所書いた羊皮紙、完全に埋うまっちゃってるし。


　掘ほり出すの大変よ」


「む……


　やはり心眼の力はあまりにも大きすぎたというわけか……」


「いやあの……もぉ何でもいいです。


　ともかく、がんばって羊皮紙捜さがすわよ」


　ツッコむ気力は何かに温おん存ぞんしておいた方がよさそうだとあたしは察さつし、ともあれ二人は羊皮紙を捜し、あたりの土掘りをはじめたのだった。





　戦いはなおも続いた。


　指し定じされた場所に向かうと、盗とう賊ぞく団だんの部下の一人が待ちうけており、倒すと羊皮紙で次の場所が指定される。


　ひたすらそれのくり返し。


　待っている敵は、強かったり弱かったり、魔道を使ったり直ちよく接せつ攻撃をして来たりといろいろだったが、必ず一か所に一人ずつ。


　それをクライヴさんは、いちいち律りち儀ぎに相手して、何か間違っている技やらりくつやらで倒して行く。


　むろんあたしも途と中ちゆうから、そのあたりの言動に、いちいちツッコミを入れるのはきっぱりあきらめたが。


　ともあれ、そんなめんどくさい戦いを、一体何回くり返しただろうか──


「……聞くが……お前のあとには何人いる？」


　対峙した細身の男に、クライヴさんがさすがにうんざりと問いかけたのは、昼をかなり回ったあとのことだった。


「くくくく。心配するな。この余よ興きようもここで終わりさ」


「なら……次の場所にいるのだな。


　マリリンと……ルゾットは」


「そういうことさ。


　だがな！　勘かん違ちがいするなよ！


　ここで余興が終わると言ったのは、お前はここで……！」


　ごっば。


　男のセリフをしまいまで聞かず、クライヴさんが投げつけた石は、男の顔面を直ちよく撃げきした。


　どうやらさすがに彼も、いーかげんめんどうくさくなっていたらしい。


　倒れた男のふところを探り、羊皮紙を取り出して──


「いよいよゴールね」


「ああ。そのようだな」


　歩み寄るあたしに、言って、彼は大きくうなずいたのだった。





　連なる山のその奥に、もはや使われなくなった、古い猟りよう師し小屋がある。


　歳さい月げつの黒ずみを纏まとい、枯かれた木々の間に佇たたずむそれは、半ば廃はい屋おくにさえ見えた。


　その戸口を背に、待ちうける男が一人。


　革かわ鎧よろいに包つつまれた体格は、クライヴさんとよく似ていた。


　あごひげや額ひたいに刻きざまれた傷あとが、男の見かけを多少老ふけさせていたが、それをさし引いて考えれば、歳としもクライヴさんと同じか、やや若い程てい度どだろう。


「来たぞ。ルゾット」


「待っていたぞ。クライヴ」


　クライヴさんと、盗とう賊ぞく団だんの首しゆ領りよう、ルゾット。


　二人はついに対峙した。


　いよいよここが正しよう念ねん場ばである。やはり離はなれて身を隠かくし、気け配はいを消してあたしは見守る。


　今回は、ただ眺ながめているだけではない。マリリンがどこにいるかを確たしかめたら、スキを見つけてなんとか彼女を助け出す。それがあたしの役やく割わりである。


「しかし、変わっていないな。クライヴ」


　妙みように親しげな口調で、ルゾットは語りかける。


「ノリで魔力が上がるところも昔のままだ。


　お前ならやれるのでは、とは思っていたが、本当に部下たち全員を倒すとは。


　さすがだな」


　ノリで魔力が上がる、って……そんなアホなことがあるはずがないのだが……


　しかし実じつ際さい、手足の重りを外したとたん魔力が上がったわけだし……って……


　──なるほど。逆ぎやくか。


　あたしはようやく、クライヴさんのでたらめっぷりを納なつ得とくした。


　つまりクライヴさんは、本ほん来らいは高い魔力を持っているのだが、気分が乗らない時には精せい神しん的てきな抑よく制せいがかかり、全力を発はつ揮きできないのだ。


　だから、重りをつけ、『今、自分は高い魔力が発揮できない』と信じ切っている時には、しょぼい炎の矢フレア・アローしか撃うてなかったのだ。


　ならば、今のクライヴさんのテンションは間違いなく最さい高こう潮ちよう。問題なく全力が出せるだろう。


「ごたくはいい！　マリリンはどこだ！」


　怒いかりを押し殺した彼の問いかけに、ルゾットは、口の端を笑みの形に歪ゆがめ、


「まあそう怒るな。お前の娘は無ぶ事じだ。


　用は済すんだ。連れて帰っていいぞ」


　猫ねこなで声で言うと、後ろの小屋の戸を開く。


「おど～ざ～ん」


　同時にそこから飛び出して、クライヴさんの方へと駆かけだしたのは、だぶだぶパジャマ姿のマリリン。




[image: ]


「マリリン！」


　しゃがんで大きく両手をひろげ、駆け寄る我わが子を抱だきしめるクライヴさん。


「ごわがっだ～」


　クライヴさんは、しゃくり上げるマリリンの背中をやさしく撫なでながら、


「大だい丈じよう夫ぶか？　ひどいことをされなかったか？」


「[image: ]ん……耳もちぎられなかった……」


　だから忘れろとゆーのに。


「そうか……よかった。もう大丈夫だぞ」


　そんな二人を、ルゾットはひややかなまなざしで見下ろして、


「感動的な親子の再会、って奴か。


　ま、それじゃあ俺は行くぜ」


　言うとくるりときびすを返し──


「──待て！」


　去ろうとするのを引き止めたのは、クライヴさんの声だった。


「どういうことだルゾット!?　私の力を貸かせ、と言っていたはず！」


　そう。ルゾットは、クライヴさんの力を借かりるため、娘のマリリンをさらったはずなのである。


　にもかかわらず、ここでマリリンをあっさり返し、去ろうとするなどと……どうにもわけがわからない。


　これではただ単に、部下たちとクライヴさんとを戦わせただけである。


　問われてルゾットは肩かた越ごしに振り向き、めんどうくさそうに、


「知らなくていい。とにかく用は終わった。


　それだけのことだ」


「そうはいかん！」


　なおも食い下がるクライヴさん。


「お前がいつか、また同じ理由でやって来て、また同じことを繰くり返さないという保ほ証しようはないからな！」


「無む用ような心配だ」


「そう言われて安心などできると思うか!?」


　クライヴさんはゆっくりその場に立ち上がり、


「それに、お前がマリリンをさらったことには変わりはない。このまま見み過すごすわけにはいかん！」


　ルゾットはゆっくり向きなおり、


「ならば、どうする？」


　二人の視線が火花を散ちらす。


　クライヴさんは、視線をルゾットに向けたまま、マリリンの頭を軽くなで、


「マリリン、すこし離れておいで。いい子だから」


「……[image: ]ん……」


　言われて彼女は、こくんと小さくうなずくと、とてとてと、そばの木こ陰かげに駆けてゆく。


　それを見み届とどけたクライヴさんは、ルゾットの方に静かに歩み寄り、拳こぶしを振り上げ、


「これはマリリンの分！」


　ばぎゃっ！


　くり出された一いち撃げきを、ルゾットはよけようともせず、ただ、後ろに身を引いて威い力りよくを殺し、頰ほおで受けた。


　半歩下がってにらみつけ、


「……これで気が済んだか？」


　……どうにも様子が変である。これだけのことをしておいて、ここに来て、なんとか穏おん便びんにおさめて立ち去りたがっているようにしか見えない。


　だがむろん、それでクライヴさんが納得しようはずもなく。


「まだだっ！」


　言うと踏ふみ込み、拳をくり出し、


「これはドロシーのぶんっ！」


「誰だそれっ!?」


　ルゾットはツッコミながら、さすがに今度は身をかわし、後ろに退さがって距きよ離りを取る。


「そんなことはどうでもいいっ！」


「よくねえだろ普通っ！」


　ルゾットは、ぷっ、とツバを吐はき捨てて、


「いいかげんにしろ。これ以上やるなら、俺も手出しをせざるをえん。そうなれば、お前の娘を巻き込むことにも……」


「──ボス！」


　ことばを遮さえぎり響ひびいた声に、クライヴさんとルゾットは愕がく然ぜんと振り向いた。


　そこには──今までクライヴさんが倒してきたルゾットの部下たち一同！


　何人かは脱だつ落らくしているが、その数は、それでもざっと十数人。


「……くっ……！」


　クライヴさんが小さく呻うめく。


　……いや、彼だけでなく、ルゾットまでわずかに表情を歪ゆがませた。まるで、部下たちの出現を嫌きらうかのように。


　……これは……まさか……？


　あたしの頭にある考えが浮かぶ。


　やって来た部下たちの一人──確か、最初に戦ったガトルとかいう男は、クライヴさんをにらみつけ、


「思ったよりはやるようだなジジイ。そいつは認みとめてやる。


　だがな、これだけの人数を相手にしちゃあさすがに勝てねぇだろ？」


「そうそう。おとなしくボスの言うことを聞いた方が利り口こうってもんだぜ」


　と、別の男。


　そこに。


「本当にそう思う？」


『──!?』


　聞こえた声に、一同の視し線せんが集まる。


　物もの陰かげから姿を見せた声の主──すなわちこのあたし、リナ＝インバースに。


「何だ貴き様さま!?」


　と、部下その一。


　あたしは連れん中ちゆうに向かって、


「あたしが誰だっていいでしょ。それよりも、いいの？


　このままじゃああんたたち、親分におたからのひとりじめされちゃうわよ？」


『なっ……!?』


　声を上げたのは部下たちと──そしてルゾット。


「な……何をわけのわからんことをっ！」


　顔色を変えてるルゾットを、あたしはへーぜんと見つめ返して、


「わけがわかんないのはどっちだか。


　やって来たクライヴさんに、人質をあっさり返して、『もう用は済んだ。帰れ』なんて……それこそわけがわかんないわよ」


　部下たちが一いつ斉せいに、ルゾットの方に視線を送る。


「確かに妙だったな。理由を聞いても答えないし、自分も早々に立ち去りたがっていたように見えた」


　クライヴさんは言いながら、じりじりとルゾットから距離を置き、マリリンの隠れている方へと向かう。


「と・こ・ろ・が」


　あたしは、ぴょこんっ、と一本指を立て、部下たちに向かって、


「ルゾットが、あんたたちの集めたおたからをひとりじめしたがっている、と考えれば、全部つじつまが合うのよねこれが」


「何を馬ば鹿かな……！」


　反はん論ろんするルゾットの声は元気だが、言うその額にはうっすらと汗がにじんでいた。


　あたしはかまわずことばを続ける。


「デカいことをやるには力が要いる。そう考えたルゾットは、攻撃呪文なんかも使えるあんたたちを配下に招まねき入れた。


　けどとーぜん、呪文が使える奴やつの分け前は割わり高だかになる。なら、かせぎの大きなことをやらなきゃなんない。大きなことをやるには力のある奴がもっと必要。それにはやっぱし金が要る……


　こんなかんじの堂どう々どう巡めぐりで、組そ織しきの人数としごとの大きさはどんどんふくらんで行く。


　けどあんまり大きなことをやりすぎて、軍隊が本ほん腰ごしを入れて討とう伐ばつに来ても困る。


　とはいえ、いつかそうなるだろうということも、ルゾットは予感していた」


　と、彼に視線を戻もどし、


「で、あんたはこう考えた。


　部下たちが全員、だれかに倒されてしまえば、おたからをひとりじめにできるんじゃあないか、って」


　またまたざわつく野や盗とうの部下たち。


「つまらん寝ね言ごとだな」


　ルゾットはなおも言い張るが、部下たちの瞳ひとみに一いつ旦たん点ともった、疑うたがいの光が消えるはずもなく。


「おたからを持ち逃げする、ってテもあるけど、それだとあとあと追いかけ回されるおそれがある。けど部下たちがみんな倒されれば、そういう心配もない。


　そんなことを考えているうちに、昔の仲間──クライヴさんの居い場ば所しよを知った。


　そこであんたは、彼を仲間に入れると宣せん言げんし、みんなの前で彼のことをとことんほめちぎる。今の部下としては当とう然ぜん面おも白しろいはずもない。


　さんざん対抗心を煽あおられて、つい自分たちの方から、そいつの力を試ためさせろ、とか言い出した──違う？」


　あたしに視線を向けられて、部下たちは互たがいに顔を見合わせる。


「そう言やぁ確かに……」


「お前はクライヴの足下にも及およばない、とまで言われたぞ。俺」


　どうやら心当たりはあるらしく、ひそひそ話をはじめる部下たち一同。


「馬ば鹿か野や郎ろう！　そんなわけのわからん女の口先に騙だまされてどうする!?　俺たちを仲間割れさせようって狙ねらいが見え見えだろうが！」


　ルゾットがその部下たちを叱しつ咤たするが──金がらみで他人を信用しないのが悪人というものである。


　とはいえ一応ダメ押しを。


　あたしはルゾットの方を見て、


「なら説明できるわね？　クライヴさんの娘をさらって、すぐに返して──それで結局、何がやりたかったのか。


　あたしが今言った以外の答えがあったら、ぜひ聞かせてほしいわね」


「……てめえに言う必要はねえ！」


　ルゾットは凄すごんでみせるが、むろんそれでひるむあたしではない。


「かもね。けど、部下のみなさんに説明する義ぎ理りはあるんじゃない？」


「……………………っ……！」


　むろん何も言えようはずもなく──


「ボス……どういうことです？」


　部下の一人が剣けん呑のんな口ぶりで問いかける。


「説明してもらいましょうか？　ことと次し第だいによっては──」


　ルゾットは汗をだらだらかきながら、


「……だ……だからだなぁ、俺はただ、最近慢まん心しんしていたお前たちに、世の中は広いんだぞ、ということを教えるために……」


「口で言えば済むのに？」


　彼の苦しい言い訳わけを、あたしはさらりと切って捨て、


「あ。あんたひょっとして、実はもうおたからを、別のところに運んじゃった、とか？」


「そっ……！　そんなわけがあるかっ！


　ちゃんとアジトにある！」


「どーだか怪あやしいもんねー。


　本当にまだおたからがあるか、行って確かめてみる必要はありそうね」


　と、あたしは部下たちの方を見て、


「アジトの場所は？」


「杉の谷の向こうだ」


　中の一人が、ルゾットに怒りのまなざしを向けたままで答える。


　よし。かかった。


「おいコラ！　何ばらしてんだお前！」


　別の誰かがあわててたしなめるがもう遅おそい。


　一人はいると思ったのだ。ルゾットの裏切りに注意を向けてやれば、アジトの場所をついポロリと答えるうっかりさんが。


「う……うるせえ！　始し末まつしちまえばいいだけの話だろ！」


　うっかりさんがあわてて言いつくろうが、もう遅い。あたしはすでに呪文の詠唱に入っている。


　クライヴさんはあわててマリリンを抱きかかえ、あたしのそばに駆け寄ると、こちらを目で指し、


「そうそう。皆みなに紹しよう介かいするのが遅おくれたが、こちらの女性は、今回私に力を貸かしてくれることになった……リナ＝インバースさんだ」


『げ。』


　ルゾットと部下たち、野や盗とうご一行様が呻きを上げる。


　どうやらようやく、あたしが誰だかを知ったようだが──もう遅い。
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　あたしの放った竜破斬ドラグ・スレイブは、ルゾットと部下たちを吹っ飛ばし、山の形をほんのちょっぴり変えたのだった。





　山あいの小さな村に、ひさかたぶりの平和と活かつ気きが戻ってきた。


　近くに居い座すわっていた野盗は壊かい滅めつし、もはやふもとの町との行き来をじゃまするものは何もない。


　名物、雪アスパラの出しゆつ荷かも再開され、町から買い付けに来た人やら何やらで、村の人口が倍くらいに増えたようにすら見える。


　あたしにとって今回のしごとは、はっきし言っておいしかった。


　世せ話わになった村長さんの家で、名物の雪アスパラはたっぷり食べたし、クライヴさんにも礼金はもらったし。


　当然、聞き出した野盗たちのアジトには、クライヴさんの案内で足を運び、おたからも没ぼつ収しゆうしまくり、である。


　人間、日ひ頃ごろの行いがいいと、こーいういいこともあるもんである。


　かくて。


「世話になったな」


「せわにな～」


　手を振るクライヴさんとマリリンの二人に見送られ、あたしは、山あいの小さな村をあとにしたのだった。


　めでたしめでたし。







（ブレイク・オブ・ディスティニー：おわり）





開戦前夜［前編］







　今、あたしは囲まれている。


　それはとりあえずいいとしよう。


　何しろぶっそうな世の中である。野や盗とうやら、ゴブリンなどのモンスターが旅人を襲おそったりすることはままある話。


　あたしもこうして旅する身。何度かそういう襲しゆう撃げきを受けたこともある。


　……むろんそのことごとくを返り討うちにしてきたが。


　そもそも、戦せん士しにして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースに、盗とう賊ぞくやらゴブリンやらがケンカを売ってくること自体……って、それはさておき。


　ともあれ、あたしはこういう状じよう況きようにはわりと慣なれてはいるのだが──今回に関しては、いささか勝手が違っていた。


　つかめないのだ。相あい手ての正しよう体たいが。


　あたしは大体気け配はいだけで、相手が野盗なのか、ゴブリンとかの群むれなのか、大体どれくらいの数なのか、ざっとしたことならわかるのだが……


　今回は、それがわからない。


　数が多いことは確たしかだが……ただのゴブリンとかの群れにしては……なんというか……気配にムラがありすぎる。


　相手の正体が摑つかめない。それがどうにも据すわりが悪い。


　そんな落ち着かぬ気分で──しかしあたしは、ペースを変えずに歩みを続けた。


　山あいを行くひなびた街かい道どう。行くあてのない旅ではあるが、あちらに名物料理あると聞けば行ってたらふく食べまくり、こちらに野盗が出ると聞けば、行ってしばきまわしたあげくにおたから没ぼつ収しゆうし、近くの住民からもいくらかお礼をもらう──そんな道ゆきを続けるうちに、ふと通りかかった場所である。


　しかしこんな所で、正しよう体たい不ふ明めいの何者かに囲まれようとは……


　このまま気づかぬふりで通り過すぎるか。それともこちらからカマをかけてみるか──


　迷まよいつつ、あたしが足を進めていると──


　ギャアッ！


　はりつめた静せい寂じやくを破やぶったのは、梢こずえを揺ゆらして飛び立つ鳥の声。


　それが、合あい図ずになった。


　ガざざザザザザザッ！


　木の葉を草を鳴ならして姿すがたを現あらわしたのは──


　ゴブリン、オークにミノタウロス。コボルト、ハーピー、リザードマン、他エトセトラエトセトラ。


　種しゆ々じゆ雑ざつ多たな、『闇やみの獣けもの』と称しようされる知ち恵えある害がい獣じゆうたちの群むれ。その数は、十か二十かそれ以上か。


「──!?」


　はじめて目にするその光こう景けいに、あたしは小さく息を呑のんでいた。


　ありえないはずだった。本来、こんな光景は。


　普ふ通つう、同じ種しゆ族ぞくのものたちが群れることはあっても、いろいろな種族が混まじって現れることはない。


　別の種族でナワバリが重なっていると、戦たたかいになることさえあるらしい。


　それが──こんなふうに肩かたを並ならべて人を襲うなど、前ぜん代だい未み聞もんである。


　非ひ常じように珍めずらしいケースだが──ゆーちょーに珍しがっている場合ではない。ふりかかる火の粉こは払はらうのがとーぜん！


　あたしはあわてず騒さわがずに、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　と、その時。


『そこまでですっ！』


　木々の間に響ひびいたのは、朗ろう々ろうたる男の声だった。


　──なにぃっ!?──


　──何者だっ!?　どこにいるっ！──


　──出てこい──


　……とかゆーふーなことを、たぶん言っているのだろう。


　闇の獣たちはぎゃうぎゃう口々に吠ほえながら、きょろきょろとあたりを見回して──


　──あそこだっ！──


　といった感じの、ハーピーの鳴なき声とともに、連れん中ちゆうの視し線せんが一点に集しゆう中ちゆうする！


　木こ漏もれ陽びが織おり成す光と陰かげの中、彼は静かに佇たたずんでいた。


　顔立ちからすると二十代といったところだろうか。通った鼻はな筋すじに弧こを描えがいた眉まゆ。ゆるくウェーヴした黄金きん色いろの髪かみ。女性と見まごうばかり──というか、バラの花でも口にくわえていそうないきおいの美形である。


　男だと思うのだが……体型からそれを判はん断だんすることはできなかった。
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　なにしろ、人間の体ではないのだから。


　獅し子しの体にコウモリの羽は根ね。後ろから伸のびたサソリのシッポ。


　そう。闇の獣たちに囲まれたあたしの前に、颯さつ爽そうと現れたその彼は、まごうことなくマンティコアだった。


　マンティコア。


　個体数も少なく、強力なドラゴンやよく見かけるゴブリンなどに比くらべると、知ち名めい度どはずいぶん劣おとるが、力ある闇の獣である。


　……本来は老人の顔をしているはずなのだが……まあ……人間だってそれぞれ顔は違うわけだし、美形のマンティコアがいてもおかしくはない……と……思う……


　マンティコアはゆっくりと歩みを進め、対する闇の獣たちは気け圧おされるようにじりじりと退さがってゆく。


　頃ころ合あいを見て、彼は足を止め、口を開く。


『人を襲えと命めい令れいされたのですか？　違うでしょう？　ならこんなことは無む意い味みのはずです』


　彼が闇の獣たちに語りかけたことばは、ドラゴンたちの使う言げん語ごとほとんど同じ。魔道士協会でドラゴン語を学んだあたしにも、おおざっぱに意味はわかる。


　彼はまわりの連中を、ぐるりと見回し、


『ここは退ひきなさい。退いてゴルバに伝えてください。


　きみのやり方は間ま違ちがっている。このメギガが必ず止めてみせる、と』


　言われて呻うめく闇の獣たち。


『どうしました？　さあ行きなさい。それともゴルバが命令してもいないのに、無む駄だに私と戦いますか？』


　マンティコアにうながされ──


　しばし沈ちん黙もくを続けた後、集まった闇の獣たちは、ゆっくりと退さがってゆき──


　やがて彼らは気配ともども、木々の奥へとその姿を消していった。


　……なんだか……いろいろと事じ情じようがありそうだが……


　あたしは美形マンティコアの方を向き、


『とりあえずお礼は言わなきゃね。ありがと』


　ドラゴン語で言うと、マンティコアの顔が驚おどろきの表情を作った。


『我われ々われの言葉がわかるのですか？　ニンゲンのお嬢じようさん？』


『まあ、ドラゴン語をちょっと習ったくらいだけど』


　言ってあたしはウインク一つ。


　もっとも、人間の声せい帯たいはドラゴン語を正せい確かくに発音できるようにはなっていないらしいので、相手にはかなりなまって聞こえているだろうが。


　しかしとりあえず、意味は通じているようである。


『なるほど。


　どうやら私の仲間たちが驚かせてしまったようで、申もうし訳わけない』


『仲間？　敵てき、じゃなくて？』


　あたしの指し摘てきに、彼の表情がかすかに翳かげる。


『……そうですね……


　ひょっとしたらこのことは、ニンゲンであるあなたがたにも知っておいてもらった方がいいかもしれませんね……


　よかったら、話を聞いてもらえますか？』


　──ふむ──


　やっかいごとには関かかわりあいたくはないが、助けてもらった形になったのは事じ実じつだし……何がどうしてこういうことになったのか、ちょっと好こう奇き心しんもある。


『そうね……じゃ、とりあえず、自じ己こ紹しよう介かい。


　あたしはリナよ。リナ＝インバース』


『私の名はメギガ』


　彼は右の前足で、ゆるくウェーヴのかかった金色のたてがみを、ふぁさっ、とかき上げて、


『私たちの言葉で、白しら百合ゆりを愛めでる者、という意味です』


　……そ……そーいう意味なんだ……


『あなたたちニンゲンの間では、敵てき意いのないしるしとして、前足同士を合わせる、と聞いていますが』


　言って彼は、右の前足をさし出して来る。


『握あく手しゆ、っていうのよ』


　応こたえてあたしは、さし出されたその足を右手で握にぎる。


　──彼の肉球は、思ったよりもぷにぷにしていた。
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『ニンゲンはすごい』


　街道から少し外はずれた高台で、その先に見える小さな町を眺ながめながら、メギガはうっとりとした声で言った。


　山の斜しや面めんを吹ふき上げる、緑の匂においを含ふくんだ風が、やわらかな金色のたてがみをなびかせる。


　……んーむ……彼がマンティコアでなければ、なかなか絵になる光こう景けいなのだが……


『決して強つ靭よくはないのに、力と知恵を合わせて発展を続けています。


　けれど、それ故ゆえに──


　彼らのことを脅きよう威いと感じる者も少なくありません。


　そう。私のかつての友、ゴルバがそうであるように』


『そーいえば、さっきもその名前を言ってたけど……やっぱし、あなたと同じマンティコアなの？』


　そばにある木の幹みきに背を預け、問いかけるあたしに、彼は沈しずんだ表情で、


『ええ。ゴルバ、とは、私たちの言葉で、強きよう靭じんな翼つばさを意味します』


　そっちの由ゆ来らいはかっこいいなオイ。


『一時期は、家族のようにいっしょに過すごしていたのですが……


　ある日の夜、私とゴルバは、こっそりとニンゲンの町の上空を飛んでみました。


　そこでは夜だというのに、明りが灯ともって、ニンゲンがおおぜいいて、何かすごく楽しそうにしていました』


　祭まつりか何かだろうか。


『私はそれを見て、単に、楽しそうだ、と思ったのですが……


　ゴルバの方は、それを脅威と見て取ったようです。


　以い来らい、ゴルバはさまざまな相手──マンティコアだけでなく、ゴブリンやハーピーといった連中にさえ、ニンゲンの脅威を説ときはじめたんです。


　このままほうっておけば、いずれ世界はニンゲンが支配し、自分たちは追い立てられることになる、と』


『人間が？』


　問いかけるあたしに、彼は小さく首を縦たてに振り、


『ええ。


　最初はあまり相手にされませんでした。


　魔ま族ぞくやドラゴンの方がよっぽど強力だ。数が多いだけのニンゲンを恐おそれる必要などはない、と。


　ですが、ある日──


　その、強力なはずのブルードラゴンが、ニンゲンの魔法で山ごと吹っ飛ばされる、という事じ件けんがあったのです。


　そんな連中が数多くいたのではほうってはおけない、ということになって──


　それ以来、ゴルバの説せつに耳を傾かたむける者も出てきました』


『……そ……そぉなんだ……』


　あたしはことばを濁にごし、あさっての方の空に視し線せんを向ける。


　青い空に、なんだか雲くもがやたらと白い。


　……ブルードラゴンを山ごと呪文で吹っ飛ばす、って……あたしも何度か、そんなことやったよーな記き憶おくもあるのだが……


　ぐ…………ぐーぜんに違いあるまい！　うん！　きっと！


　彼はこちらのそんな葛かつ藤とうには気づきもせずに、


『さまざまな者たちが集まり、ゴルバの命令で動きはじめました。


　ニンゲンに対たい抗こうするため、何かをしようとしていることは確かく実じつです。


　その拠きよ点てんとなる場ば所しよが、どこかこの近くにあるはずです。


　おそらくさきほどの連中は、あまり人通りのない道をあなたが通っていたので、見み張はりに来た、というところでしょうか』


『なるほど』


　あたしはひとつ、うなずいてから、


『けどメギガ、あなたはなんで、彼らを止めようとするわけ？


　彼らのやり方が気に入らなかったとしても、単に無む視しすればいいわけだし。


　人間に義ぎ理りがあるわけじゃあないでしょうし……そもそも……その……』


　聞きにくいのだが──やはりこれは、確たしかめておかなければならない。


『マンティコアはヒトを食う──ですか？』


　ことばの先は、彼自身が継ついだ。


　そう。彼らマンティコアは人を食べる。


　そんな彼が、人間を襲おうとする仲間を止めるというのは、はっきし言ってよくわからない。


　しかし彼は、口の端はしに苦く笑しようらしきものを浮うかべ、


『確かに私たちの中にはニンゲンを食べる者もいますが……


　別に、全員がニンゲンだけを食べている、というわけではないんですよ。


　たとえばあなたたちニンゲンも動物を食べますが、ある動物だけ食べなければならないというわけではないでしょ？』


『まあ……確かに……』


　それはそうだが──


『──もしもいろいろな種族が結けつ託たくして、ニンゲンを攻こう撃げきしたとしましょう。


　その場合、当とう然ぜんニンゲンたちは力を合わせて、私たちを倒たおそうとするでしょう。


　ニンゲンは私たちを嫌きらいになり、私たちもニンゲンを嫌いになる。


　そうなれば私も当然、ニンゲンに襲われることになるでしょう。


　そんなのはごめんです。


　だから私は、今のうちに彼らを止めたいのですよ』


　なるほど。そういうことなら──


　あたしも小さくうなずいて、彼のそばへと歩み寄り、


『確かにあたしも、そんな戦いになんてなってほしくないわね。


　わかった。なら、あたしもあなたに力を貸かすわ』


『ありがとうございます』


　満まん面めんの笑みを浮かべるメギガ。さわやかな笑みの口もとからこぼれる、まっ白な三列のキバがちょっとコワい。


『ではあなたは、ニンゲンの町に行って、誰だれかにこの話を伝えて……』


『あーだめだめ。そんなんじゃあ』


　あたしは彼のことばをさえぎり、ぱたぱた左右に手を振って、


『あたしがそんな話をしたって、信じてもらえるかどうか。


　もし信じてくれたとしても、やっぱしそれはそれで、人間対それ以外の戦い、なんてことになるわ。


　だから──』


　あたしは、彼と自分を順じゆんに指さし、


『止めるのよ。


　あなたと、あたしの二人だけで』


　依い頼らい料りようは出そうにないが──そんなことを言っている場合ではない。


　もしも人間と闇の獣たちの全面戦争、などということになれば、おちおち安心して気ままに旅も続けられない。


　各地の名物食べ歩き、ということもできなくなる。


　そんな事じ態たいは、あたしもごめんこうむりたい。


『あなたが？』


　あたしの提てい案あんに、メギガはとまどいの表情を浮かべた。


　まあ無む理りもない。彼からすれば、あたしは無む力りよくな人間その一にしか見えないのだろうから。


『そ。


　こう見えてもあたし、攻撃呪文も使えるし。


　そもそもあなた、一人でも止めるつもりだったんでしょ？』


『しかし……』


『よく聞いて。


　もし仮に、あなたが実じつ力りよく行こう使しとかで相手を止めたとする。


　けどゴルバの方にしてみれば、自分の説の正しさとあなたの実力とは無む関かん係けい、って思うはず。


　つまり、今はそれで活動をやめたとしても、いつかまた同じことをやろうとするかもしれない。


　なら、別のやり方で止めるしかないわ』


『別の……ですか？』


　あたしはきっぱりうなずいて、


『ええ。


　人間がいずれ脅きよう威いになる、って説が正しいかどうかはともかく……少なくとも現在、魔族とかの脅威の方がずっと大きいわ。


　なのに、人間に戦いをしかけよう、って言ってる。


　つまり──


　たぶんゴルバは、戦っても、自分や仲間はそれほど痛い目にあわないだろう、とタカをくくっているはずよ。


　なら──


　そうじゃないんだ、そんな楽なもんじゃあないんだ、って実感すれば、戦いをあきらめるはず。


　そのためには、人間のあたしがそれなりの力を見せる必要があるわ』


『それは……そうかもしれませんが……』


　メギガは不安げなまなざしで、じろじろとあたしを眺ながめ回す。


　まあ、気持ちはわからなくもない。


　こんな可か憐れんで清せい楚そな美少女（注・最近なぜか誰も信じてくんないが、あたしのことである）に、なみいる闇の獣たちと渡り合う力が本当にあるのか──誰しも疑ぎ問もんに思うところだろう。


『あたしならだいじょーぶ。


　ということで、決まり、よ。


　それで──


　連中がこのあたりをアジトにしてる、って言ってたけど……


　こんなところで一体何をやろうとしてるわけ？』


　街道を人が通るたびに監かん視しを出すくらいなら、そもそも街道から外れた場所にアジトを作っておけばいいのだ。


　にもかかわらず、こんな場所にアジトを構えつづけているということは──


　ここでなければならない理り由ゆうがある。そういうことなのだろう。


　しかしメギガは左右に首を振り、


『私にもくわしいことはわかりません。


　ただ──想そう像ぞうですが──』


　彼は彼方かなたに視し線せんを送る。


『例えば、決けつ意いと結けつ束そくを固めるために、人間の町を襲う──


　ありえない話ではないと思うのです』


『……なるほど……』


　つぶやいて、あたしも視線をそちらに向けた。


　昼のおだやかな陽ひざしを浴あびて、山あいの小さな町は、緑の中、何も知らず平和に佇たたずんでいた……





「変わったこと、ねぇ……」


　あたしの問いに、通りすがりのねーちゃんは、頰ほおに手を当て、小首をかしげる。


　例の、緑の中にある小さな町。


　村と呼ぶほど小さくはないが、おせじにも大きいとは言えない静かなところである。


　あたしが通っていた細い街道はこの町へと続いていた。本当ならここでゆっくり一いつ泊ぱくしてから先へと進む予定だったのだが……


　もしもゴルバたちの目的が、手始めにこの町を襲うことだとしたら、偵てい察さつくらいはしているだろう。となれば町のひとたちの噂うわさになっているかもしれない。


　そこであたしは、メギガには山で待っているように言って、聞き込みを開始したのだった。


　店の人やら通りすがりの人たちに、何か最近変わったことがないかと尋たずねて回り──


「まあ、この町に、あなたみたいな旅の人が来るっていうこと自体、あんまりないことなんだけど──」


　何人目かに聞いたそのねーちゃんは、にこやかな笑みを浮かべながら言った。


「一日のうちに二人っていうのは、確かに変わったことと言えば変わったことね」


「二人？」


　眉まゆをひそめるあたしに彼女はうなずいて、


「ええ。あなたの他ほかにももう一人。


　変な格かつ好こうをした人が、さっき村の西側の広場でうろうろしてたわよ」


「……変な格好の人……？」


　いろいろいやな想像が、刹せつ那な、あたしの脳のう裏りを駆かけ抜ける。


「その……西側の広場って……？」


　あたしのつぶやきに、ねーちゃんは、通りの先を指さして、


「ここをまっすぐ行くと、花か壇だんのある中央広場があるから、そこから西にまっすぐよ」


「ありがと！」


　言うとあたしはそちらに向かって駆けだした。


　やがて言われた通りの広場。花壇には、ぽつりぽつりと花がほころぶ。


　そこから続く道を西へと進んで、ほどなく。


「ＨＡＨＡＨＡ。


　つまりこの私をのぞけば村にはイジョーはナイ、というコトですネ美しいお嬢サン。


　──ＯＨ!?


　そこにいるのはリナサン！　どうしたのですカ？　そんなトコロで四足歩行形けい態たいにシフトチェンジしたりして？」
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「……いや……ちょっと……ふとうずくまりたくなったもんで……」


　顔以外をすっぽり布切れで覆おおい、通りすがりの酔よっぱらいおやじに語りかけていたメギガの姿を目の当たりにして、あたしはへたり込んだままでそうつぶやいた。


　おそらく後ろ足で立っているのだろう。一いち応おう縦たて長ながのシルエットにはなっているが……デカい上に、顔のつき方が当然人間とは違うせいで、やたら面めん妖ような姿になっている。


　……さっきのねーちゃんが見たのもおそらくこの姿なのだろうが……よくこれを目にして『変な人』のひとことで片づけられるもんである。


　まあ、個体数の少ないマンティコアを見たことのある人間なんてそういないだろうし、正体を見抜け、とまでは言わないが……人間じゃないだろーなー、くらいのことは気付けよ……


　彼は酔っぱらい中年に、満まん面めんの笑みを浮かべると、布のすき間から、人の手に見えないこともない木き彫ぼりの手を突き出して、ぴょこぴょこ振りながら、


「私は知り合いが襲しゆう来らいしてきたノデ行かなくてはなりませン。


　ありがとう。そしてフォーエバー美しいお嬢サン」


　ちなみに、口にしているのは人間のことばである。使い方はいろいろと心の底から間違っているが。


「おう。にーちゃんもお大だい事じになー」


「オダイジニー」


　別れのあいさつだろうと推すい測そくすることが決して不ふ可か能のうではないあいさつを交わし、酔っぱらいおやじが去るのを待ってから、メギガはあたしの方にやって来て、


「どうでス？　何かイイ情報漏ろう洩えいはありましたカ？


　けれど、私の完壁な様変わりをすぐに見抜くトハ、素す晴ばらしい視し力りよくでスね。


　……それはそうと、あなたが四足歩行形態から就しゆう寝しん形態に三さん段だん変へん形けいしていることに関して、より一いつ層そうの相そう互ご理り解かいが必ひつ要ようとされる旨むね意見陳ちん述じゆつをしたいのですガ？」


「……いや……まあ……その……」


　倒れたままでつぶやくと、それでもあたしは萎なえた気力をふりしぼり、四し肢しに力をかき集め、そばの建物の壁かべを支ささえに、なんとかやっとか身を起こす。


「……それは……いいんだけど……なんであんた……ンなかっこうでこんなところにいるわけ……？」


　問いかけるのに、メギガはマントの下からつき出した木彫りの手で、金色のたてがみを、ふぁさぁっ、とかき上げ、


「リナサンは私に待っていろと言いましタ。


　町のニンゲンに尋じん問もんをしてくるといいましタ。


　けどそれなら、ヒトリよりニヒキ。数が多い方がいいのはいいことデス。


　ニンゲンの諺ことわざで言う『見ろ。人々がまるで蟻ありのようだ』という奴やつですネ」


「いや違うそれ違う」


「ええっ!?　どこガっ!?」


　……いや……どこが、とか言われても……


　まあ……メギガの言おうとしている内こ容とはわからないでもないのだが……


　どぉにも聞いていると、どんどん気力が萎えてゆくというか……


「けどあんた、人間のことばってしゃべれたんだ」


「太たい古この時代、知り合いのニンゲンに教えてもらいましタ。


　そのニンゲンは、私の言語を聞いて、腹ふく部ぶを両手でおさえながらにこやかにゲラゲラ笑い、パーフェクト、と絶ぜつ賛さんしましタ」


　……そっか……当たった師し匠しようが悪かったんだネ……


　まあ……彼のことばの変なところにいちいちツッコミを入れるのも気の毒どくだし、キリはないのだが……


「けど、人間の師匠がいて、人間と戦いたくなくって、そんな変へん装そうして人間の町にやって来て……」


　あたしはジト目で彼を見て、


「……実はあんた……単たんに、めちゃめちゃ人間かぶれしてるだけなんじゃない？」


「ＯＨ！　それは否ひ定てい的てきでス！　浮うわ気きは文化的ではありませン！」


　まあ……なんでもいいけど……


　あたしは小さくため息ついて、頭のうしろをぽりぽり搔かきつつ、


「……とりあえず……『美しいお嬢さん』っていうほめことばは、男の人相手には使わないから」


「ＯＨ！　それは人じん類るいの英えい知ちを超ちよう越えつしていましタ！」


　知らなかった、ということらしい。


「ケド私、ニンゲンのオトコとオンナ、見分けが難なん易い度ど高いです」


　なるほど。


　他の種族のオスメスを、ぱっと見ただけで区く別べつするのは簡かん単たんではない。


　ある種しゆの虫やら鳥やらのように、オスメスで大きな外見の差があればわかりやすいのだが、すべての動物がそんなふうになっているわけではない。


　例えば身近な動物でも、ズボンをはいた犬や猫ねこのオスメスを見分けることは、人間にとっては難むずかしい。


　同じように、彼らマンティコアから見れば、男も女も、体に布を巻いたニンゲン、としか見えないのだろう。


「そーね。わかりやすい見分け方だと、女っていうのは胸が──」


「ムネガ？」


「……………………なんでもない。」


　あたしは、ついっ、と視し線せんをそらし、
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「……とにかく、そのほめことばはあまりしょっちゅう使わない方がいいわね。


　──っていうか、山の中で待ってて」


　げんなりと言うあたしに、しかし彼は気け色しきばみ、


「なぜでス？　そんな、リナサン一人にいいとこ取りをさせるわけにはいきませン」


「いや……なんてゆーか……


　めちゃめちゃ怪あやしいから。その格かつ好こう」


「私、ぜんぜん怪しくないでス！　私が保ほ証しようするデス！」


　あんたに保証されても。


　あたしは、ちらりとあたりに視線を走らせる。


　さっきから気づいていたことではあったが──七、八歳くらいの男の子たち三人ほどが、やや距きよ離りを置いた道の端はしで、興きよう味みしんしんのまなざしを、メギガの方へと送り続けていた。


「ほら。子供たちだって……


　……と……待ってて」


　あたしはふと思いつき、きびすを返すと、その子供たちの方へと歩み寄る。


　──ひょっとしたら、子供たちの方が、山の中を駆かけずり回って遊んだりして、何かを知っているかもしれない。そう考えたのである。


「聞いて聞いて！」


　あたしは子供たちに手を振ると、彼らのそばにしゃがみ込み、声をひそめて、


「ねえねえ。最近、町の近くで変なこと、なかった？


　オトナに言うと、『そんなのはうそだ』って言われるような、変なこと」


「あ！　オレ、うちの父ちゃんに言われた！」


　うち一人、黒い髪かみの男の子が、目をきらめかせながら身を乗り出す。


「山でさ、変なの見たんだ！　でっかくて、頭が牛で！」


　──ミノタウロス──


　ならやはり、連中の仲間か。


「うわ。頭が牛？　あたしも見てみたい！」


　うらやましそうに言うあたしに、男の子は胸を張はる。


「オレ見たもんね」


「オレも」


「ボクも」


　と、口々にほかの男の子たち。


「見に行く見に行く。ね、どこで見たの？」


「どこ、って……」


　聞いたそのとたん。


　彼らの表情が一いつ斉せいに変わった。


　視線を泳がせ、お互たがいに顔を見合わせて、とたんに口を開かなくなる。


　これは、どうやら何かを隠かくしているようだが……ははぁん……


　あたしは、にっ、と笑うと声をひそめて、


「ヒミツキチの近くでしょ？」


「な……！」


「なんで知ってんだよ！」


　動どう揺ようの声を上げる子供たち。


　やっぱしそーか。


　場所を聞いたとたんに彼らの態たい度どが変わったので、ひょっとしたら、と思ったのだが……どうやら当たりのようである。


　こーゆー年代の男の子たちとゆーのは、なぜかは知らねど、秘ひ密みつ基き地ち、というのに妙にあこがれるもんなのだ。


　むろん基地といっても、洞ほら穴あなとも呼べないささやかな横穴だったり、木や葉っぱで作った掘ほっ建たて小屋だったりするわけだが。


　実じつ際さい、あたしが小さな頃ころも、近所に住んでいた幼おさななじみの男の子たちがヒミツキチを持っていて、女の子には教えてくれなかったりした。


　──結局張はり込みをして位置をつきとめ、姉ねえちゃんといっしょになって攻こう城じよう戦せんをしかけ、陥かん落らくさせたりしたのだが。


　あの頃は今と違って、結けつ構こうやんちゃだったからなぁ。あたしも。


　とはいえここで、いいから場所を教えてくれ、と言ったところで話してはくれまい。ならば──


「じゃあさ、じゃあさ」


　あたしは、後ろで控ひかえるメギガの方に、ちらりと目をやり、さらにさらに声をひそめ、


「ヒミツの取り引き。


　牛あたまのいた場所を教えてくれたら、お礼にあのひとの秘密も教えてあげる」


「ほんと!?」


「秘密って!?」


「どんなどんな！」


　とたん、それまで黙だまっていた子供たちの目が輝かがやきまくる。


　よーし食いついた。


「教えてくれたら、よ。


　もちろんその場所のことは、ほかの誰にも絶ぜつ対たいに言わないから」


「絶対？」


「絶対の絶対？」


「本当に言わない？」


「もっちろん。そのかわり、あなたたちも、彼の秘密は他の人には絶対にないしょ。


　いい？」


『うんっ！』


　一斉にうなずく子供たち。


「なら案内してやるよ！　そのかわり──」


　ちらりと視線をメギガの方へと向けるのに、あたしはウインク一つ送り、


「もっちろん。彼の秘密は教えてあげる」


　言って、にっこりとほほえみながらうなずいたのだった。





「……なるほど……こりゃあ確かに立りつ派ぱな秘密基地だわ」


　木々の奥を見み透すかして、あたしは小さな声でつぶやいた。


　町の南にある山の中。最近土ど砂しや崩くずれでもあったのだろうか。赤土の斜しや面めんにぽっかりと口をのぞかせる黒い穴──それは、何かの遺い跡せきの入り口だった。


　あたりにうろつく影かげは、でっかいこん棒ぼう持ったミノタウロスが一匹と、武器とも呼べない木ぎれを手にしたゴブリンが数匹。


「……ところデリナサン……」


　あたしのそばに身をひそめ、いまや布を取って本来の姿を見せたメギガが、声をひそめてささやきかける。


「あの子供たちの放ほう置ちプレイに関して、肯こう定てい的な意見は少数派ですガ」


　言って、しっぽでしげみの奥を指す。


　そこにいるのはむろん、ここまで案内してくれた三人の男の子たち。


　その時はまだ布をかぶっていたメギガに、布の下からシッポを出してもらい、注目している子供たちのうしろあたまにチョップ一発ずつ。


　それで、彼らはあっさり昏こん倒とうした。


　しげみの奥に横たえた彼らの方に、メギガは心配そうな視線を送りながら、


「確かニ、ゴルバたちと戦うのニ、子持ちで行くのはダメですガ」


「子持ち、じゃなくて子連れ、よ」


　さすがにそれは訂てい正せいし、


「なんでもいいけど……もう、人間のことばじゃなくて、あんたたちのことばでしゃべってもいいわよ」


　聞いてるだけで疲れてくるし──というセリフは胸のうちにしまっておく。


　しかしメギガは、小さく左右に首を振り、


「リナサンのドラゴン語は、聞いてるダケで疲ひ労ろうしまスから」


　うわこいつに言われた。


　……まあ……こちらはちゃんとしゃべっているつもりでも、相手にはなまって聞こえたり変に聞こえたり、などということはままあることだが……


「と……ともかく……


　子供たちに関しては、他に方法はないわ。


　あんたたちは来るな、なんて言ってたら、この場所は教えてくれなかっただろうし。


　あたしたちが勝って、無ぶ事じに連れ帰る。


　それだけの話よ」


「それはそうかもしれませんガ。


　けどゴルバたちはなぜ、ここをヒミツキチとして使っているのでしょう」


「さあ。


　何かの理り由ゆうはあるんでしょうけど……


　いずれにせよっ！


　攻撃呪文で遺跡ごと吹っ飛ばせばオールオッケーっ！」


「なんでやねん！」


　メギガはなぜか、ツッコミだけは、やたら正せい確かくに発音し、


「ゴルバたちにニンゲンとの戦いをやめさせることが私たちの野や望ぼうでス！


　吹っ飛ばすのは野望ではありません！」


「むぅ……」


　こりゃまた面めん倒どうくさい話である……が、まあ、仕し方かたあるまい。


「……わかったわ。


　なら、まっ向から連中とぶつかることになるわよ。覚かく悟ごはいい？」


「熟じゆく知ちしてまス」


　二人見つめて、うなずきあって──


　かくて。あたしたち二人だけの戦いがはじまった。







（開戦前夜：つづく）
















　次回予告





　マンティコアのゴルバは一体何をもくろむのか？


　リナとメギガは、その野望を阻そ止しすることができるのか？


　放置された子供たちの運命は？


　そして、次回冒ぼう頭とうで、リナがいきなり短気を起こして、山ごと遺跡を攻撃呪文で吹っ飛ばしたりしないかどうか？　お父さんそれが何より心配で心配で。


　ともあれ次回、『開戦前夜』後編。


　シイタケの石いし突づきを手で裂さいて炊たき込みご飯に入れながら待て！




開戦前夜［後編］













　あらすじ





　とある名もない山の中、『闇やみの獣けもの』たちに囲かこまれたリナを救ったのは、人間かぶれの美形マンティコア、メギガだった。


　彼の話によれば、家族同様に過ごしたマンティコアのゴルバが、人間の存そん在ざいを脅きよう威いに感じ、戦いをしかけるべく闇の獣たちを集めているというのだ！


　悲ひ劇げきを止めるべく手を組んだリナとメギガは、町の子供たちの案内で、ついに山中にあるゴルバたちのアジトにたどり着く！


　人と獣の未来を賭かけて、リナとメギガ、一人と一匹だけの戦いがはじまった！







　しげみの揺ゆれるその音に、反はん応のうしたのはミノタウロスだった。


　──誰だれだ!?──


　と誰すい何かするように、唸うなってそちらに視し線せんを向ける。


　草木を踏ふみ分け、歩み出たのは──


『私の名はメギガ』


　姿すがたを現あらわしたマンティコアは、ドラゴン語で語りかけた。


『ゴルバと話がしたい』


　言われて、ミノタウロスは小さく唸った。


　──こっちの計画は、こうである。


　メギガがゴルバを引ひっ張ぱり出し、あたしとゴルバ、一対一の対決に持ち込む。


　むろん、あたしが勝てば戦いをやめる、という条じよう件けんを呑のませた上で。


　ゴルバのことはよく知らないが、勝てない相手ではないはずである。


　が──


『待テ！』


　聞き取りにくい──だがかろうじて、ドラゴン語だとわかることばで言ったのは、見はりのゴブリンの一匹だった。


　ゴブリンはじろじろとゴルバを見回して、


『お前、ニンゲン、かばっタ奴やつだナ！』


　警けい戒かいをあらわに言い放はなつ。


　あたしとメギガが出会った時、あの場にいたうちの一匹なのだろう。


『ニンゲンをかばった？』


　ゴブリンのことばに、ミノタウロスのまなざしが険けわしくなる。


　ちなみにこちらもドラゴン語。


　どうやら彼らの間では、それが共きよう通つう語ごとして使われているようだが……ちゃんとしっかりドラゴン語を習ならっているとは、けっこぉ勉強家だなぁ。みんな。


　ともあれ、ミノタウロスは息まいて、


『ならそんな者を、ゴルバ様には会わせられナイ！』


『重じゆう要ような話だ』


『知ったことではナイ！』


　メギガのことばを、しかしミノタウロスは一言のもとに切って捨すてる。


『聞いておかなければ……お前たちはニンゲンに負ける』


『ワレワレがニンゲンに負けることなどありえナイ！』


　メギガの警けい告こくを、しかし相手は侮ぶ辱じよくと受け取り、まなじりつり上げツノ振ふりたくり、


『今すぐ立ち去れ！　でなければコロす！』


『待て。話を──』


『立ち去らナイなら──！』


　短気爆ばく発はつ、待ったなし。なおもことばを重ねようとしたメギガに向かい、ミノタウロスは手にしたこん棒ぼうをふり回す！


『くっ！』


　呻うめいて後ろに跳とぶメギガ。でっかいこん棒は風を唸らせ、その鼻先をかすめて過すぎる。


　脅おどしではない。本気の攻こう撃げき。メギガがかわしていなければ、間ま違ちがいなく吹ふっ飛とばされていただろう。


　メギガは右の前足で、乱みだれた前まえ髪がみ──というか、たてがみをかき上げて、


『話を──！』


　なおも呼びかけようとするが、ミノタウロスはかまわず踏ふみ込み、二度、三度目の攻撃をくり出す。それをなんとかかわすメギガ。


　……ええいっ！　仕し方かたないっ！


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　あたしは、こんなこともあろうかと思って唱となえておいた冷れい気きの呪じゆ文もんを、ミノタウロスに向かって解とき放はなつ！


　メギガのみに注意を向けていたミノタウロスに、それがかわせるはずもなく──


　かきこぉぉぉぉぉぉん！


　ぶ厚あつい氷が、瞬しゆん時じにミノタウロスの全身を覆おおい、動きを止める。


　しかし。


『ニ……ニンゲンっ!?』


　それを目にしたゴブリンたちは、声を上げ、遺い跡せきに向かってまっしぐら！


　追うべくメギガが身をひるがえし──


「待った！」


　あたしの制せい止しに彼の動きが止まる。
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　その間に、ゴブリンたちは遺跡の中へ。


「リナサン、計画が下した拵ごしらえの時と間ま違ちがいが七つありまス」


　打ち合わせと違う、と抗こう議ぎ……しているんじゃないかと思うメギガに、


「予よ想そうのうちよ。


　ゴルバを出せ、って言ったからって、ハイそーですか、って出てきてくれるとは限かぎらないでしょ。


　けどこれで、あたしたちが来たことは、中の連れん中ちゆうに知られた。


　つまり──


　このまま待ってれば、そのうち向こうの方からぞろぞろ出て来てくれるはずよ」


「なるほど。素す晴ばらし奸かん計けいでス。


　──あ。でも──」


　メギガは眉まゆをひそめて、


「もし、ぞろぞろして来なかったラ？」


「決まってるでしょ」


　言って、あたしは遺跡の入り口へと視線を向けた。


「こっちから入ってくだけよ」





　つめたくしめった空気には、緑と──そしてかすかに、獣けもののにおいが混まじっていた。


　遺跡を入ってすぐ──闇やみの奥おくへとまっすぐ続く、コケむした長い通つう路ろの中である。


　遠く奥の方がぼんやりと明るくなっているのは、ヒカリゴケでも生えているのか、それとも明りでもあるのか。


　──結けつ局きよく──


　あたしとメギガが遺跡の中に足を踏ふみ入れたのは、ゴブリンたちが逃げ込んでから、しばらく経たったあとのこと。


　待ってはみたが、闇の獣たちが姿を見せる気け配はいはなく──こちらから出向くことになったのだった。


　むろん相手が出てこないのは、中で罠わなを張はって待ち構かまえているからだろう。


　だからといって、ここで一いつ旦たん出直し、というわけにもいかない。


　そんなことをすれば、彼らは今こん晩ばんにでも、近くの町を襲しゆう撃げきするおそれがある。


　ならば突とつ入にゆうと撃げき破はあるのみっ！　相手のもくろみを逆さか手てに取って、中からひっかき回してやるっ！


　とりあえず、入り口付ふ近きんには何の気配もないが、だからといって油ゆ断だんはできない。


「……人間の目じゃあ、暗くてよく見えないんだけど……


　メギガ、あなた、何か見える？」


　あたしの問いに、彼は目をこらし、


「そこいらじゅうニ枝えだ毛げが──」


「──ちょっと待った」


　またまたわけのわからんことばを口走りかけた彼を制止して、


「ここからは、お互いの話を正せい確かくに伝える必ひつ要ようがあるわ。それぞれのことばでしゃべりましょ。


　あたしは人のことばで。あなたの方はドラゴン語」


『……正せい確かくに言えばドラゴン語ではないのですが……


　わかりました。


　まっすぐ通路があって、そこいらじゅうあちこちに道が分かれています。


　見える場ば所しよには何もいません』


　ふむ……


　おーぜいの闇の獣たちの通り道になっていること、そしてゴブリンたちが逃げ込んでからの時間経けい過かを考えれば、しかけ罠ブービー・トラツプのたぐいはないはず。


　罠があるとするなら、気配を消せる奴やつが枝道に潜ひそんでいて、こちらが通ったところで襲おそってくる──そんなところだろう。


　ならば──


　あたしは口の中で呪文を唱え、


「明りよライテイング！」


　生み出した魔ま力りよくの明りを、入り口通路の奥へと投げ込んだ。


　隠かくれている者がいれば、動どう揺ようの気配を見せるなり何なりするはずである。


　──が──


　光は行く手の壁かべを照てらしつつ、ひるひる奥まで飛んでゆき、やがて彼方かなたの突つき当たりに、べちっ。と、ぶつかり、はりついた。


　……反はん応のう、なし。


『……本当に誰もいないみたいですね……』


　と、メギガ。


　あたしは苦い口く調ちようで、


「──入り口近くではしかけずに、奥深くまで誘さそい込み、こちらの集中力や緊きん張ちようがゆるんだ時を狙ねらってくる……


　たぶん、そういう作戦よ」


『つまりは、どんどん進むしかない、ということですね』


「──そういうことになるわね──」


　つぶやいて、あたしは奥へと歩みはじめる。
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　そのあとをついて来るメギガ。


　しかし……これはどうやら、少々やっかいなことになりそうである。


　こちらをナメて無む計けい画かくに攻撃をして来てくれれば、つけいるスキはいくらでもあるのだが──


　向こうはどうやら、きっちり策さくを立てて対たい応おうしているようである。


　たぶん、あたしというよりは、メギガの存在を警けい戒かいしてのことなのだろうが。


　あたしはときおり呪文を唱え、あちこちに魔力の明りを放ちつつ、通路を奥へ奥へと進む。


　左右には、枝道や、扉とびらの朽くち落ちた部屋の入り口が、ぽっかりと黒い穴あなを開けていた。


　コケむした床ゆかを踏む、自分の小さな足音さえもやけに耳につく。


　ほどなく──


　襲撃も何もないまま、あたしたちは通路の突き当たりへとたどり着いた。


　そこから路みちは左右に続く。


　右は、ずいぶん昔むかしに土ど砂しやに埋うまったらしく、ヒカリゴケの生えた土に塞ふさがれている。


　そして左は──下への階段。


　おそらくその先が中ちゆう枢すう部ぶ。


「なんとゆーか……いかにも、階段を降おりたところで大だい歓かん迎げい、って感じよね……


　ま、すなおに降りる気はないけど」


『作戦があるんですか？』


「別の場所から降りるのよ」


　言うとあたしは呪文を唱え──


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　生み出した光こう球きゆうを階段の下にほうり投げ、通路を駆かけ戻もどりながら、次の呪文を急ぎ唱える。


　ぼごぅぅぅぅぅゥンッ！


　階段下に放った光球がぶつかりはじけ、轟ごう音おんと炎をまき散ちらした。


　それを合あい図ずに、完かん成せいした次の呪文を、床に向けてぶちかます！


「振動弾ダム・ブラスっ！」





　がんッ！





　けたたましい音とともに足もとの床が砕くだけ、下にひろがる闇を覗のぞかせる。


　そこに向かってあたしは迷まよわず身を躍おどらせた！


　階段下で待ちうけているはずの連中に一撃を加え、そちらに注意を向けさせてから、別の場所を破やぶって突入。相手の背を取る形で攻撃し、混こん乱らんさせるっ！


　一階下の床の上。着地と同時にあたりを見回し──


　動きを止めた。


　そこは、壁のところどころにたいまつが灯ともる、ホールのようなだだっ広い場所だった。


　照しよう明めいがある、というのはなんだかおかしな感じもするが……まあ、彼らは雑ざつ多たな闇の獣たちの混こん成せい部ぶ隊たい。中には夜よ目めのきかない者もいるのだろう。


　しかしあたしの読みと違い、火炎球フアイアー・ボールが炸さく裂れつした場所──いまだ煙けむりの消えぬ階段下には誰の姿もなかった。


　いや。階段下だけではなく、広いホールのどこにも。


　誰も、いない。


　羽ばたきの音がま近に聞こえ、すぐ後ろにメギガが降りて来る。


『……誰もいませんね……』


「……そ……そぉね……」


　肩かたから力を抜き、つぶやくあたし。


　まだ奥まで引き込むつもりか──？


　思ったその時。


　闇の奥から近づいて来たのはいくつもの気配と声。


　ほどなくホールの四方から、わらわら姿を現したのは、十数──いや、何十匹もの闇の獣たち。


　だがその中に、いまだ、ゴルバとおぼしき姿はない。


　集まったうち、一匹のオーガが、あたしを目にして驚おどろきの声を上げる。


『なんで人間ガこんなところにイル!?』


『ちょっと待てぃ！』


　思わず彼らのことばでツッコミを入れるあたし。


『見はりのゴブリンたちから、話、聞いてないのっ!?』


　問といかけに、彼らは顔を見合わせて、


『聞いたカ？』


『いやゼンゼン』


『知らんナぁ』


　……をいをい……


　うち一匹のトロルが、そばにいたゴブリン二匹に目を向けて、


『そういえばお前ラ、見み張はりのはずじゃあなかったカ？』


『──っ!?』


　言われたゴブリンたちは、おもしろいほどおろおろし──


　その場にいる全員の視し線せんが自分に集中していることに気づくと、


『……人間ごとき、相手に、逃げ出しタ、なんて言ったら、叱しかられるト思って……黙だまってタ……』


『言えよッ！』


　闇の獣たち総そうツッコミ。


　……とゆーことは……あたしは、今の今まで、いもしない敵てきを相手に無む意い味みな深読みをして、いらない警戒をしていた、とゆーわけで……


『そ……それよりモっ！』


　ゴブリンの一匹は、なんとか話を変えようと、あたしとメギガの方を指さし、


『ニンゲンを、倒たおす方ガ、先！』


　一同の視線がこちらに集まる。


　ゴルバの姿はいまだないが、ともあれ基き本ほん計画通りに行くっ！


　あたしはおーきく胸を張はり、彼らのことばで宣せん言げんする。


『人間を代表してゴルバに挑ちよう戦せんを申もうし込みたいっ！』


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして──


　一いつ斉せいにわき起こった鳴なき声。


　それが彼らの笑い声だということくらいは見けん当とうがついた。


『ニンゲンごときガ!?　笑わセルナ！』


『ゴルバ様が出るマデもない！』


『引キ裂さいてやる！』


　口々に吠ほえると同時に、闇の獣たちのうち、オーク三匹とトロル、ミノタウロスがこちらに向かって突っ込んで来る！


　えぇいっ！　気の短いっ！


　あたしは腰こしに下げたショート・ソードの柄つかに手を伸ばし、口の中で呪文を唱え──


　轟ごうッ！


　雄お叫たけびとともに飛び出したのは、あたしのそばにいたメギガ！


　まっすぐ向かう先にはトロル。巨きよ体たいに見合ったパワーと、高い再さい生せい能のう力りよくを持つ相手である。


『ニンゲンに味み方かたするのナラ許ゆるさん！』


　吠えてトロルは間ま合あいを計はかり、その剛ごう腕わんをひと振ふりする！


　だが必ひつ殺さつの一撃は、メギガの鼻先をかすめたのみ。


　間合いの読み違い、ではない。直前にメギガが羽ばたいて減げん速そくし、タイミングを外したのだ。


　ふり抜いたトロルの腕うでをメギガの爪つめがえぐり裂く！


　トロルの悲ひ鳴めいが響ひびく中、その脇わきを抜けて、あたしの方へと向かい来るのは、ミノタウロスとオーク三匹。


　が。


　ぐぁうっ!?


　そのミノタウロスが、苦く鳴めいを上げてのけぞった。


　死し角かくからくり出されたメギガの尾──その毒どく針ばりに一撃されたのである。


　さすがに丈じよう夫ぶなミノタウロス。一撃で倒れこそしなかったものの、どーやらよほど効きいたらしく、痛みに叫さけんで駆け回る。


　残るオークたちがこちらに向かって来るが──あたしがショート・ソードを引き抜いて、牽けん制せいにひと振りしただけで、警戒して足を止める。


　それで、呪文を完成させる時間はできた。


　メギガがトロルから羽ばたき離はなれたタイミングを見計らい──


「氷の矢フリーズ・アロー！」


　十数条じようの冷気の矢を、四方に向かって地面すれすれに解とき放はなつ！


　オークたちのうち二匹の、トロルの、そしてその向こうにいた闇の獣たち何匹かの足を冷気の矢が直ちよく撃げきし、床と足とを氷でつなぎ、動きを封ふうじた。


　間を置かず、次の呪文を唱えるあたし。


『全員でカカレ！』


　オーガの叫びに、闇の獣たちが四方から一いつ斉せいに向かい来る。そこに。


『リナさん！』


　羽ばたき、やって来たメギガが、あたしに向かって右の後ろ足を突つき出した。


　ナイスっ！


　あたしはその足にしがみつく。メギガは羽ばたき、さらに上へ。


『逃げられるト思うか!?』


　吠えて駆け寄る闇の獣たち。


　たしかにここの天てん井じようは、低くはないが、オーガやトロルの手が届とどかぬほど高くもない。


　だが当とう然ぜん、彼らがこちらを攻撃するには、下に集まることになり──


　そこを狙ねらって。


「氷結弾フリーズ・ブリツドっ！」


　かこきぃぃぃぃんっ！


　上から放ったあたしの冷気呪文が、集まった闇の獣たちを一気に凍こおりつかせた！


　むろん相手はまだまだ残っているが、じゅーぶん牽制にはなったはず。


　実じつ際さい、残った連中は、距きよ離りを取ってこちらをにらみつけているだけ。むやみに突っ込んで来ようとする者はもういない。


　よーし。どーやらペースはこっちが摑つかんだようである。


「メギガ、下ろして」


『──わかりました』


　あたしは、氷づけになった連中のそばに降り立つと、ぐるりと一同を見回して、


『ゴルバが出るまでもない、なんて言ってた奴もいたけど……


　これでもそう思う？


　──あ。ひょっとして。


　これだけ騒さわいでも出てこない、っていうのは、こっちが怖こわ──』


　瞬しゆん間かん。


　ほとばしる殺さつ気きに、あたしは挑ちよう発はつ半なかばにことばを切って、身をひるがえす！


　そばを何かが通り抜け──





　がぎんっ！





　闇の獣たちを封ふうじていた氷をうち砕くだく！


　なにっ!?　今のはっ──！


　氷から解き放たれた闇の獣たちが、あわててあたしから距離を取る。


　そして──


『おおっ！』


『待っていたゾ！』


　期き待たいに満みちた声とともに、彼らの視線が集まった。今の一撃──攻撃呪文が飛び来た方向に。


　あたしもそちらに目をやって──


『ほーっほっほっほ！　たかだか一人二人の侵しん入にゆう者しやに手こずるとはまだまだあなたたちも甘あまいわねっ！


　しかぁぁぁぁしっ！


　このわたし、白蛇サーペントのナーガが来たからには、頭を抱かかえたリナにそっくりなひとやマンティコアなんて敵じゃあないわっ！


　……けど本当によく似にてるわね。リナに。


　当人だったりしたらびっくりね』


　そう言い放ったのは、むろんのこと──


　長い黒くろ髪かみ黒マント！　無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム！　首にはドクロのネックレス！　あふれる魔力に足りない分ふん別べつ！


　かつてはあたしのライバルを自じ称しようしていたような気もする、人じん災さい魔ま道どう士し白蛇サーペントのナーガ！


　ああああああああああああ。


　もぉ一体どこからツッコミを入れればいいものやら。


　あたしは自分の髪の毛を、わしわしかき回しながら──


　とりあえず、まだ話の通じそうな闇の獣たちに向かって、


『ちょっと！　あんたたちの目的って、人間を打だ倒とうすることじゃなかったのっ!?』


『その通りだ！　それガどうしたっ!?』


　半ハ人ー半ピ鳥ーの一匹が吠えるのに、あたしは指先でこめかみを押さえつつ、もう片方の手でナーガの方を指して、


『じゃあ……なんだって人間のナーガが一いつ緒しよにいるのよっ!?』


　ざわりっ。


　あたしのことばに、闇の獣たちがざわついた。


　ナーガの方に視線を向けて、口々に何やらつぶやきはじめる。


『……ニンゲン……？』


『まさか……副ふく首しゆ領りよう様がニンゲン!?』


　副首領てオイ。


『イヤ！　ありえン！　ナーガ様がニンゲンだなどと！』


『そーだよナー。あれがニンゲンのわけナイじゃん』


『ソウソウ。ないない』


　げらげらげらげら。


　……うっわぁー。


　種族が違っても、ナーガに対する感想はあたしといっしょなんだ……


　だが、この共通認にん識しきに、異いを唱となえる者がたった一人だけいた。


『ちょっとっ!?　何言ってるのよみんなっ！


　わたしは人間に決まってるじゃないっ！』
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　抗こう議ぎの声を上げるナーガに、闇の獣たちは口々に、


『わははは。冗じよう談だんはもういいデスって。ナーガ様』


『──いや待て。ナーガ様のコトだ。


　ひょっとしたら、何かの策さくがアッて、あんな無む理りのアル噓うそをついていらっしゃるのカモしれん』


『──なルほど！　そウいうことなら。


　わカりました！　ニんゲンだということにしておきましょう』


『そうそうニンゲン！』


『ええもぉニンゲンに決まってマス』


『ちょっとぉぉぉぉぉぉぉっ！』


　闇の獣たちのぞんざいなあいづちに、怒いかりの抗議をするナーガ。


　……いや……その格かつ好こうしてる限り、おまいに怒る権けん利りはないと思うぞ……


「……それはさておきナーガ……」


　ため息混まじりに、あたしは人間のことばで問いかける。


「しばらく見かけないって思ってたけど……


　なんでこんなところで、副首領に祭り上げられてるわけ……？」


　呼びかけるあたしに、ナーガはおどろきの表情でふり向いて、


『その言い方……！　ひょっとして本当のリナ!?』


「いやあの。……まあとりあえず人のことばで話せ。


　で、なんでこーゆーことに？」


「ふっ！　愚ぐ問もんねリナ＝インバースっ！」


　ナーガは人のことばに戻り、ばさぁっ！　とマントをひるがえし、


「路ろ銀ぎん稼かせぎに町で野菜売りのアルバイトをしていたら、いろいろあってこうなったに決まってるじゃないっ！」


　何があった。その途と中ちゆうは。


　……いやまあ……別に聞かなくてもいーですけど……


　たぶん、聞いたところで何の参さん考こうにもならんだろーし。


「けどナーガ、知ってるの？」


　と、あたりの闇の獣たちをしぐさでさして、


「こいつらが、人間に全面戦争をしかけよう、ってもくろんでること」


「ふっ。そういえばみんな、よくそんなジョークを言い合ってたわね」


「……いや……心の底から本気らしいんだけど……」


　言うあたしを、ナーガはしばし、きょとんっ、と見つめ、やおら大きく胸を張はり、


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　ひとしきり高笑いを上げてから、声をひそめて、


「……ほんとに……？」


　無む言ごんでこっくりうなずくあたし。


　そのそばで、人のことばもわかるメギガが、やっぱりうなずいていたりする。


「……………………」


　ナーガはしばし無言のまま、だらだら汗あせを流してから、


「……どーするのよリナ……？」


「知るかぁぁぁぁぁぁっ！


　──って言いたいところだけど……


　とりあえず今は、なんとか戦いをやめさせることが先決よ。


　──あ。ちなみに、こっちのマンティコア、メギガは味み方かただから。


　そっちのリーダーをやってるゴルバとは知り合いで、なんとか戦いをやめさせようと思ってるらしいんだけど……


　何にしろ、ゴルバ自身が出てきてくれないことには……


　──って、そういえば──


　あんたたち、なんでこんな、人の町に近い場所をアジトにしてるの？


　何か理り由ゆうがあるんでしょ？」


　もしもゴルバのたくらみとこの場所に、何か関係があるのなら、ここを破は壊かいすることで、戦いを止めることができるかもしれない。


「そうね──」


　問われてナーガは、しばし考え、


「そういえばゴルバは、こんなことを言ってたわね……」


「どんなこと!?」


「広いから便べん利りだ、って」


「そんな理由かっ!?」


　結けつ局きよく、役にも立たない情報だし。


　…………いや。


　情報は、たしかに役には立たなかった。


　しかし、ナーガが彼らから信用されているのなら、彼女を通じて説せつ得とくする、というテは使えるかもしれない！


「そうだナーガ！　あんたから、みんなに言ってくれる？


　魔ま族ぞくが近々大だい規き模ぼな侵しん攻こうをしそうな動きがある。人間とあなたたちが争いあっている場合じゃない、って」


　むろん魔族うんぬんとゆーのは口から出まかせだが。


　これでだまされてくれればいいのだが──


「えっ!?　そうなのっ!?」


　ナーガはまともに顔色を変えると、あわてて闇の獣たちに向かって、あたしのことばを伝えた。


　対する彼らの反はん応のうは──


『ハッハッハ。


　ソンナことありえませんよナーガ様。


　第一、ニンゲンが魔族の計画を知ってるわけないデショウ？』


『そんなノ、おれたちト戦うのが怖こわくテ、口から出まかせヲ言ってるだけニ決まってるじゃあありませんカ』


『そうそう。噓うそデスよ。噓』


　ちっ……あっさり見抜かれたか。


　さんざん言われて、ナーガは髪をかき上げると、


『ふっ……それもそうね……』


　うなずいて、あたしをふり向き、びしぃっ！　と指さし、


「よくもだまそうとしたわねリナ＝インバースっ！


　しかぁぁぁしっ！


　この白蛇サーペントのナーガの叡えい智ちをもってすれば、そんな噓を見抜くことなど造ぞう作さもないことよっ！


　ほーっほっほっほっほ！」


「待てやオイ！」


　だまされてたでしょーがっ！　あんただけはきっちりとっ！


　などと叫んで、蹴けりの一つも入れたいところではあるのだが──


　ここでへたなことをやったり口走ったりすれば、まわりにいる闇の獣たちを刺し激げきするだけ。奥おく歯ばをかみしめ、全力ツッコミを必死でがまんするあたし。


『ナーガ様！　ニンゲンの話なんて聞くコトはありませんゼ！』


　あたしとナーガの話し合いにしびれを切らしたのか、闇の獣たちの一匹が声を上げる。


『ソうでスよ副首領様！　ソんな連中、あなたの力でちゃっちゃっ、と、やっつけちゃってくだサい！』


『ナーガ様にナラ簡かん単たんなハズですよね！』


『ナーガ様！』『ナーガ様！』


　期きせずして、闇の獣たちの間からナーガコールがわき上がる。


　まずいっ……！　このままではっ……！


　しかし、あたしが何かのアクションを起こすより早く。


『ほーっほっほっほ！』


　ナーガのバカ笑いがあたりにこだまする！


『ふっ！　そこまで期待されたら仕し方かたないわねっ！


　なら見せてあげるわっ！　この白蛇サーペントのナーガの実力をっ！


　この程てい度どの相手、片手でもおつりが来るわっ！』


　言って、びしぃっ！　とあたしを指さす。


　ああああ。やっぱし乗せられて自分を見失いやがったよこのアマ。


『……あの……リナさん……何なんですかあのひと……？』


　いぶかしげに問うメギガに、むろんまともな答えが返せるはずもなく。


「……あーゆー生き物なのよ……」


　力無なくつぶやくあたし。


「ちょっとナーガ……」


「問もん答どう無む用ようよっ！　いくわよリナっ！」


　一いつ方ぽう的てきに言い放ち、呪文を唱えはじめるナーガ。


　……やるしかないのかっ……！


　奥歯を嚙かみしめ、思ったその時。


『っきぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！』


　響いた甲かん高だかい声は、あたしと、そしてナーガの動きさえ止めたのだった。





　一同の視線が集まる先──たいまつの明りがかろうじて届とどく端はしに、それはいた。


　老人の顔に獅し子しの体。その背中にはコウモリの翼つばさ。


　この位置からは見えないが、サソリのシッポもついているはず。


　──こいつが──


『ゴルバ様！』『ゴルバ様ダ！』


　闇の獣たちの声を背に、ゴルバは、あたしたちの方をまっすぐにらみつけたまま、ずかずかこちらに歩み寄りつつ、




[image: ]


『ちょっとメギガなによこの女、ニンゲンじゃないっ！


　あなたがニンゲンびいきなのは知ってたけどいくらなんでもとうとうニンゲンの女に手を出すなんてっ！


　情けないったりゃありゃしないっ！　きぃぃぃぃぃぃぃぃっ！』


　ヒステリックに言い放ち、じたばた足を踏ふみ鳴ならす。


　…………なんか……イメージと違うし……


　言われたメギガは、あわてて、


『ちょ……ちょっと待ってくれゴルバ！　私とこのニンゲンとは、別にそういう関係というわけじゃあ……』


『ええそうねあなたはいつも言い訳わけばっかりなんだからっ！　もうあたし、いいかげん疲れちゃった！


　ええもういいですもうわかりましたっ！　どうせあなたは同じマンティコアよりニンゲンの方がいいんでしょっ!?』


『頼たのむよゴルバ！　話を聞いてくれ』


「……あの……盛もり上がってるところ、横から悪いんですけど……」


　あたしは半ばぼーぜんと、メギガに向かって、


「ひょっとしてゴルバって……女の子？」


　考えてみれば、相手の性せい別べつまでは聞いていなかったよーな気がするが……


　こちらの問いに、メギガはややいらついた口く調ちようで、


『当とう然ぜんです！　名前でわかるでしょ!?』


「いや無む理り。」


　マンティコアのネーミングセンスについてなんて、さすがに魔道士協会でも習わなかったし。


　──しかし……ってことは……ひょっとしてまさか……


　あたしはゴルバの方を向き、


『あの、ゴルバ……ひょっとして……


　あなた、自分の好きなメギガがあんまり人間に興きよう味みを持つんで、ヤキモチ焼いて、人間をどうにかしよう、なんて言い出したんじゃあ……？』


『──えっ……？』


　あたしの指し摘てきにゴルバは、老人の顔を、ぽっ、と赤らめ、視線を外し、


『そ……そんな……好き、なんて……あたしはただ……その……なんていうか……昔なじみのメギガのことが心配で……その……』


　ぶつぶつ何やらつぶやきながら、サソリのシッポで、そばの地面にカリカリ『の』の字を書いている。


　……………………図ず星ぼしかオイ。


　……あー……なんつーか……


『──そうだったのか……ふっ。馬ば鹿かだなぁ。ゴルバ』


　ゴルバにそっと歩み寄るメギガ。


『私のニンゲンに対する興味は、単なる好こう奇き心しんって奴やつさ。


　いちばん好きなのは──きみだよ。ゴルバ』


『えっ』


　言われてゴルバはコウモリの翼をもじもじさせながら、


『そ……そんなこと急に言われても……[image: ]』


『急じゃないよ。前からそう思ってた』


『けどあたしなんて……目め尻じりの小ジワだって多いし……』


　……あー。そりゃあまあマンティコアだからなー。


『何言ってんだ。そこがかわいいんじゃないか。


　けどもし、ニンゲンとの戦いなんかがはじまって──』


　メギガはゴルバの前足に、自分の前足をそっと重ねて、


『きみにもしものことでもあったら……私は悲しい。


　だから──


　こんなことはもうやめてほしいんだ』


『……そりゃあ……メギガが……どうしても、って言うのなら……』


　メギガはゴルバをまっすぐに見つめ、


『どうしても、だよ』


『……なら……あたしはやめてもいいけど……他のみんながなんて言うか……』


『…………ふっ。そのことなら心配しなくていいわよ』


　疲れた声でナーガが言った。


『みんなもうバカらしくなって帰ったから』


　見れば──


　ついさきほどまであれだけいた闇の獣たちは、いつの間にか、すっかり姿を消していたのだった──





　かくて、人と闇の獣たちとの全面戦争は回かい避ひされたのだった。


　あたしとナーガは、むやみにいちゃいちゃするメギガとゴルバとを残して立ち去ると、近くの町でなんだかやるせない気持ちをヤケ食いにぶつけるのだった。


　めでたしめでた……し……


　……………………って……


　……なんか……あんまりな展てん開かいに、すっかり忘れていたのだが……案内してくれた子供たち、山の中にほったらかしにしたまんまだったよーな気が……


「ごめんナーガあたしちょっと用がっ！」


　頭の中のエンドモノローグをうち切ると、イスを蹴って席を立つ。


「──へ？　ちょっ──」


　とまどうナーガとメシ屋のおかんじょうをふりきって、あたしはあわてて山へと向かったのだった──







（開戦前夜：おわり）





スレイヤーズすぺりおぉる



リターン・オブ・ジジイ








　店の扉とびらが跳はね開く。


　乱みだれた足音が重なり、転がり込んできたのは六人。


　家族連づれだろうか。両親と、年とし端はもいかない男の子、という組み合わせが二組だった。


　仲のいいお隣となりさん同士の家か族ぞく旅りよ行こう、という雰ふん囲い気きではなかった。


　全員の瞳ひとみににじむのは──恐きよう怖ふ。


　父親の一人はぎらぎらした目で店の中をぐるりと見回し、もうだいじょうぶだもうだいじょうぶだとつぶやき続けている。


　家族にではなく、自分自身に言い聞かせるかのように。


　そんな一同に目をやって。


「──ねえ、ちょっとリナ」


　ささやいたのは、テーブルの向かいで、白身魚フライを刺さしたフォークを止めたままのナーガだった。


　長い黒くろ髪かみ黒マント、首にはドクロのネックレス。トゲトゲつきのショルダー・ガードに無む意い味みに露ろ出しゆつ度ど高い服。


　あいもかわらずの人じん外がいスタイルだが──あたしは最近このナーガにも、いいところがあるのを発見した。


　混こんだ店に先に入らせると、まわりの客が席を立ってくれるのだっ！


　名づけて自動エンガチョ装そう置ちっ！


　……今この店に客が少ないのは、単にごはんの時間から外れているからというだけでなく、ナーガがいるせいもあるのかもしれない。


　大きな街かい道どうからも外れた小さな町。さしかかったのがお昼時でなかったら、足も止めずに通り過すぎたろう。


　においにつられて入ったこの店も、入った時にはそれなりに混んでいたのだが、思ったよりもおいしい料理についついおかわりくり返し、気がつけば昼をとうに過すぎ、客もあたしたちを除のぞけば数人程てい度どになっていた。


　そこに、この来客、というわけである。


　ナーガは店の戸口で放ほう心しんする六人にちらりと目をやり、


「あの子供たち、見おぼえない？」


「へ？」


　あたしはあらためて家族連れに目を向けた。


　子供はどちらも五つくらいだろうか。片方は黒髪で、もう片方はあたしよりやや赤みが強いブラウンの髪。それぞれの母親にしがみつき、小さく体を震ふるわせている。


　言われてみれば……どこかで見たような気がするようなしないような……


　と、あたしが首をかしげていると。


「──どうしたんだあんたら？」


　家族連れの様子を見かねてか、入り口近くにいた客の一人、初しよ老ろうの男が声をかける。


　とたん六人は、びくんっ！　と震えて、


「なんでもありませんなんでもないです！」


　悲ひ鳴めいに近い声を上げたのは、おかーさんの片方だった。


　そのいきおいに、聞いた客の方も驚おどろいて、


「……そ……そうかい……ならいいんだが……」


　納なつ得とくいかない顔のまま、それでも口をつぐんで引き下がる。触ふれてはいけないことなのだとでも思ったのだろう。


　それで六人は、ようやく自分たちの不ふ自し然ぜんさに気づいたか、息を整ととのえ、誰だれからともなくそばのテーブルにつく。


「や……やー。お父さん、ノドがかわいちゃったなー。ジュースでも飲もうかなー。マイケルは何か飲みたいものあるかい？」


　おとーさんの片方が、とりあえず雰囲気を変えようと、黒髪の子供に語りかける。


「ラコックは何か飲む？」


　と、もう一方のおかーさんはブラウンの髪の子供に。


　その時。


「そう！　ケールとミルトンの孫まごよ！」


　ナーガが思わず大声を上げ──


　あたしがそれに反はん応のうするより先に。


　子供たち二人は大声を上げて泣き出したのだった。





　あれは、今からひと月ほど前。


　モンテールという町の魔ま道どう士し協きよう会かいであたしが出会ったのは、そこの評ひよう議ぎ長ちよう、ミルトンじーちゃんだった。


　孫のことで、隣となり町ルイーズにある魔道士協会のケール評議長とケンカになり、その白黒を競きよう技ぎでつけるという話だった。


　ミルトンじーちゃんにはあたしが手を貸かし、相手のじーちゃんにはナーガが手を貸して、結局は引き分けに終わったのだが──


　たしかそれぞれの孫の名前が、マイケルとラコック。


　考えてみればあたしもナーガも、競技のラスト近くで、ちらりと子供たちを目にしている。それで見おぼえがあったのだろう。


　──だが──


　その家族がなぜこんな所に？


　二つの町とこの村は、地図の上では近いものの、道なりに行けばかなり遠い。


　ちょっとした岩山と渓けい谷こくに遮さえぎられ、二本平行に走った街道。その片方の上にモンテールとルイーズがあり、もう一方の街道の上にこの村がある。


　街道同士がつながるのはずっと先。谷と山を越こえる道があるかないかは知らないが、もしあったとしても、決してご家族連れのピクニックに向いた道でないだろう。


　しかし──


　二つの家族は実じつ際さい今、この場にいて、ナーガのことばに子供たちは大泣きしている。


　両親たちは子供をあやすでもなく、愕がく然ぜんたるまなざしをこちらに向けて、


「ま……まさかっ……！」


　声を上げたのは父親の片方。


「あんたら、おやじたちを知っているのか!?」


　ということはやはりこの家族、ミルトンじーちゃんとケールじーちゃんの家族？


　だがその問いかけに、あたしたちが何か答えるより早く。





　ばぐわしゃぁんがらがろごがんっ！





　気け配はいの出現と同時に破は砕さい音おんが響ひびく！　砕くだけ折れ破やぶれた梁はりや屋根板が床ゆかに散ちり落ち、誰かの上げた悲鳴と混まじる！


　何かが天てん井じようをつき破やぶり、店の中へと降ふって来たのだ！


　まき上がる埃ほこりの中に、ゆらめく巨大な影かげ二つ。


「聞こえる……」


　響いたのは影の発した声。


「声が……」


　もう一方の影がそれに唱しよう和わした。


「声が聞こえる。泣き声が」


「かわいい孫の泣き声が」


　二つの影がくり返す。流れるように。歌うように。


「その泣き声を消すために！」


「孫の笑顔を取り戻もどすため！」


　声に──あたしは確たしかに聞き覚えがあった。


「ミルトン！」


「ケール！」


『ただいま参さん上じよう！』


　おさまり消えゆく埃ほこりの中で、最後は声をハモらせて、キメのポーズを取ったのは、名な乗のりの通り、ミルトンじーちゃんとケールじーちゃんの二人！


　だがこれは──一体どういうことなのか!?　顔はたしかに二人のものだが、その首から下──ゆったりとしているはずのローブを下からぱっつんぱっつんに押し上げるのは、オーガと見まごうばかりのマッチョな巨体！


　決して着ぐるみとかではない。果はてしない違い和わ感かんは消しようもないが──首から下は、どう見たところで自前の肉体。


　そのありさまを目にして──二人の家族、六人は、ひぃっ、と小さく息を呑のむ。


　泣いていた子供たちさえ絶ぜつ句くして。


　……そうか……彼らはこれから逃げ、おびえていたのか……！


「……な……！」「……な……？」


　思わず腰こしを浮うかすあたしとナーガに、マッチョじーちゃん二人は、ぎろりっ、と視し線せんを向けてから──


「おや。なんじゃ。リナさんじゃあないか」


「おお。ナーガさんも」


　二人は表情を和やわらげて、フレンドリーに声をかけてくる。


「こりゃ奇き遇ぐうじゃのぅ。いつかは世せ話わになったのぅ。そういえば礼も言うとらなんだ」


「ともあれ元気そうで何よりじゃ」


「えええええええっと。おかげさまで。はい」


　あたしは腰を引きながら二人を仰あおぎ見て、


「ふ……二人の方こそ……前にも増して元気そーで……


　というか……なんかその、ずいぶん、なんてゆーか、元気そうに見えるんだけど……どぉしたのその体……？」


　問うと、二人は声をそろえてさらりと、


『鍛きたえた。』


『うわぁ。』


　こんなえらいことになっているのに、ただのひとことで済まされて、思わずハモるあたしとナーガ。


「以前、リナさんたちに手を貸してもろうた競技会のあと……」


「わしらは一時、孫たちに距きよ離りを置かれてしもうた……」


　ミルトンじーちゃんとケールじーちゃん……いや、ミルトン・マッスルとケール・マッスルは、まるで打ち合わせでもしていたかのように交こう互ごに答える。


「そしてわしらは考えた。一体どこで道を間ま違ちがえてしもうたのか」


「答えはすぐに見つかった！　すなわち！　人の力に頼たよったことが間違っておったのだと！」


　ここでふたたび声を重ねて、


『よってわしらは自分自身の肉体を鍛きたえ上げたのじゃっ！』


　……いや。まあ。人生ってのは考えたからって必ずしも正しい答えが見つかるってわけじゃあないんだけど。だけど。


　いくらなんでもここまで間違えるとゆーのもどぉかと。


「そういうわけで」


「数日前に家族ともども姿を消した孫の泣き声を聞きつけてやって来たんじゃが」


　家族が姿を消した理由ははっきりしているよーな気がするのだが……どーやら当人たちに自覚はないらしく、ぐりゅんっ！　と家族の方に目をやり、


「さあマイケルよ！」


「ラコックよ！」


『一体何が怖こわくて泣いておる!?』


　問われて子供たちは、一いつ瞬しゆん、ひぃっ……！　と息を呑のみ、それでも意を決してか、双そう方ほうおそるおそる右手を上げる。


　指さしたのは、それぞれのおじーちゃん。


　……ま。そりゃそーだろーな。


　マッスルじーちゃんズは、ぴくりっ、と体をふるわせて──


　しかしそのあと、孫たちの指す先を追ってふり向いた！


　でもってたまたまその延えん長ちよう線せん上には──あたしとナーガ！


「……なるほど。そういうことじゃったか」


「知り合いだと思うて油ゆ断だんしたわ……」


　じじいの瞳ひとみに火が灯ともる！


「いやちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇっ！」


「リナあの二人なんだかこっち見てるわよっ！」


　むろんあたしたちのことばなど、孫かわいさに目がくらんだじーちゃんズの耳に入ろうはずもなく。


『問もん答どう無む用ようっ！』


　吠ほえたじーちゃんズの体がかすむ！　あたしとナーガは半ば本ほん能のう的てきに身をかわし──


　轟ごうッ！


　そのすぐかたわらを、風の呻うなりと獣けものの気配が駆かけ抜ける！


　瞬しゆん間かん。


　あたしとナーガ、二人の気持ちは一つになった！


　戸口の方へと飛び退のきながら、口の中、最さい速そくで呪じゆ文もんを唱となえる！


　一方あたしたちに身をかわされて、いきおい余ったじーちゃんズは、そのまま突っ込んだ店のカウンターを粉砕し、だが悠ゆう然ぜんと身を起こすときびすを返し──


　刹せつ那な、あたしとナーガが唱え終わった呪文を全く同時に解とき放はなつ！


『氷窟蔦ヴアン・レイルっ！』


　放った術じゆつも全く同じ！　術者の手などを起き点てんとし、氷のツタが壁かべを床ゆかを這はい回り、触ふれたものを氷の柱はしらと化す術！　全く同時に放たれた二つは、ぶつかり相そう互ご干かん渉しようを起こし、のたうつ氷の竜と化し、じーちゃん二人を飲み込んだ！


　ぎんっ！


　大気の悲鳴を響ひびかせて、厚あつい氷は完全に、マッスルじーちゃんズを包つつみ込む！


　おーしっ！　捕ほ獲かく成功っ！


　あたしとナーガは顔を見合わせ、ウインク交わし──


「まだ安心はできません！」


　背中からかかった声にふり向けば、そこには蒼そう白はくな顔で──しかし決然とあたしたちを見やる、おとーさんの一人。


「……どうやらお互たがい、話をした方がよさそうですが……あまり時間がありません。見てください。父たちを」


　言われてあたしとナーガはじーちゃんたちに目をやる。


　そこにはとーぜん、氷づけになったじーちゃんズ。


　呪文の相互干渉で術の威い力りよくが増したようで、氷の厚さは、オーガどころか、ドラゴンでさえ砕くだけないだろうというほど。


　その、白くかすんだ氷の奥で、マッチョじーちゃん二人はぴくりとも……


　……いや。


　あたしの背せ筋すじを悪お寒かんが走る。思わず一歩あとずさり──


「？　どうしたの？　リナ」


　ナーガに問われて──あたしは氷から目が離はなせぬまま、


「……ナーガ……氷の奥……白くにごってるでしょ……」


「それがどうかしたの？」


「よく見て。あれ……ヒビよ」


「[image: ]っ!?」


　あわててナーガもふたたび氷に目をやって──あたし同どう様よう、じわりっ、と一歩身を引いた。


　そう。


　完全に氷によって縛いましめられたように見えるじーちゃんズは、しかし、いまだに意い識しきを保ちつつ、その檻おりを砕くだくべく内部から力を加え続けているのだ！


　そしてそれは、小さな無数のヒビという形で、氷の牢ろう獄ごくにダメージを与えている。


「破られるのは時間の問題です」


　背後からの声は、煉れん獄ごくからの宣せん告こくに似て響いた。


「とりあえず、この場を離はなれましょう。話はその道々で」


　提てい案あんに、あたしとナーガとて、むろん異い論ろんがあろうはずはなかった。





「……なるほど。あの競技会の時にいらっしゃったんですね」


　村を出て一いつ旦たん山の中へと身をひそめ。


　まずはあたしたちが、じーちゃんたちとのかかわりを話したあとで、マイケルパパはそう言ってうなずいたのだった。


　──むろんのこと、マイケルパパとゆーのは本名ではない。


　ちゃんとお互い自己紹介は済すませたのだが、めんどくさいので、マイケルくんの両親はマイケルパパとマイケルママ、ラコックくんの両親は以下同様に呼ぶことにする。


　緑の中、思い思いの姿し勢せいであたしたちは話を続けていた。


「あの競技会のあとしばらく、うちのおじいちゃんとミルトンさんは、いっしょになって落ち込んでいたらしいんです」


　と、今度は身ぶり手ぶりを交えてラコックママ。立ったままなのは服が汚よごれるのを嫌きらってだろうか。その腰には、おびえたラコックくんがしがみついている。


「けどある日、体をきたえる、って言い出して。ムリだからやめて、って言ったんですけど、聞いてくれなくて……


　あんのじょう、ムチャをしては腰とかヒザとかをいためて何日か寝ね込こむ、なんてことを何度かくり返していたんです。


　ところが……あれは何日前だったか……」


「五日前でした。ちょうどお隣のミッシェルさんが男の子を産うんだ日でしたから」


　倒とう木ぼくに腰こしを下ろしたマイケルママが続ける。隣に座すわるマイケルの頭をなでながら、


「体を鍛えるいい方法があると、にこにこして出ていって……


　その二日後。


　あの体になって帰ってきたんです」


「おじいちゃんは強くなったと。孫との仲はコミュニケーションが第一だと、そう言い張はって何も聞かず……子供が完かん全ぜんに引いているのもおかまいなしに……」


　落ち着きなくあたりを歩き回りながら、マイケルパパが続ける。


「冗じよう談だんめかして呪文で氷づけにしてみたこともあったんですが、笑いながら砕くだかれて……


　でも私に向けられた目がちっとも笑ってなくて……


　あの時は怖こわかったなぁ……」


　そんなことやったのか。おっさん。


「ひょっとしたら、ケールさんか家族の人が、何か知っているかもしれない、と思って連れん絡らくを取ってみたら、そっちでも同じようなことになっていて……


　双そう方ほうの家族が相談して、話し合っているうちに、だんだん怖くなって来て……


　このままではいつか、あのパワーで頭なでなでや高い高いをされた子供がケガをしてしまうかもしれない。とりあえず、安全な所に身を隠かくそう、ということになって……


　二人が眠っているうちに、みんなでこっそり家を抜け出して合流して、渓谷越ごえまでしてここまでやって来たんですが……


　それが……こんなに簡かん単たんに見つかるなんて……」


　マイケルパパの声が沈しずむ。


　立木に背をあずけたラコックパパはただ無言。


「……んーむ……」


　話を聞き終え、あたしは唸うなって頭を搔かくと、


「まさか、たった二日きたえただけであんなふーになるはずもないし……その間に何かあったんだろーけど……


　けど考えてみれば、あたしとナーガって、単に巻き込まれてるだけだし。


　正直、このまま逃げちゃいたい気分ではあるわよねー……」


「ふっ。たしかにああいうのに関わりたいとは思わないわね」


　げんなりと苦笑を漏もらしてナーガが続ける。


「あ、あの！」


　見み捨すてられては困るとあわてて声を上げたのは、またもやマイケルパパ。


「その、勝手な願いとはわかっていますが、できれば力を貸かしてもらえませんか？


　あ！　もちろん、いくばくかのお礼はさせてもらいますが！」


　──お礼──


　蠱こ惑わく的てきなそのひとことに、あたしとナーガは、一いつ瞬しゆん、ぴくりっ、と立ち止まり──


「でも……力を貸かす、って言ったって、まさかあの強化型おじーちゃんたちを攻こう撃げき呪文でこなみじん……ってわけにもいかないでしょ？


　あなたたちといっしょにえんえん逃げ回り続ける、っていうのも意味ないし……」


「おじーちゃんをもとにもどして！」


　声を上げたのはマイケルくんだった。


「今のおじーちゃんはこわいけど、昔のおじーちゃんはやさしかったよ！」


「……ぼくも、おじいちゃん、もとにもどしてほしい……」


　泣きそうな声でラコックくんもつぶやく。


　なんか……断ことわれる雰囲気ではないのだが……


　あたしはしばし考えて、


「もとに戻すことができるかどうかはわかんないけど……


　ともあれ、なぜ二人があんなふーになったのか、その原因を探さぐることが第一ね。


　心当たりとか、ないの？」


「……ええっと……」


　マイケルパパは首をかしげて、


「ものすごく鍛えたとか？」


「実はすごくリアルにできた筋肉の着ぐるみを着ているとか」


「変な生き物がおとうさんのふりをしているだけかもしれませんわ」


　マイケルママとラコックママが口々に続けて──


「魔道で強化したのだろう」


　ぽそりっ、とつぶやいたのはラコックパパ。


　一いつ拍ぱくの間があって──


『それだぁぁぁっ！』


　他のパパママが声を上げ、ラコックパパをほめそやす。対するラコックパパは、ただ憮ぶ然ぜんと沈ちん黙もくするのみ。


　……いやあの。


　魔道士協会の評議長がある日いきなりマッチョになったら、魔道による強化をまず考えるのは当たり前のことなんですが……


　ラコックパパ以外のみなさん気づいてませんでしたかそーでしたか。


　──まあ、ある日いきなり、自分の年老いた父親がマッチョになって帰って来たりしようもんなら、混こん乱らんのあまりまともな判はん断だんができなくなるのも無む理りはないが……


「……だからそのあたしは、『そういうジャンルの研究をしている魔道士に心当たりはないか』って意味で聞いたつもりだったんだけど……」


「それならひょっとして」


　と、ラコックママ。


「おとうさんはああなる少し前、片眼鏡モノクルをつけた女性の魔道士と会ってました。夕方の買い物に出かけた時、二人が町で話しているのをたまたま見かけただけなんで、その時は仕事の打ち合わせか何かなんだろう、って思ってましたけれど、ひょっとしたらあれが……あ。もちろん全然関係ないのかもしれませんけど」


　──片眼鏡モノクルの女魔道士──


　そのことばに、あたしとナーガは無む言ごんのうちに視し線せんを交わす。


　じーちゃん二人が孫バカ競技をやった時、司し会かい進行をしていた女魔道士が片眼鏡モノクルをつけていたのに思い当たったのだ。


「そうすると何にしても、一旦、協会のある町に戻もどる必要はありそうね。


　山越えをすることになるけど……家族連れでそれをしてきた、ってことは、浮遊レビテーシヨンか何かの術を使える人がいるんでしょ？」


　問いに、パパたち二人が小さくうなずき──


　かくてあたしたちは、かつて通り過すぎた町をふたたび訪おとずれることになったのだった。





　どこにでもある普ふ通つうの町。


　それがここ、ルイーズの印いん象しようだった。


　魔道士協会があって、ちょっとローカルな由ゆい緒しよ正しき名所があって、警けい備び兵へいたちの小さな駐ちゆう屯とん所じよがあって、大通りにはちょくちょく露ろ店てんが並んで。


　そんな町にある魔道士協会の一室で。


「まあ、確たしかにそういう薬を渡しましたけど」


　それが地なのか、それともこんな事件にかかわりあいになるのはイヤなのか、片眼鏡モノクルの女魔道士──リイタ＝アントルードはヤル気のない口調でそう言った。


　やはり彼女は、あの時の司会進行をやっていた人だった。


　二十代の後半といったところか。美人だがどこかヤル気がなさそうで、今はあの時と違って、しゃれっ気けも何もない実験用のぞろりとした黒いローブを纏まとっていた。


　小さな会議室の中、パパママたちは彼女に詰つめ寄よらんばかりに立っているが、対する彼女はだらしなくイスに身をあずけていた。


「なんでそんなものを!?」


「なんで、って……」


　かみつくマイケルパパに、リイタはやはりめんどくさそうに、


「そういうモノがあるなら使わせてくれ、って言われたから」


「……言われたから……」


　あきれるマイケルパパに、彼女は悪びれたふうもなく淡たん々たんと、


「人間の身しん体たい機き能のうに関する研究、っていうのを私はやっていましてね。ヒトの筋きん肉にくについてもいろんな実験をやってるんですよ。


　で、ある日評議長たちが、『お前は確か人の体を研究していたはずだが、短期間で体が丈じよう夫ぶになるものはないか』って聞いてきたんで、そのちょっと前に試し作さく開発した、『めきめきマッチョ汁じる』を渡した。それだけですよ」


　ヤな名前だなぁ……


「じ、じゃあやっぱり、あんたが父さんたちをあんなふうにしたのかっ!?」


「あー。カン違いしないでくださいね」


　しかし彼女は、詰つめ寄よるマイケルパパのいきおいをどこ吹く風と受け流し、


「ひょっとして、薬の副ふく作さ用ようで二人が暴ぼう走そうしてる、とか思ってます？


　副作用がないことは実じつ験けん済ずみですから。


　しいて欠点を挙あげるなら、ちょぉぉっとマッチョになりすぎることくらいですかね。


　あの二人はただ、若い頃ころ以上の力を手に入れて、はしゃいで勝手に暴走しているだけですから。


　つまりはあくまであの二人のせい。


　私にも責任がある、って言いたいのなら、その前にあの二人に文もん句く言ってくださいね」


「……………………」


　反はん論ろんに口をつぐむマイケルパパ。


　ならば──と、今度はあたしが問いかける。


「だったら、評議長たちの体をもとに戻す──その薬と逆の作用の薬って作れない？」


「ふむ」


　彼女はしばし宙ちゆうを眺ながめて考えて──


「あー。原げん理り的てきにはできるかも」


「本当ですかっ！」


「それはぜひとも！」


「お願いしますお願いします！」


　おがみ倒たおすパパママに、彼女はやはりヤル気のない口調で、


「二日くらいかかりますけど。あと、製せい造ぞう費ひ用ようは請せい求きゆうしますから。


　……でも……」


「でも？」


　不安顔で問うマイケルパパに、リイタは、


「それでもとに戻ったとしても、あの二人なら、やっぱりまたいつか似たようなことやるんじゃあないかと思いますけどね。


　今回も、これで評議長もこりるかと思って薬を渡したんですけどね。こりるどころか調子づいちゃってますし。


　そのたびにまわりの人が振り回されるっていうのもね。


　こーいうことは一度しっかりと家族で話し合ってもらわないと」


「……努力してみます……」


　家族一同恐きよう縮しゆくして──


　ともあれかくて、じーちゃんをもとに戻すべく、薬品の製せい造ぞうは開始されたのだった。





　血の色をした夕焼けは、なぜか心をざわつかせる。


　魔道士協会の五階にある評議長室のテラスからは、ルイーズの町が一いち望ぼうできる。


　あたしたちがここを訪れて今日で二日目。


　リイタのことばを信じるならば、そろそろ薬ができてもいい頃なのだが……


　どうにもイヤな予感がする。


「こんなところでどうしたのよリナ。まさか、夕日を見て感傷にふける、なんて、らしくないことしてるんじゃあないでしょうね」


　後ろから聞こえたのは、ふり向いて確かめるまでもない、ナーガの声。


　あたしは景色けしきを眺ながめたままで、


「なんか……イヤな予感がするのよねー」


「予感？」


　あたしは小さくうなずいて、


「……でもって、こーゆー時のあたしの予感って、ムダによく当たったり……」


　つぶやきを、あたしは止める。


　夕暮れを渡り来る風の中に、かすかな悲ひ鳴めいを聞いたような気がしたのだ。


　風上に目をやれば、やはり平へい穏おんな夕暮れの町まち並なみ。だが。


「何か聞こえたわね」


　ナーガの漏もらしたつぶやきが、今のが気のせいなどではないと語っていた。


　二人でしばし風に耳をすまし──
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　破は裂れつしたような子供の泣き声は後ろから。


　あたしとナーガはきびすを返し、声の方へと駆かけてゆく！


　廊ろう下かを抜けた奥の部屋。二日前までは物もの置おきだったそこには今、二家族六人が身をひそめている。


　ドアを開ければ、とまどい顔のパパママたちの中、マイケルくんとラコックくんが大声を上げて泣いていた。


「急に泣き出したんだ」


　あたしたちに気づいたマイケルパパは言う。


「──どうしたんだいマイケル？」


　問いかけられて、マイケルくんは声を上げて泣きながら、


「ぐるーっ！　ぐるーっ！　おぢーぢゃっがーっ！」


　……おじいちゃんが……来る!?


　全員が、蒼そう白はくな顔を見合わせた。


　子供の妄もう想そうと言ってしまえばそれまでだろう。たしかに、部屋にこもっていた子供に、そんなことがわかるはずもない。


　あたしの不安も夕日が呼よび起こしただけのものかもしれないし、風に乗って聞こえた悲鳴も、顔にごきぶりが飛んできた誰かが上げたものかもしれない。


　だが。


　小さな予よ兆ちように振ふり回されるのは愚おろかだが、すべての予兆をただの気のせいと切って捨てるのもまた愚か。


　あたしとナーガは顔を見合わせうなずきあって、もとの部屋へと駆かけもどる！


　飛び込んで、あたしは天井からぶら下がっているヒモを引いた。


　ちりちりちりちりちりちりちりちりちりんっ！


　協会の建たて物もの、地下から最上階にまで響き渡ったのは、コールベルを流用して作った警けい報ほう機きの音。窓まどぎわの、雨どいを利用した伝でん声せい管かんのフタを開け、あたしは声をはり上げる。


「おじいちゃん警報発令ワーニング！　おじいちゃん警報発令ワーニング！


　警けい戒かいレベルイエロー！　全スタッフは目標の探たん知ちに全力を尽つくせ！」


　宣せん言げんに、魔道士協会の建物は一気にあわただしさを増す！


　そう。


　強化型じーちゃんズが、いつか孫たちを求めてこの地にやって来るだろうということは予想していた。


　そこであたしたちは一いつ致ち協力して、リイタの薬が完かん成せいするまで、この魔道士協会の建物を、対じーちゃんズの防ぼう衛えい拠きよ点てんとすることにしたのだ！


　ここ最上階、評議長の部屋が、当の評議長を迎むかえ撃うつための司令部として機き能のうすることになったのは皮ひ肉にくとしか言えないだろう。


　合あい図ずとともに、一階に待たい機きしていたスタッフたち何人かが町中に散ちり、相手の姿すがたを探しはじめる。もし見つければ、合図を送ってくるはずである。


　もちろん、ただの思い過すごしであってくれた方がありがたいのだが……


　あたしとナーガは窓からルイーズの町まち並なみを見下ろす。ここからでは死角になっている部分もあるが、そこは他のスタッフたちが別の部屋から監かん視しして、何かあれば伝声管で連れん絡らくしてくる手はずになっていた。


　待つだけの時間は長い。一体どれほどそうして外を眺ながめていたか。陽ひの傾かたむきからするとそれほど経たっていなかったはずだが──


　光が。


　小さな光が、町の彼方かなたに生まれ出た。


　上空へと放たれた魔力の明り。それは、調査に出たスタッフからの合図。


　意味は──目標発見。


　あたしはそばの伝声管に飛びつき声をはり上げる！


「斥候サーチヤーより合図シグナル確かく認にん！　警戒レベルイエローからレッドに移い行こう！　各員迎げい撃げきポジションにつくと同時に通ゲ路ー扉ト閉へい鎖さ！　あくまで足止めに専せん念ねんすること！」


「リナ！」


　悲鳴に近いナーガの声に、窓の外に目をやると──


　夕暮れの町に、新たな光が生まれていた。


　さきほどの光より、いっそう近い場所に生まれた魔力光。


　目をみはるその間にも、さらに近くに一つ。さらに近くに一つ。光が次々放たれる。


　まるで伸のび来る光の道。人ならざる速さでまっすぐこちらを目ざしてやって来る！


「これは──宣せん戦せん布ふ告こく！」


　思わず上げた自分の声が、かすかに震ふるえていた。


　調査に出したスタッフの数は、十分ではあるものの、決して多くはない。今、町に灯ともる明りの数より少ないだろう。


　つまり。


　あの明り──最初の一つを覗のぞいては、スタッフが放ったものではないのだ。


　それが合図だと気がついて、じーちゃんズが、こちらの迎撃を受けてたつとの宣言がわりに、ゆく先々に解とき放はなっているのである！


　光の道はみるみる建物に近づいて来て──


「一階！　来るわよ！」


　あたしは伝声管に向かって、怖おぞ気けとともに声を吐はき出す。


『こちら一階玄げん関かん！　守りは完かん璧ぺき……』


　伝声管から返ってきた声は突とつ如じよとぎれて、かわりに響く破は砕さい音おん！


『ば……馬鹿な！　こ……これがおじいちゃんだというのか!?　ぐわあぁぁぁぁぁっ！』


　悲鳴と──沈ちん黙もく。背せ骨ぼねにつめたい何かがはりついていた。


　あたしはそれでもなんとか気をとりなおし、


『……一階。応おう答とうせよ』


　おさえた声で呼びかける。返事は期き待たいしていなかったが──


『ふぉっほっほ。リナさん、一体何ごっこをやっておるんじゃ』


　返ってきた。ミルトンじーちゃんの声が。


『しかしこれでは運動にもならんなぁ。最近の若い者は情けない』


　続くケールじーちゃんの声。


　──あたしとて、みんなの働きにそれほど大きな期待をしていたわけではないのだが……まさか時間かせぎにすらならないとは……


　あたしは伝声管に向かって声を上げる。


「一階が突とつ破ぱされた！　各階警戒レベル、レッドからオーバーレベルに移行！　冷気系に限かぎって攻撃呪文の使用も許きよ可かする！　これは演えん習しゆうではない！　くり返す！　これは演習ではないっ！」


『ほぉう。面おも白しろい』


『それじゃあ一いつ丁ちよう、もんでやりますかな』


　二人の声は、そこで終わった。


『に……二階西階段ですっ……！』


　ほどなく伝声管から聞こえて来たのは、おびえきった男の声。


『ドアが……ドアがノックされてます！』


　報告に、あたしは奥おく歯ばを嚙かみしめる。


　相手は手に入れた力に酔よいしれて、遊んでいる。獲え物ものをなぶる獣けもののように。


　ここの建物は全部で五階。じーちゃんたちが本気になれば、果たしてどれほど保もつものか……


「……ふっ。どうやらこのわたしたちが出るしかないみたいね」


　言うナーガの声さえも、いつもに比べて緊きん張ちようしているような気がした。


　二階につながる伝声管から破砕音と悲鳴が響き──


　ばたむっ！　と後ろの扉が開いたのはその時だった！


　びくりとふり向き──だがそこにいたのはじーちゃんズではなく、家族六人と、そしてリイタ！　ちなみに子供たち二人はもう泣きやんでいる。


　この一同がそろって現れたということは──


「完成したの!?」


　あたしは安あん堵どとともに声を上げる。もちろん、こちらの話が筒つつ抜ぬけにならぬよう、伝声管のフタは閉めて。


「ふっふふふふふ……」


　おそらく徹てつ夜やをしたのだろう。目のフチに黒いクマつくり、リイタは含ふくみ笑いを漏もらすと──


　高々と、右手のビーカーをさし上げる！


　その中には、液えき体たいなのになぜか紫むらさきの斑はん点てんがある緑色の薬品！　一応栓せんはしてあるが、においとか想像したくないっ！


「完成した！　ついに！」


　徹てつ夜やのせいか、それとも時々こーなるのか、やたらとテンションが高い。


「我わがことながら神の御み業わざか悪魔の所しよ行ぎようか！　ヒトの筋肉と骨ほねを溶とかし尽つくす、その名もおじいちゃんデストロイヤ！」


「またそんな名前を」


　あたしがつぶやき、


「つうかデストロイしないでくださいっ！」


　マイケルパパが涙なみだ目めでツッコむ。


「死んじゃうでしょうがそれあきらかにっ！」


　言われてリイタはしらけた視線をそちらに向けて、


「これ、あくまでも原液。


　相手をプールとかに入れてこれを流し込めば、濃のう度どに応じて徐じよ々じよに筋肉や骨がしぼんでいくから、適てき当とうなところで引き上げて水洗いしてくださいね。


　間ま違ちがっても原液ふりかけたりしたら、ほんとーに死んじゃいますから」


「それで、そのプールか何かみたいなところはどこにあるんです？」


　マイケルママの問いかけに、リイタは困り顔で、


「そこまで私に用意しろって言われても」


「じゃあどうするんですかっ!?」


　叫さけんでどうなるものでもないが、叫びたくなる気分はわかる。じーちゃんズはもうすぐそこまで来ているのだ。水はどこだと話をしている間にも、ドアの向こうから姿を現すかもしれないのだ。あせるなという方が無む理りである。


「水といえば！　プールじゃあありませんけど、すぐ近くに井い戸どがありますよ！」


　表情をかがやかせてラコックママが言う。


「そこに薬を溶とかして、なんとか二人を誘さそい込めば！」


「井戸は地下水すい脈みやくで繫つながっている。あたりじゅうの井戸水に薬が溶け込んで飲めなくなるぞ」


「じゃあどうすればいいんですかーっ!?」


　ラコックパパに言われてキレるラコックママ。


「ほーっほっほっほっほ！　一体何を言い合ってるのかしらっ!?」


　混こん乱らんした場に響いたのは、普ふ段だんから混乱しまくってるナーガのバカ笑い！


「プールがなければつくればいいのよっ！」


「何をばかなことををををっ！」


　マイケルパパが叫ぶが──そうか！


「それよナーガ！　ナーガはプールをつくって！　あたしはそこに二人を追い込む！」


「ふっ！　わかったわリナ！」


　本当にわかったのか、単にいきおいで言っているだけか、ナーガが答える。


　あたしはその他みんなに向かって、


「というわけで、薬と子供たちは借かりるわよ！」


「──ちょっ……！」


　子供を借りる、という発言に、ラコックママが身を乗り出して抗こう議ぎしかけるが、ラコックパパがそれを制せいして、子供たちに問いかける。


「お前たちがお姉ちゃんを手つだえば、お姉ちゃんはおじいちゃんたちをもとに戻してくれるらしい。どうだ。やるか」


『うんっ！』


　即そく座ざに迷まよわず。声をそろえて子供たちはうなずき──それで、話は決まった。


　あたしは子供二人を抱かかえて。ナーガは一人で。呪文を唱となえ──


『翔封界レイ・ウイングっ！』


　そして、四人は宙に舞まう！





　濃のう厚こうな敵てき意いと重圧感プレツシヤー。


　背はい後ごに出現したそれに、あたしは事じ態たいを理り解かいした。


　最上階に到とう達たつしたじーちゃんズが、あたしとナーガを敵として認にん識しきしたのだ。


　ふり向くまでもなく、相手の次の行動はわかる。窓から飛び出し浮遊レビテーシヨンの呪文を唱え、落下の速度を殺して着ちやく地ち、大地を駆けてあたしたちを追いはじめる。彼らがあたしたちに追いつくには、それしか手しゆ段だんがないのだから。


　あたしたちが今使っているのは、風の結けつ界かいを身に纏う、高速飛ひ行こうの術である。重じゆう量りようと高度と速度の和が術者の力量に比ひ例れいする、コントロールの難むずかしい術だった。


　じーちゃんズがこれを操れるとは思えない。浮遊レビテーシヨンくらいは使えるだろうが、移い動どう速そく度どが違いすぎる。


　とはいえこちらも、子供二人を抱かかえていては、どうしてもそれほどのスピードは出せない。追いつかれるのは時間の問題だが──


　と、その時。


　眼がん下かに、裏うら通どおりから続く、ちょっとした広場のような場所。そこにぽつりと井戸一つ。


　よし見つけたっ！


　あたしはナーガに目で合図を送り、一行はそちらへと向かう。


　術を解かい除じよし、広場の片かた隅すみに子供たちとともに舞まい降おりる。


「ナーガ！　三回ほどお願い！　こっちに当てないようにね！」


　あたしは言って──待つことほどなく。


　……ど……どどどどどどどどっ！


　獣たちの暴ぼう走そうにも似た足音が町を揺ゆらして──


『見つけたぁぁぁぁっ！』


　通りの角から姿を現したマッチョじーちゃんズは、足を止めて声をハモらせた。


　巨体マッチョの首から上は、よぽよぽとしたじーちゃんの顔。だがそこに温おん厚こうさなどみじんもなく、己おのが力に酔よい痴しれた光を瞳ひとみにたたえるばかり。


　その目をにらみすえ、あたしは声をはり上げる。


「お孫さんたちがこわがってるのがわかんないの!?」


　だがじーちゃんズは、動揺の気配すら見せず、


「なぁに。怖がっとるわけじゃない。わしらが急にこんなにたくましくなったから、ちょいとびっくりして混こん乱らんしておるだけじゃよ。のうマイケルや」


「しばらくいっしょに過すごせば、ラコックだって、わしといっしょにいるのが一番幸せだとわかるはずじゃ」


　口々に、ストーカーっぽい身勝手なセリフ。カン違いもはなはだしい。


　じーちゃんズは、確かに力を手に入れた。だが以前より力を手に入れたからといって、その分だれかにより愛されるかといえば、そうとは限らないのである。


　しかし口で言ってわかるなら、とっくに誰かに説せつ得とくされて心を入れ替かえていたはず。そんなことはわかっている。


　あたしがこうして話をしているのは、時間かせぎと、相手の動きを止めるため！


　そして。


『海王滅殺斬ダルフ・ゾークっ！』


　エコーのかかったナーガの声が響く！


　とたん、そばの井戸から夕暮れの空に巨大な白はく蛇じやが舞まい上がる！


　井戸の中に入ったナーガの放った術である。水を、あるいは刃やいば、あるいは槍やりと化し致ち命めいの一いち撃げきを加える術！　大量の水がないと使えないが、井戸水は無む限げんの地下水脈とつながっている！


　ふき上がった水柱は、まさに巨大な蛇へびのごとく、空中で曲がり軌き道どうを変えて、じーちゃんズの方に向かって突っ込んでゆく！


『甘いわ！』


　吠ほえて身をかわすじーちゃんズ。水の槍は地面を穿うがち、ただの水へと還かえる。


「威い力りよくは大きいようじゃが！」


　ミルトンじーちゃんの嘲ちよう笑しように──


『海王滅殺斬ダルフ・ゾークっ！』


　ナーガの二発目！


「かすりもせんわ！」


　ケールじーちゃんの挑ちよう発はつと同時に、三発目は、あたしから少し離はなれたところに着ちやく弾だん。


「これで罠わなのつもりか!?」


　ミルトンじーちゃん、余よ裕ゆうの嘲笑。


　二人はこれを、攻撃だとカン違いしてくれているようである。狙ねらい通りに。


　残ざん念ねんながらそうではない。今のは攻撃ではなく──作さ業ぎよう。


　術はちゃんと当たったのだ。地面に。


　水の槍は深々と大地を穿ち、その穴の中でただの水に戻っている。


　これでプールは完成した！


　あとはじーちゃんズに、この中に入ってもらうだけだが──もちろん、頼たのんだところで入ってくれるわけはない。


　ならば。入らなければならなくすればいいのであるっ！


　あたしは口の中で呪文を唱え──


　両脇の子供たちのえり首ぶら下げ、無む造ぞう作さに、目の前のプールにほうり込む！


　事前には何も言っていない。おどろきもがく子供たち。


『うおおおおおおおおおおっ！』


　あわてて駆かけ寄るじーちゃんズ。ざぶんとプールに飛び込んで──


　その瞬しゆん間かん。


　あたしはプールの端はしに手をつき、唱えた呪文を解とき放はなつ！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　それは石人形ゴーレムを生み出す術だった。プールの端はしの地面がみるみる形を変えて、大きな人型となり、立ち上がる。両手で子供たちをつまみ上げて。


　壁がゴーレムとなって削けずれ立ち上がった分、水位が下がる。じーちゃんズが事態を理解し、動きだすよりも早く。


　あたしはそのプールの壁に向けて、リイタから受け取った薬のビンを投げつけた！


　ガラスが割れる硬かたい音。


　薬は水に流れると、それまでは斑点になっていた紫と緑が混まじり合い、ヤバげな煙けむりを上げはじめる！


「うっ!?　ぐっ！　なんじゃこりゃあっ!?」


「ち、力がっ！　抜けてっ……！」


　じーちゃんズはもがきわめくが、徐じよ々じよに減げん退たいしていく力のコントロールがうまくいかないのか、ばちゃばちゃと水を搔かくばかり。


　そして。


　ころあいを見計らい、あたしがゴーレムに命じて二人を引き上げた時には。


　じーちゃんズは、もとのよぼよぼに戻っていたのだった。





　──こうして。


　二つの町の魔道士協会に、後々『ご老ろう体たいマッチョ化事件』と記録されることになる事件は終わりを告げたのだった。


　……まあ、あとであたしは家族のひとから、『いくら作戦とはいえ子供をプールに投げ込むな』とか言われたりもしたのだが、結局ちゃんとお礼ももらって、おおむね問題なしである。


　だが。


　じーちゃんズのマッチョ化がもとに戻ったとはいえ、じーちゃんズの孫バカがなおったわけではなく、リイタが変な薬の研究をやめたわけでもない以上、こんな事件は、ひょっとすると明日にでも、また起こるのかもしれない。


　孫バカ。


　それは、人じん類るいが永遠に抱かかえ続けなければならない問題なのかもしれない。


　……ごめん。我われながら今の言いすぎ。







（おしまい）







　あとがき



神坂一＋Ｌ　　









作：夏だ！　花火だ！


　　とゆーわけでスレイヤーズすぺしゃる二十三巻『ブレイク・オブ・ディスティニー』をお送りしますっ！


Ｌ：夏て。これが発売される頃って、もう立りつ派ぱに秋だと思うんだけど。


作：確かにそーだが、気にしちゃだめだっ！


　　このあとがきを書いている時点では夏まっ盛さかり！　私も今年は夏を満まん喫きつしまくりの今日この頃っ！


Ｌ：とゆーと海かい水すい浴よくとか？


作：何を言う！　夏といえば稲○淳二怪談ライブとかに決まっておろうっ！


Ｌ：………………まあ確かに……夏っぽいっちゃあ夏っぽいけど……


　　行って来たんだ……


作：もちろんっ！　みんなでペンライトがわりに線せん香こうの束たば振ふりながら『わたしにも聞かせて』コール大合唱！


Ｌ：そんな怪談ライブがあるかぁぁぁぁっ！


作：はっはっは。まあ一部事実とは異ことなることは認めるが。


　　ともかく満喫しまくりっ！


Ｌ：うらやましくない満喫ねー……


作：むう。誰も皆なぜかそう言うのだが。そんなに強がらなくても。


Ｌ：いや。素す直なおな気持ちで。


　　ふつー夏を満喫って言えば、祭りとか避ひ暑しよ地ちとか海とか。


作：波間から海水浴客を引ひっ張ぱり込む白い手とか。


Ｌ：思うんだけど。


　　作者あんた、実は夏、嫌いでしょ。


作：何をおっしゃいますことやら！


　　夏！　それは一年で一番多く実話怪談本とか出る季節っ！


Ｌ：そこかっ!?


作：他にもお盆ぼんに里帰りして川魚を金魚のエサで餌え付づけしまくったり！


　　夏とは直接関係なくても、いきおいを借りていろいろエンジョイしまくりですよっ！


　　たとえばギョーザテーマパークでハシゴ！　そこでまたまた新発見っ！


Ｌ：ギョーザで新発見？


作：そうっ！　それは、ドリンクなど他のものを一切口にせず、ギョーザのみ五軒けんもハシゴすると、理由もなく死にたくなるという意外な事じ実じつ！


Ｌ：……いや、それは新発見とゆーか。わかれ。食べる前に。


　　まあつまり、作者の夏満喫要よう因いんを要よう約やくすると……


　　怪談・魚のエサ死。


作：いや待て待て何だその器き用ような単語トリミングは？


Ｌ：イメージとしては、遠とお縁えんのおじさんから海辺の洋館とかを相そう続ぞくすると、魚に似ていなくもない生き物に追い回されるという、ひと夏のほろ苦い思い出？


作：いやあの。そんな、あとがきを書いてると後ろから足音が聞こえてくるような夏はイヤですよ？


　　でもってあきらかにデッドエンドっぽいし。


　　つうか、怪談は好きだが怪かい奇き体験なんぞしたくもねえっ！


Ｌ：えー。ぜーたくな。


　　それはつまりアレ？　かたゆで卵は嫌いだけど半はん熟じゆくは好きとか、そーいうのと同じようなワガママの一種？


作：ごくふつーの反応だと思うが。


　　真のワガママというのは、心しん霊れいスポットに肝試しに出かけて、出なかったら拍ひよう子し抜けだと文句を言い、出たら『もうあんなことはこりごりです』とかぬかす、そーいう態たい度どを指して言うのだっ！


Ｌ：……まあ確かにそれはワガママだけど……


　　たとえ話まで怪談ってのが。


　　あ。怪談っていえば、あたしも一つ知ってる。


　　『この話を聞いた人も同じ怪奇体験をする』ってパターンの亜あ流りゆうなんで、実際にそーいうことが起こると怪談じゃなくて怪奇現げん象しようになっちゃうけど。


作：なるほど。チェーンメール形式って奴だな。


　　けどそのタイプの話って、伝でん染せん性せいが怖いけどネタそのものはイマイチ、ってパターンが多いんだが……


　　まあいいか。で、どんな話？


Ｌ：うん。これは、あたしの知っているある部下が本当に体験した話なんだけど……


　　この話を聞こうとする人の前には、銅どうのおろしがねを持った謎なぞの金きん髪ぱつ美人がやって来て相手をすりおろしてしまうとゆー。


作：聞く前にかっ!?　つうかそれ怪奇現象じゃなくて人じん災さいだろっ！　て待てお前さっきから後ろに何を隠し……！





　　ざっしざしざしざしざしざしざしざしざしざしざしざしざしざしざし！





Ｌ：完成～！　もみぢおろし～！


　　いやー。けどこんな怪奇現象が起こるなんて、世の中、科学で説明できることばかりとは限らないわねー。


　　……ま、何より一番の怪奇現象は、あとがきで毎回作者が倒れても、次には何なに事ごともなかったかのよーに復ふつ活かつしてる点だ、とゆー説もあるけど。


　　ひょっとするとサメの歯みたいに、作者が何人も何人もずらーっと足下で繫つながっていて、一人が倒れると次の一人がひょっこり起きあがって現れる、みたいなシステムになってるのかも。


　　いやまあそこらへんどぉでもいーけど。


　　何はともあれさておいて。


　　それではみなさん、次巻でまた～







（あとがき・おわり）
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